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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世界が変わればいいのにと思っていた。





　　　　　＋＋＋






　──だけど変わりすぎだろ、この世界は。




　目覚めた瞬間、まぶしいと感じた。

　目のピントが合っていない。

　何度か強く瞬まばたきをすると視界がはっきりした。

　次に、自分が細長い箱……棺かん桶おけのような空間にいると気づく。

　棺桶もどきのフタは開いていた。

　ピーピー、と小さな機械音が鳴り続けている。

　上半身を起こし、棺桶もどきから這はい出た。

　冷たくざらりとした床の感かん触しよくに、思わず足の裏を浮かせ足踏みをする。

　どうやら薄い緑の病びよう衣いを身にまとっているようだ。

　視線を巡らせる。周囲には棺桶もどきが六つあった。すべてフタは閉じられている。

　この施設はなんだろうか。

　壁や床は近未来的だけど随ずい分ぶんと薄汚れていて、まるで朽くちた宇宙船の中にいるようだ。

　天井にはぽっかり穴が空いていて、光が差し込み、骨組みがひしゃげて露ろ出しゆつしていた。

　さらに頭上からはぱらぱらと土が降ってきていて……もしかしてここは地下か？

　そういえば、じめっとしていて空気が冷たい。




『おはようございます』




　どこからか声がした。

「だ……誰だ!?」

　真上からも真下からも真横からも聞こえた気がした。

『私はシドです。体の調子はどうですか？』

「調子は別に……頭が重いくらいだよ。だから、あんたはどこの誰で」

『私はＡＩ、人工知能です。このコールドスリープ施設の管理を任されています』

　ああ──そうだった。

　十八歳のある日、俺は混乱する世界の中でコールドスリープの対象に選ばれたと父親に聞かされ、同意書にサインして……その後の記憶が曖あい昧まいだが、装置に入って眠りについたんだろうか。

　これほどスムーズに話せるＡＩが開発されているのは初耳だが、コールドスリープの技術すら実用化されている世の中だ。そんなものがあったって不思議じゃない。

「……俺はどれくらい寝ていた……コールドスリープされていたんだ？」

　姿の見えないそいつの声は、どうやらスピーカーから聞こえる機械音のようだった。




『七百年です』




「………………え」

　なんの冗談だ。

「そんなわけないだろ」

『失礼しました。正確には七百五年と九十六日……』

「いやいやそういうつっこみじゃなくて。七百年って……せめて七年とかリアリティのある噓うそつけよ。だって七百年遡さかのぼったらもう社会構造すら変わってるレベルだぞ。つーか日本という国の存在すら怪しいし、宇宙移民とか始まってませんかって話──」




『人間は滅んでいます』




　冗談にしてはつまらないし、きつい。

　寝起きの俺にはうまく返せるはずもない。

「滅んでるって……だったら俺はなんなんだ？」

『残された、最後の人間です』

「……しょーもな」

　俺が最後の人間？　バカげてる。

「お前さ、もし七百年も眠りっぱなしの人間がいたら、そいつは起きた瞬間立ち上がれないし、喋しやべれない。数年寝たきりになるだけでどれだけ筋力が衰おとろえるか知ってるか？」

『七百年も経てば、技術も変わります』

「あくまで滅んだって言うんだな……」

　どこの誰だれのプログラミングかは知らんが、正直呆れた。

「……だったらそんな技術を持つ人間がなんで滅んだ？　でもっていったい誰がこの世界を支配してるって言うんだ？」

『それは──』

　急に室内が暗くなった。

　天井……の穴の先にある空を見上げる。

　影が、太陽の光を遮っている。

　その影はだんだんと黒く、濃く、大きくなって、俺の方に迫って──「へ？」

　それは赤い。口だ。白い。牙きばだ。巨大すぎる、生物だ。

　どしんと音を立てて施設が揺れた。

「うわあああああああ!?」

　俺は立ってられずにその場に素っ転ぶ。

　その生物は施設の上に着地し、再び飛び立った。

　空を飛ぶ大きなトカゲだ。

　あれを、俺たちは空想の産物として、〝ドラゴン〟と呼んでいるはずだ。

「ねえよ……絶対ねえだろ……」

『ギャアアアス！』

　空を飛ぶ生物が、咆ほう哮こうした。

「なんだよ、なんだよ、なんでこっち向かってくるんだよ!?」

　再び、ドラゴンが下りてきた。

「うわわわわわ!?」

　着地のタイミングで施設が揺れる。

　さらに今度は、穴が空いた天井からドラゴンの口が突っ込んでくる。

『ギャオオオオオ！』

　生臭い息が俺の全身に襲いかかる。バキバキと壊れた鉄が降ってくる。

　俺はその場にへたり込んでいた。

「なんだなんだなんなんだ!?」

　状況が整理できない。七百年経って、人間が滅んで、ドラゴンが飛んでいる？

　いや、いい。細かいことはどうでもいい。

　とにかく、考えるまでもなく、今は逃げる。それが先決だ。

　腰を抜かしたまま俺は地面を這う。這ってでも先へ先へと……。

　道が埋まっていた。

　今の崩壊で道が塞ふさがれた？　土を掘り返しているヒマは、今はない。

「おい……おい……なあ……」

　目の前の土の壁を登ろうと試みる。だがすぐにずり落ちてしまう。

「高性能ＡＩ……なんとかできないのかよ？　なんかあるだろ、シド!?」

『逃げるのが得策かと』

「んなことはわかってるけど無理だろ!?　そうだ……シド！　これだけ人間の技術が発達してるんだ。ヤツをぶっ飛ばす兵器あるだろ!?　なあ！」

『それはあの生物を殺し、ここにいる人間は生き残らせたいという希望ですか？』

「そうだよ！」

『レーザー兵器なら、その要求を満たすことが可能です』

「おおっ、マジであんの!?　すげえじゃん！　シド！　やってくれ！」

『ですが、注意点が一つあります。この兵器は一度しか使えません。エネルギー不足のため次の放出が最後になります』

「……最後」

　たった一度の切り札を今ここで使用してもいいのか、どうか……。

『グワオオオオオオ！』

「うああああああ!?　いい！　使ってくれ！　俺が許可するからなんとかしてくれ！」

『命令、認識しました』




　その時撃退されたドラゴンが、一帯を支配する主ぬしだったと知るのは、あとになってのことだった。
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　かつて栄華を極めた人じん類るいは滅びた。

　いや正確に言えば『人にん間げん』が滅んだというべきだろう。

　定義を変えて『人類』自体は存続している。

　過去、『人間』は終末戦争を起こし、滅びの道を突き進んだ。

　その時、世界の生態系は完全に壊れた。

　同時に全く予期されなかった変化も起こる。

　新しい種が、数多く生まれたのだ。

　それは突然変異だとも言われたし、正統な進化とも言われたし、一説には扉が開いたとも言われた。

　特に『人類』の変化は顕けん著ちよだった。

　世界は『人間』だけではなく、森人エルフ族、吸血族、狼ろう人じん族、竜りゆう人じん族、水すい人じん族、豚鬼オーク族、掘人ドワーフ族……何百ともそれ以上とも言われる多数の──かつては亜あ人じんと呼ばれた──種族が生きる場所になった。

　つまり、もう人類はイコール『人間』を表すのではない。

　多数の種族の集合体が人類であり、ニンゲンはその人類の一種族となった。

　そして人類の歴史上、ニンゲンはすでに滅んだと見なされていた。

　だが終末戦争が始まった際、とある巨大企業体コングロマリツトが種の保存のため秘ひ密みつ裏りにコールドスリープ計画を発動していた。

　多大な労ろう力りよくと資金が投下されたコールドスリープ計画は結局、成功であり、失敗であった。

　確かにニンゲンの若者数名は、七百年の時を超えて生き延びることができた。

　しかし生き延びられたのは、たった七人の若者たちであった。

　他は、装置の故こ障しようや施設の倒壊が原因で目覚める前に亡くなっていた。

　ここまでが、七人が目覚めてからＡＩのシドに聞いた話。

　──そして。七百年の時を超えて蘇よみがえった七人のニンゲンは、一つの国に出会う。

　それはニンゲン以外の人類が治める『共きよう和わ国こく』。

　現在唯ゆい一いつ成立している共和国は、どんな種族の誰であろうが受け入れてもらえる場所であった。

　ただそこは、誰もが参加できるが、代わりに誰もが己おのれの力で生きていかなければならない場所であった。

　実力主義。

　結果を出せる者がより多くの対価を得て、結果を出せない者は対価を得られない。

　この国に住み、食べていくためには、働かなければならない。

　そんな世界で生きることになった、ニンゲンである俺の仕事は──。




「せんせい」「せんせっ」「センセー」




　──教師である。










「あそこが今日からお前の働く場所だ」

　目の前には、一階建ての木もく造ぞう建築物があった。

　住宅が密集する地帯からは離れ、少し山を登ったところにある。

　建物の裏にはグラウンドもくっついている。庭には菜さい園えんと花か壇だんもあって、学校と言うには小さいが、家と言うには広々としていた。

「偏へん屈くつな老人が死ぬまで一人で暮らしていてな。水みず汲くみ場、炉、台所と一通りの設備がある」

　口調にはトゲがあり、面倒臭そうというか、嫌そうなのを隠そうともしていない。

　男はファガールといった。共きよう和わ国こくの学校の教師で、立場的には俺の上じよう司しにも当たる。

　ファガールは俺より頭二つ分身長が高い。体の厚みも倍はある。白髪しらが頭あたまに立派な顎あごひげと口ひげを蓄たくわえた風ふう貌ぼうは、かなり威い厳げんがある。姿形はニンゲンのようであるが、やはりニンゲンとは決定的に異なっている。

　なによりファガールに生える耳はドラゴンと同じ形をしていた。

　その上、身にまとう緑の刺し繡しゆうが施ほどこされた白いローブからは身長の半分くらいの長さの尾が覗のぞいているのだ。

　ファガールは、竜りゆう人じん族だった。

「ここでニンゲンである貴様がやることはわかっているな？」

「子供たちの教育、ですよね」

「ここは学校とは違う『特別教室』だ。そこで我が学校で落ちこぼれと見なされた者たちの指導をしてもらう。十分な能力がなく、今後発揮される見通しも立っていない、将来この共和国で暮らしていけない憐あわれな者たちだ」

「憐れ……」

「フン、我々共和国は実力主義だ。社会に貢こう献けんできる実力がなければ、よい仕事を得ることはできない。わかるか、ニンゲンよ」

「もちろん、重々承知しています」

「将来子供たちが食くい扶ぶ持ちを得られるよう、我々共和国の教師は彼らの特性に応じた教育を施し、試験で社会貢献の可能性を測定している。貴様に任される生徒は、試験で最低ランクの成績を叩き出している者たちだ」

「普通の教師あなたたちがどうにもできなかった生徒をなんとかしろっていう……」

「……我を舐なめているのか？」

　金色の瞳ひとみに、じろりと睨にらまれた。

「す、すいません」

　ファガールは竜人族としては若い方らしいが、それでもニンゲンの基準からすれば立派な顎あごひげと口ひげを蓄えている。

　年齢も俺の三倍はいってたはず……。

「試験で成果を出せ。それが貴様自身の評価にもなる。……我はまだ貴様がこの仕事にふさわしいと思っているわけではない」

　数百年前に生きていたニンゲンは知識が豊富だろうと期待されて、俺はこの職を得た。

　普通は、自身の実力を示してから仕事に就くシステムになっている。ただ状況があまりに特殊だという理由で、ニンゲンには特例が適てき用ようされた。

　だからファガールの虫の居所が悪いのも理解はできた。

「なんなら今すぐ貴様用の試験を用意してやりたいのだがな」

「い、今の共和国式じゃ、俺達ニンゲンの知るロストテクノロジーの真の力は測れない。それに遊ばせておくのももったいないから、即実戦投入なんでしょ？」

「フン、ならば早く示してもらおう。他の者は誤ご魔ま化かせても、我は甘くないぞ」

　嫌な汗をかいた俺は、自分の左腕につけた黒い腕時計のようなものに触れた。

　──ひとまず心は落ち着いた。

「フン、では落ちこぼれの生徒たちに相そう応おうの実力をつけて見せよ、ニンゲンよ」

　ファガールは両手を広げ、にやりと俺の前で初めて笑みを見せる。

「せいぜいクビにならぬよう努つとめるのだな」
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　俺は教室、というか一いつ軒けん家やに入る。

　板張りの廊ろう下かは掃除も行き届いていて小こ綺ぎ麗れいだ。

　右には二つの部屋がありそれぞれ職員室、炊すい事じ場ばと木のプレートに記しるされている。

　廊下の左側には教室がある。生徒たちはここで俺を待っているはずだ。

　人の気配はあったが、話し声は聞こえない。

　教室の扉の前で、一度、二度と深呼吸をする。

　一年前のあの日、眠りから目覚めると、世界は激変していた。

　転てん生せいしたのかとすら思ったが、そうではない。

　七百年の時が経過し、まるでファンタジーのような世界になっていたのだ。

　この世界の仕組みや社会常識、言語についてはＡＩのシドの力も借りつつ、学んでいった。今では誰の手も借りず日常生活を送れるくらいには共和国にも馴な染じんだ。

　だが、いつまでも保ほ護ごしてもらう立場で甘えてもいられない。

　俺たちも他の共和国民と同じように、働く必要があった。

　どんな仕事をすればよいかと悩む俺に、ＡＩシドは『教師』という職業を提示した。

　相手は自分より幼おさない子供である。実年齢も俺より下だ。シドもいるし、教えられることは十分あるはずだ。そう信じて腹をくくった。

　俺の真の実力を見せてやろうじゃないか。

　俺は、精神を落ち着かせるため左手首に手を──。




　がちゃりと扉が開いた。




　輝く綺麗な黒髪が、ちょうど俺の胸あたりの位置にある。

　少女が顔を上げ、俺を見上げる。黒髪はずっと背中まで伸びている。

　──美人だった。

　透き通った肌、宝ほう石せきのような瞳、鼻も耳の形も美しく滑なめらかに整っている。

　しかし幼さを残したままでもある。華きや奢しやな体つきも年相応の子供だ。身体的特徴もニンゲンと変わらない。

　だが佇たたずまいが、違う。その立ち姿は一点の曇りもなく光り輝いている。

「せんせいか？」

　不意打ちで問われ、こくんと首を縦たてに動かす。

　ばたん。扉が閉じられた。

　あれ？

「……えーと、入っていいですか？」

　今度は声をかけつつ、自らそろりと扉を開ける。

「待つのだ！　準備が整っていないのだ！」と先ほどの女の子の声が聞こえた。

「あ、はい」

　扉を閉じた。しばし待つ。……なんだこれ？

「もういいぞ！」

　一応三つ数えてから、扉に手をかけた。

「お、おじゃましま～す」

「せんせい！」「せんせっ！」「センセー」

　正面左右から囲まれた。かと思ったら急に飛びかかられた。

「な、なにごとだ!?」と俺は困惑する。

　さっきの黒髪の女の子が、正面から抱きついて俺の腰に手を回し、にへっと笑って見上げていた。華奢な体が密着する。

「大好きだぞ、せんせい」

「ふへっ!?」

　さらに右側。

　銀髪をおさげにした女子が、俺の右腕にぎゅっとしがみつき、手を握ろうとしてくる。なんだか拒否するのも申し訳なくなる保ほ護ご欲よくをそそる子で、なすがままに小さくて冷たい手に絡からめとられる。

「あの……ずっと一緒にいてくださいますか？」

「そ、それはどういう意味!?」

　さらに左側。

　金髪ショートカットの切れ長の目をした少女が恥ずかしそうに俺の左腕を摑つかんでいた。身長は三人の中で一番高い。体の発達具合も子供にしては相当進んでいる……いや、進みすぎている。体だけはもう子供とは思えない大人びたセクシーさだ。

「……責任とってよね」

「な、なんの!?」

「せんせい」「せんせっ」「センセー」

　三人がずいっと体を寄せてくる。












　いや別に、変な意識はしていない。相手は子供だ。でも、とはいえ、女の子は女の子である。そもそも特別教室の教師として働きにきたはずなのにどうしてこんな──。

　建物の出入り口が開く音がした。

　ちょっと待て。この場面を客観的に見ると……マズい気が……！

「そういえばニンゲンよ、この建物の鍵を渡すのを失念していた──」

「あ、ああ、ファガール先生。ちょうど今ニンゲンに古こ来らいから伝わるあいさつを生徒たちとおこなっていたところで噓うそですすみません顔が超怖いんですけど……!?」

　竜人族のファガールは口から火を噴いた（かと思うくらいに怒った）。





　　　　　＊






「教師という立場を自覚し、生徒との距離感には……」「大人としての威厳を……」「間違った道にいかないように我らが……」などとガミガミ一時間ほどファガールに説教を喰くらい、俺は解放された。

　生徒からのフォローがなかったら牢ろう屋やに入れられていたかもしれない。

　俺がこってり絞しぼられている間、外で遊んでいた生徒たちを再び教室に呼び戻し、仕切り直して。

「……ということで、今日からみんなの先生をすることになったニンゲンの……ユージと言います。よろしく」

　教きよう卓たくに手を乗せて俺は言った。

　この世界では『種族名＋名前』で話が済む。

　それだけ種族が多様化しており、一種族の人数も多くはないのだ。

「どうだ？　わたしたちの出迎えは嬉うれしかったか、せんせい？」

　黒髪の少女が聞いてきた。

「あと一歩で社会的に殺されるというスリルを味わえたよ」

「つまり、嬉しかったのだな？」

「どっちでもいいけど二度とやらないでくれ！　……とにかく名前から、確認します」

　目の前には三人の女の子が並んで座っている。

　俺は手元のプロフィール資料に目を落とす。

「わたしはサーシャだ。聖せい霊れい族ぞくをやっている」

　真ん中の、黒髪の少女は自みずから言ってくれた。

「あー、はい。サーシャさん、よろしく」

　聖霊族、サーシャ。精霊族と似て非なる希き少しような存在が彼女だ。非常に強力な魔法を使うという報告もあるが、個体数が少なくその実態は謎なぞが多いらしい。

「サーシャさんは初等学校の五年ね。じゃあ次……君の名前は？」

　俺から向かって右側、編み込まれた銀髪おさげの女の子に尋ねた。

「はい、雪ゆき人ひと族のエミィです。北方の雪原地帯にある村より参りました。サーシャさんの一つ下の初等学校四年生です。よろしくお願いします」

「どうも、よろしく」

　これまた丁てい寧ねいな子である。

　雪人族、エミィ。雪原地帯に住まう彼女らは雪を操る魔法を使う。古くから山奥に独自の村を作って生活しており、都市との関わりは深くないらしい。そんな中、二年ほど前にエミィが学生としてこの都市へやってきた。

　真っ白な肌をしたエミィはなんとなく寒冷地帯を連想させる上着を着ていた。

　おしとやかそうな雰囲気があり、やさしげで、付き合いやすそうな子だ。

「それで最後に、リンさん」

　足を伸ばして気け怠だるそうに席に座っている金髪ショートカットの少女が軽く手を挙げた。

「妖よう狐こ族、リン。中等学校二年。ってことくらいもう知ってるんでしょ？」

　切れ長の目で少女は見つめてくる。鋭いまなざしに、責められているように錯さつ覚かくする。

「あ、ああ。聞いていますよ」

　妖狐族、リン。地域によっては幻まぼろしの存在として語られる妖狐族は、特殊な身しん体たい強きよう化か術を持っている。獣けもの耳みみや尾がある……と書類にはあるのだが、リンにはどちらも見当たらなかった。いや、通常は隠していると追記がある。

　リンはすでに一つ上の段階、中等学校に通っており、三人の中で一番年上だ。

　そのため身長も一番高く体もできあがっている。種族的特徴か本人の資質かはわからないがスタイルのよさ、特に胸の大きさは……先ほど実感した。

　この教室の生徒はそれですべてだった。

　見た目は、この世界の中では尖ったところも少なくて、普通の可愛い女の子に見える。

　ともかく彼女たちは学校帰りに特別教室にくることになるのだが……。

「あのー、センセー。って……全然若いよね？」

　リンが聞いてきた。

「まあ、十九歳ですからね」

　眠っていた七百年間をノーカウントとすればだが……。

「十九!?　若っ!?　あたしたちと変わんないじゃん」

「わたしたちと変わらないのか？」「そうなんですか？」

　初等組も反応する。そんな驚かれるものなのか。亜人といっても、彼女たちはニンゲンの俺基準で、見た目どおりの年ねん齢れいである。

「……心配はいらないですから。教師の研けん修しゆうは受けてますし」

「いやフツー教師って長ちよう寿じゆ種がやるもんだと思ってたから」

　確かに竜人族や森人エルフ族など長寿種が教師になっているケースは多い。

「じゃあさー、とりあえず敬語やめない？　年も近いんだし、もっとフレンドリーな感じでさ。逆にあたしたちも砕けた感じでいい？」

「砕けた」「感じですか？」

「よーするに、センセーとは友だちってこと」

「せんせいなのに友だちなのか」「友だちなんですか？」

　リンの提案に、一瞬考えを巡らせる。

「確かにいいですね……じゃなくて、いいな。俺もやりにくいとは思ってたし……」

　さっきファガールに教師としての威厳がどうとか言われたが、やり方はこちらに任されているんだ。

「せんせいは、やっぱり特別なせんせいなのだな」

「そう思ってくれると嬉しいな」

　俺はサーシャに対して言う。

「だからせんせいを歓かん待たいしようと思ったわけだが」

「歓迎してくれた……ってことか？」

「こうすればせんせいは悦よろこぶと、リンが言ったのだ」

「はい、そうすればせんせのことを扱いやすくなるだろうって」とエミィも続く。

「なるほど……。リンさんの案ね……」

　うろんな目でリンを見る。

「な、なによ？」

「その割には本人が一番恥ずかしがっていたような」

「はぁ!?　なに言ってんの!?」

　リンは立ち上がって抗こう議ぎする。

「別にあたしはそこまで恥ずかしくなかったけど、やりすぎる必要もないかなって……。あとその『さん』づけも、しなくていいから！」

「……わかったよ、じゃあ……リン。サーシャもエミィもいいか？」

「よいぞ」「はい、もちろんです」

　とりあえず生徒とはフレンドリーにやれそうだ。

「そういえば……みんな俺のことはどう聞いてるんだ？」

　三人の生徒が顔を見合わせ、サーシャが一番に口を開いた。

「七百年の時を経へて蘇よみがえった……かつて絶滅した種族……のせんせい」

「合ってるけど、その言い方だと若干怖えな」

「……かつてこの世界を支配して頂点に立っていたという」

　にもかかわらず愚おろかにも自滅した──と続くのだが。

「ニンゲンは……怒ると角が生え羽が現れ炎を吐く……のではないのですか？」

「待て待て待て！　誰に聞いたんだよ!?」

　エミィの発言につっこみを入れる。

「で、でもそんなお話をクラスで聞いたので。失礼しました」

　俺たちが共和国に姿を見せた際には、うわさが国中を駆け巡ったと聞く。

『数百年前に絶滅したはずの世界を支配していた種族が蘇った！』

『とんでもないロストテクノロジーを持っていた！』

　今ではうわさ話も落ち着き「ニンゲンも普通の人類だ」と理解もされてはいるが。

「心配しなくても、俺はしがない新しん米まい教師だ。……あ、いや、そこそこやる教師だ」

　自分を下げるべきではないと気づき、言い直す。

「まあセンセーと話してたら……ヘンなことされるわけじゃないってのはわかってきたけど。でもニンゲンは、東の主ぬしの黒竜も倒しちゃったっていうから……」

　リンが言う。子供たち三人にも俺への不安があったのだろう。

「ああ、あれは……」

「ですです！　すごいうわさになってました！　黒竜がいるから今まで都市の東のあのエリアは開かい拓たくできてなかったのが、やっと進出できるようになったって」

　エミィはきらきらと尊敬のまなざしを俺に向けてくれていた。

「いやあ……はは」

　シドにぶっ放してもらったレーザーは、結局ニンゲンのすごさを認めさせるのにも一役買っていて結果オーライにはなっている。もう二度と使えないんだけど。

「ではなぜそんなせんせいが……わたしたち落ちこぼれの教師になるのだ？」

　少し元気がなさそうなサーシャに尋たずねられる。

「……別に落ちこぼれってわけじゃ」

「わかっているのだ、それは。……みんなそう言っている」

　彼女たちの評価は、文句なしの──最低ランクだ。

「わたしたちのために教室ができるのも、不思議なことだ」

「いやこれは……新しい特別教室の実験だから、少人数ではじまっていて」

「そんな成功するかどうかもわからない特別教室に放り込まれるくらいには、あたしたちは見捨てられているんだ」

　俺の言葉を遮って、リンは早口に言った。

　さらにエミィも。

「ちゃんとしないと、わたくしたちはこの共和国で暮らしていけなくなると言われているんです……」

　それは実は、俺も同じである。

　ランク分けがはっきりと示されるのが、この世界だった。ランクが低いものに対する世間の風当たりは驚くほど厳しいし、それは生活レベルにも如によ実じつに現れる。

　仕事で結果を残せなければ俺は職を失い、この共和国で生きていけなくなる。

「とにかく大人たちは実力をつけろと、言うのだ……」

　こんな子供にまで言わせるほど、共和国では実力主義が浸しん透とうしているのか。

「本当にさ、できる限りのことはやるから……いや」

　背筋を伸ばし、どん、と自分の胸を叩いた。

「俺に任せておけ。俺がみんなの真の実力ってやつをばっちり見つけ出してやる」

　俺は自分に期待したし、みんなにも期待してもらいたいと思った。

　生徒たちは異種族なだけで、普通にわかり合えるいい子そうだ。

　こんな子たちが心配なくちゃんと暮らせる世の中になるべきなのだ。

「落ちこぼれ上等。好きに言わせておけよ。その分見返しがいがあるだろ？　みんなで世の中の評価を逆転させてやろうぜ！」

　落ちこぼれ生徒と蘇ったニンゲンの教師による逆ぎやく襲しゆう劇げき、それは絵になる展開だった。

「せんせい……」

　サーシャがぱちぱちと瞬まばたきをしながら、俺の顔を見つめる。

「しかしどうして……実力をつけることが大事なのだろうか？」

「……ん？　そりゃ、試験で点をとらないといけないんだろ」

「だが点をとって、どうするのだ？」

「……今から試験で点数とらないと、将来いい仕事に就けないからだろ」

「いい仕事に就くことが、大事なことなのか？」

「えーと……。それを考えることはいいことだと思うが、学校でやってもらいたい。俺に聞かれても困るんだよ。ここはあくまで点数を上げるための特別教室で」

「学校じゃ教えてくれないのだ」

「……じゃあ、考えておくよ」

　サーシャの瞳は真剣で、まったく適当なことを言うしかなかった。

「あのさセンセー。あたしも言っておきたいことがあるんだ」

「……なんだ、リン？」

　この流れに乗ろうとするところに、多少不安を覚えつつ聞く。

「あたしさ、好きなことで生きていきたいんだよね」

「おお……そいつはいいな」

　七百年前にも同じことを言う奴はたくさんいた。

「向いてるからお前はこの仕事をやれっていうの、ムカつくよねー」

「ムカついてもなんでも、仕事ってそういうものだから……」

　この世界では、種族によって優先的に職業が決定される。種族ごとの能力差異が大きいから、それが合理的なのだ。

「なに、センセーも他の大人と同じこと言うワケ？」

「……」

　妙な流れが続いているので、仕切り直そう。

「と、とにかくみんなで頑張っていこう、なあエミィ。ちゃんとみんなが力をつけて成績を上げられるように」

「はい、もちろんです！　……ですがわたくしは、自分よりも一族のみんながちゃんと仕事をもらえることが大切だと思っています」

「他人の心配する前に自分の心配しようか」

　俺のつっこみに対して、エミィはにこにことなにもわかっていなそうに首を傾げた。

　おいおい……なんだこいつら。

　なんだか全員、まっすぐ点をとることに努力してくれそうにない……。

　資質面でも問題ありと判定されている彼女たちは、落ちこぼれの中の落ちこぼれとしてここにいる……その意味を思い知らされる。

「みんなに考えがあるのはわかった。よーくわかった。……でも、その考えのとおり行動するのも、まずは、試験で点をとってからだ」

　すぐにサーシャが口を開いた。

「試験でよい点をとる。……その先になにがあるのだろうか？」

「だからそういうのは点とってから言えって！」

「あーあ、やっぱセンセーも結局フツーの教師と変わんないじゃん。期待して損した」

「お前たちがやる気を出さないと俺も期待に応えられねえよ！」

「せんせ、わたくしはやる気はあります。でもわたくしよりも他の方を」

「だーかーら、お前らが頑張らないとなにも始まらないんだって！」

「頑張りたくなくはないぞ？」

「あたしはあたしのやりたいことを頑張るんだって」

「わたくしはいつでも頑張ります」

　あ、こいつらは単なる問題児じゃなくクセがすごいタイプなんだな。

　なるほど、なるほど。……この先大丈夫だろうか？





　　　　　＋＋＋






　夕暮れの酒場では、すでに多くのグループが酒盛りを始めていた。

「じゃ、や～っとニートを脱して働き出したユージ君の前ぜん途とを祝して、かんぱーい！」

「働く意志はあったからニートじゃねえだろ」

　その酒場の隅すみのテーブル席で、俺は同じ都市で働くもう一人のニンゲンの女子とジョッキを合わせる。

「ぷはーっ！　仕事終わりのエールはうまい！　ってやっとアンタもわかったわね」

　名前はメイコといった。本来生きていた時代も俺と同じだ。

「で、どうだったの？」

　俺はとりあえず今日一日の出来事をかいつまんで話した。

「──ってことで難なん易い度どが高いのか低いのかよくわからんかった」

「わはは！　試験でちゃんと点をとれとか、アンタがどの面下げて言ってんのよ？　そもそもアタシたち共和国で試験受けたことないじゃん」

「それでもあいつらに点をとらせるしかないんだよ！　……仕事だから！」

「お仕事頑張ってね～、せーんせ♡　わはは！」

　酒の回りが早いのか、メイコはゲラゲラと笑っている。

「でもいいじゃん教師は子供と絡めて楽しそうでさぁ～」

「だったら代わるか？」

「アタシが教師になると美人すぎてみんな集中できなくなっちゃうから、わはは」

　自分で言うのはどうかと思うが、発言自体に「噓つけ」とは言えない。

　まず身長が高く、顔は小さい。足も長くスレンダーなモデル体型だ。長いまつげにぱっちりとした目、通った鼻筋も含め非常にはっきりとした顔立ちをしている。赤みがかった茶髪はポニーテールで、印象がより引き締まってみえる。

　加えてさっぱりとした性格でよく笑うものだから、周囲の受けもいいんだろう。

　ニンゲンの中では間違いなく美人だったが、今の人類の基準に照らし合わせても十分美人で通用していた。

「あとアタシはイラッときたら手が出ちゃうタイプだからさ。あ、店員さーん！　じゃがいもを丸めて揚あげたやつ追加で～。あとこれもおかわりでー！」

「あいよ！」

「でも食事が口に合ってよかったわよね。爬虫類丸焼きとかグロい食材もあるけど」

「にしても、お前はすっかり馴染んでるよなぁ」

「もう働き始めて三カ月経つから。てゆーか逆にあんたが三カ月猶ゆう予よがあったことにアタシはまだ納得いってないから」

「学校は始まるタイミングがあるんだ、しかたないだろ。研修はしてたぞ」

　共和国にて暮らすことになったニンゲンの子供七人は、最終的に五都市に散らばることになり、たまたま俺とメイコは同じ都市になった。

「そっちは忙しいのか？」

「いや、毎日雑務雑務雑務っていうか雑務しかない職場だから」

　メイコは共和国の役所にあたる『協会』と呼ばれる組織の、司し法ほう部門で事務員として働いていた。裁さい判ばんやらなんやらの補助役として資料に埋うもれる毎日らしい。

　ぱくりとメイコはチーズを口に運ぶ。

「メイコのことだから、どうせそれなりにうまくやってるんだろうけど」

「今は言われたことやってりゃいいから、処理能力があればなんとかなるけど、これからだろうね。新しいことやれとか言われたら詰つむかも」

　ともかくも、とメイコは話を戻す。

「アンタが初日から『仕事やめる！』って言い出さないでよかった」

「どんだけ甲か斐い性しようのない奴だと思ってたんだ」

「最近の若者には多いって聞くし、アンタ草食系な感じするし？」

「その最近の若者はもう七百年前に滅んだよ！」

「あー、そうだった！　失敬失敬！」

　ケラケラとメイコは明るく笑い続ける。

　これが蘇って一年経過し、俺たちがたどり着いた境きよう地ちでもあった。

　ニンゲンが滅んだなんて、もう笑うしかないのだ。

「いや～、でも真面目に心配してたんだよ？　教師に向いてんの？　って気がしてさ」

「まあ見てろよ。俺が真価を発はつ揮きするのはここからだからな」

「いやだってこの共和国のシステムに素人しろうとのアンタになにができるのよ？」

「だからこそ、だ。今の人類とまったく違った価値観を持つ俺なら、イノベーションを起こせる可能性があるんだ。ほら、温おん故こ知ち新しんってやつだ」

「でもニンゲンの中でも飛び抜けて優秀とは言えないアンタがねぇ……」

「うるせえな、俺だって自分から希望したわけじゃねえぞ」

「ゴメンゴメン、拗すねちゃった？」

「拗ねてねーよ。ただ……」

　俺は左手首の黒い腕時計もどきの側面のロックを解除し、黒いボタンを押す。

「ちょっとこんなところで……」

「シド。もう一度聞きたい。俺はどんな仕事に就くべきだ？」












　尋ね、数秒待つ。

『ユージ。あなたは教師として働くべきです』

　顔を近づけないと聞き取りにくい小さな機械音が返ってきた。

　腕時計もどきは、ＡＩシドとの通信機になっていた。

「アンタ完全に酔ってるね……」

『それがあなたにとって最さい適てきだからです』

「その最適を追いかけていれば、俺は幸せになれるんだよな？」

『尊そん厳げんを持って幸せに生きることができるはずです』

「コイツすぐそう言うよね」

　それがシドの最上位の目的として、元より設定されている。

　いつもの言葉に満足して、俺はシドとの通信を切った。

　──シドはこの世界で頼れる唯一の存在と言っていい。世界の状況について、そして振る舞い方についてシドはアドバイスをくれた。しかしシドのシステムにも限界がきていて、もう長くは保もたないらしいが。

「まあ、どっちにしろここを滅ぼしてやろうってほど絶望していないならよかったね」

「そうだな」

　俺は左手首に巻きつく通信機の、今度は赤いボタンに触れる。

　このボタンは安全装置を外し、さらに黒いボタンと同時押ししなければ、作動しない。

「ねえ、それ、作動させる時は言ってよ。ニンゲンなんて脆ぜい弱じやくな存在であるアタシはまず間違いなく死んじゃうんだから」

「心配すんなよ。絶望なんてしてないから」

「そうだよね。そんな感情もうとっくに通りすぎてるよね」

　ニンゲンが滅んでいるという現実を受け入れた時点で、俺たちの感情はどこか機能不全を起こしているのかもしれない。

「今はただ異世界で第二の人生を歩んでますってか」

　俺の生きる世界は変わった。

「まあ、そんな世界を俺たちニンゲンが変えてやるんだけどな！」

　色んな技術や知恵が断絶した七百年後の世界に降り立った俺は、図はからずも特別な存在になった。特別な存在としてなにができるか、これから探していくのだ。

「本当にできると思ってる？」

　柔らかで、言い聞かせるような口調だ。

「魔法も特殊な能力も使えないアタシたちが？」

　やさしく、そしてどこか寂さびしい。

「……やってみなくちゃわからないこともある！」

「……そりゃそうだ！　お互いに頑張っていきましょうよ、って感じだよね」

　ぽん、と膝ひざを打ってメイコは微笑んだ。どこか満足げにも見えた。

「ところで、働き始めのお祝いに今日おごってくれる？」

「おう……って普通逆だろ！　おごれよ！」




　実際のところニンゲンは、脆弱な存在である。

　現在の人類の中において、多様な特性を持つ他の種族よりニンゲンが優れているところなどないのだ。

　かつてとてつもない技術を持っていたことで、なんとなくすごそうに共和国の者たちに思われているが、俺たち自身がすごいわけじゃない。

　昔は科学技術もあった。医学、経済学、社会学、進んでいる分野は数多く存在した。

　でもそれを俺たち自身はなにも使いこなせない。

　ただの高校生だった俺たちに、いきなりこの世界をどうにかできる力なんてなかった。

　コールドスリープという技術で化か石せきみたいな七人が蘇ったが、結局はそれだけである。

　そして現実的に言って、この人数でもう一度種の繁はん栄えいを目指すことは不可能だ。

　ここまで数が減ってしまって、種の持続はもうできない。

　そう、つまりニンゲンはすでに終わった存在なのだ。

　けれど。




　ニンゲンは、いつだってこの世界を滅ぼし、終わらせられる。




　だから、この世界がたどる道は二つに一つなのだ。

　ニンゲンが尊厳を持って幸せに生きられる世界になるか。

　それとも、滅びるかだ。










　特別になりたいと思い続けていた。

　なんの特別でもいい。ただ普通じゃなく特別になりたかった。

　誰だってそういうものだろ？

　だけど十八にもなれば、はっきりと理解できるようになっていた。

　自分は、特別じゃない。

　思い知らされたけど、でもそれをそのまま受け止めるのもむなしくて、まだどこかに可能性があるんじゃないかと期待して。

　それこそ、もし自分が異世界に転生し、その場所で一発逆転最強になれたら──。





　　　　　＋＋＋






「いてててて……」

　気持ち悪いし頭が痛い。完全に昨日メイコと飲み過ぎたせいだ。

　しかもメイコのやつはけろっとしているのだから、納得いかない。

　だが今日は、朝から出かけなければならなかった。

　街に繰り出し、大通りを歩いていく。両りよう脇わきには木もく造ぞうの建物が建ち並んでいる。高くても五階建てで、人がぎゅうぎゅうになって住んでいるのがうかがえる。

　馬車はたまに通るくらいで、人々は道の真ん中を往おう来らいしていた。

　そこだけを切り取れば、古くからの街並みが残る地域と見えなくもないが……。

　背中から鳥のような羽を生やした女が空を飛ぶではなく歩いている。

　二本足で歩き四本の腕を持つ男が、特とく注ちゆうなのか四本袖そでのある服を着ている。

　人種のるつぼと言うにもあまりに混こん沌とんとした状況が目の前にあった。

　しかしまあ、それにも随ずい分ぶんと慣れた。

　言っても尻尾しつぽが生えたり目が三つ以上あったりしているだけで、二足歩行している人類に変わりはないのだ。

　現人類が新たに築いている国の水すい準じゆんは、俺の知識の範はん疇ちゆうで表現するなら騎士が活躍する中ちゆう世せいだった。ただ治安・衛えい生せい状態は意外と悪くはない。

　ニンゲンの科学技術は継けい承しようされず断絶しており、俺の目には単純に時代が遡さかのぼったように映った。ただ分野・技術によっては発達しているところと、逆に未み熟じゆくなところがあり、その点では独自の歴史を辿たどっているのかもしれない。

　そして、なにより独自の進化に影響をあたえているのは──。

　白髪しらがの老人が杖を持っている。先の丸い角が二本ある。麒き人じん族だろうか。

　老人がなにかを唱えている。そして杖を目の前の建物に向ける。

　どんっ！

　光が明めい滅めつしたかと思うと、建物の外壁が赤く燃え上がって崩れる。

　小さな爆発が起こっていた。

　爆ばく薬やくではない。科学も化学も関係がない。まったく俺には理解できない原理だ。




　それは旧人類が習しゆう得とくしえず存在そのものを否定された、魔法だった。




　爆発を起こし建物を破壊する老人の近くにはもう一人、肌が青っぽい女性がいた。おそらく水すい人じん族かその仲間かと思われる。

　彼女は両腕を大きく真横に広げている。

　よく見ると、彼女の体を中心にして、隣の建物との間に薄い水の壁ができていた。

　おそらく破は片へんや粉ふん塵じんが飛ばないようにするためだろう。

　通りに面したところには、薄汚れた服を着た人が二人ほど立って『解体作業中。立ち入り禁止』の看かん板ばんを掲げていた。

　重じゆう機きがなくとも、『新』人類たちは建物の解体くらいやってしまえる。

　そりゃ科学が発達しないわけだ。

　俺もそんな日常の光景に慣れ始めていた。




　到着したのは、俺の教室の生徒三人も通う国こく営えいの学校だ。

　わーわーと子供たちのはしゃぐ声が聞こえる。昔の学校と変わらない喧けん騒そうだ。

「貴様の働く場所はここではないはずだが。ニンゲンよ」

　尖とがる竜の耳に身長の半分くらいの尻尾。

　竜りゆう人じん族の教師、ファガールに出くわしてしまった。

「校長先生に報告がありまして……」

「フン、昼以降しか働かないのかと思ったのだが、違うのだな」

　通常、学校は朝から昼過ぎまでだ。特別授業に当たる俺の教室はそのあと通う場所という立ち位置だ。専門的な知識や技能を身につける習い事と同じである。

「だったら我らと同じように働いてほしいとも思うのだがな。なにせ人手不足だ」

「今回は新しい仕組みの実験でもあるので……」

「ニンゲンだからといって、いったいいかほどのことができるのか疑問だがな」

「と、とりあえず直近の試験を期待していてくださいよ」

「まずは一カ月後の模も擬ぎ試験だな。そこで多少の兆きざしは見せてもらわなければ困る」

「見ててくださいよ。……いきなり全員は難しいかもしれませんが」

「啖たん呵かを切るなら逃げ道を用意するな」

　ファガールは再び「フン」と鼻を鳴らす。

「では我は忙しいのでいくぞ」

　ファガールが去ったあと、その隣にいた教師がそのまま廊下に立っていた。

　下向きに生えた長い耳に、コバルトブルーの瞳ひとみ。優ゆう雅がな金色の長髪が目を引くが、白く透き通る肌もまるで白はく磁じのように美しい。

「きちんと教育方針をもって生徒に向かっているのですか、あなたは」

　森人エルフ族のレイラ。同どう僚りようの教師の一人であり、外見はニンゲン年齢では二十代にしか見えないが、実際は五十歳を超えているらしい。

「まだ始まったばかりなんではっきりとは……」

「私たちは一人でも多く共きよう和わ国こくで生き延びていける生徒を輩はい出しゆつせねばなりません」

　レイラは透き通った声で言う。

「生徒にむざむざ死なれるのは嫌でしょう？」

「そ、それは。そうですね」

「そのためにもあなたがどう生徒を育てていくか、私たちは監かん視しする義務があります」

「……まだまだ信頼されてないってことですね」

「当然でしょう」

　共和国で必要なのはまず、結果だった。

「あなたに本物の教師としての気き概がいがあることを、切せつに望みます」

　用件は終わったのかレイラは離れていった。

「……ぶっは～～～」

　二人が見えなくなってから俺は大きく息を吐いた。

　年齢が何倍も上だということもあるが、二人の相手は息が詰まる。

　しかしいつまでも圧あつ倒とうされているつもりもない。

　普通の教師ではどうにもできなかった少女たちの才能を開花させたならば、きっと周囲も認めざるをえないのだ。





　　　　　＊






　現人類の種族は七なな系けい統とうに分けられる。概おおむねそれは、どの属性の魔法を使えるかに準じゆんじている。系統ごとに、どのような職業に就くのかも傾向があった。




・地系統　豚鬼オーク族、掘人ドワーフ族など。

　主に体力を使う仕事、土ど木ぼく関係の仕事に従事していることが多い。




・水系統　水人族、氷ひよう人じん族など。雪ゆき人ひと族もここに含まれる。

　水に関わる仕事、また、手先を使うような仕事や女性的な仕事が多い。料理店経営、宿経営者にも多い。




・風系統　森人族、竜人族など。妖よう狐こ族も含まれる。

　長ちよう寿じゆ種が比較的多数を占めることから、知識を使う仕事が多い。教師、研究職など。商人も多い。




・火系統　牛ぎゆう人じん族、蠍けつ人じん族など。

　種族内での統率力が他に比べて高く、警備兵、消防など共和国を統治する協会に所属する者が多い。




・光系統　麒人族、妖よう精せい族など。聖せい霊れい族も含まれる。

　魔力が高く魔法を使って仕事をおこなっている者が多い。また医者なども比較的多い。




・闇系統　吸きゆう血けつ族、悪あく霊りよう族など。

　計算を得意とし、金貸しや経営に携たずさわる者が多い。特殊な仕事に携わるものも多い。




・無系統　魔法の素そ養ようがない種族。ニンゲンはここに属する。無系統は少数派であり、一概に仕事への傾向はない。




　一人が操れる魔法の系統は、基本的に一つである。

　また同系統であっても、魔法の概がい念ねんや構造が共通ではない。そのため同じ魔法はほとんど種族内でしか共有されない。

　よって魔法は、各種族が個別に持つ特殊能力といった方が近いかもしれない。だからこそ、種族による仕事の固定化も起こりやくなる。

　各種族がそれぞれに特化したものを持っているので、種族間での向き不向きの差が大きいのだ。

　その中で各おの々おのが創そう意い工く夫ふうをし、世の中に必要とされる貨か幣へい的てき価値を持つ実力を高め合う戦いが、この世界では日にち夜や繰り広げられていた。





　　　　　＊






　さて、二日目の授業が始まる。

　話は通じる。モチベーションはありそうで、ないか？　多少不安定な面はあった。

　それでは肝かん心じんの、今時点の実力はどうなのか。

　まずはそれを見極め、対策を練っていく必要があった。

　昼を過ぎてからやってきた生徒三人を連れて、建物の裏にあるグラウンドへと出た。

　天気は快晴。風もなくよい気候だ。

「今日は本格的にそれぞれの能力を見ていきたい」

「えー」

「ぶーぶー言うなリン。なにをするにしても実力の確認は必要だろ」

　妖狐族のリンはショートカットの金髪を手ぐしで整えながら言う。

「体動かすなんて聞いてないしー」

「だからさっき言っただろ」

「動かしたら髪型崩れるじゃん。汗もかくし」

「崩れても可愛いから安心しろ」

「もへっ!?」

　ぴょこんとリンは飛び上がってその場で体を左右に振り、顔を赤くする。

「ヘ……ヘンなこと言わないでよね!?」

　冗談のつもりだったのだが、リアクションがやたらと大きかった。

「まさかあたしのこと……ヘンな目で見てないよね？」

「いやいやいや！　誤ご解かいだって！　全然そんな気ないから」

「……それはそれでむかつく」

　文句が多い。異種族と言っても、このへんは年頃の女の子みたいだ。ただふりふりと体を左右に振る仕草が、猫や狐きつねが尻尾を振る様子に似ていた。

「準備運動はやっておいた方がいいぞ、エミィ」

「はい、わかりました！」

　聖霊族のサーシャと雪人族のエミィは、仲よく準備をしてくれている。

　一学年上のサーシャがちゃんとお姉さんとして振る舞っていた。

「あ、サーシャちゃん見てください！　このメメキ草の花」

「おお、鈴なりの花が一、二、三、四、五、……六つか」

「はい、七個連なっているメメキ草を見つけると幸運が訪おとずれると言われているのです」

「六つがあったなら、近くに七つのものがあるかもしれない。……せんせいの授業を受けるよりそちらの方が役に立つのではないか？　エミィの夢も叶うかもしれない」

「わたくしの夢が叶うのですか……？　でしたら探しにいきたいです！」

「おいこらそこ、遊ばずに準備運動しておけ」

　しっかりしていると思ったら、子供は子供だった。

「しかしせんせい。六つのメメキ草は相そう当とう珍しい。このチャンスを逃すと、もう二度と見つからないかもしれない」

「……遠くにいかないなら準備運動の合間に探す分にはいいから」

「せんせいの許可が出たぞ！」

「はい！　ありがとうございます、せんせ！」

　なんだかうまいこと丸め込まれた気がする……。侮あなどれない子供たちだった。

「ともかく、まずはリンからな」

「……チッ」

「舌打ちはやめろ、舌打ちは」

　気を取り直してリンに向き直った。

「妖狐族といえば、身しん体たい強きよう化か術なんだよな」

　妖狐族は魔法とも種類の違う、身体強化術を使える種族である。

　視覚、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、腕力、脚力など、個体ごとに得意不得意はあるらしいが、力が強くなるらしい。

「リンは特になにが得意になるんだ？」

「……別に」

「見たらわかるか。じゃあ、今から身体強化術を使ってみてくれないか？」

「……」

「なんで俺を睨にらんでんだよ」

　リンは「フーッ」と威い嚇かくしてきた。

　それでもビビらずに毅き然ぜんとしていると。

「術は……使わない」

「……なぜ？」

「……それは……、……そんなの使わなくてもセンセーには余裕で勝てるから」

「……余裕で勝てる、とは？」

「じゃあ、たとえば走って競争したらどうなのかな、センセー」

「妖狐族は身体強化術が使えるからこそ高い能力を発はつ揮きすると聞いているが……それを使わず、年下の女子生徒であるお前が、俺に勝つと？」

「うん、そう」

　妖狐族が実際どれだけすごいのかはわからない。

　だがリンの華きや奢しやな体つきを見ても、他の「ニンゲンじゃあり得ねえよ」という筋肉を持つ種族ほどの差を感じない。

「なるほど、なら……勝負してみるか？」

　一度教師としての威い厳げんを見せつけるべきだと思った。

「ん、競争が始まるのか？」「どうなってしまうのでしょう？」

　初等組の二人も準備運動とメメキ草探しをやめて注目している。

「ゴールはあの大木でいいな」

　リンは真ま面じ目めにストレッチを始めた。こっちも気を抜いていられない。

「サーシャ、スタートの合図、できるか？」

「任せるのだ」

　俺とリンが横並びに立ち、構える。

「よーい……」

　静かに息を吐く。緊張感を保ったまま、脱力する。

「スタート！」

　俺は全身に力を込め地を蹴けった。

　右、左、右、大地を摑つかんで加速する。走る。スピードに乗る。風を切る。

　体はよく動いている。年下の女子に簡単に負けるようじゃ──。

「ってはええええええ!?」

　リンはすでに俺の前を走っていた。スタートから圧倒され、まったく差が縮まらない。

　差はどんどん広がり、ゴール。

「ぜぃ……ぜぃ……やるな、……リン」

　完敗だった。ぜーはーぜーはーと息をつきながら、俺はその場に座り込む。

「センセー。もう少しはやると思ってたよ」

　憐あわれみの目で見られた。

「し……しばらく運動不足だったから……な」

「ただあたしも持じ久きゆう力りよくにはあんまり自信ないから、そっちの勝負だとわかんないね」

「同情してフォローするなよ……。惨めになるだろ。……でも基礎的な身体能力はすごいよな。これで勝負できるんじゃないか？」

「そんなに甘くないよ……あたし以上なんてもっといるし。センセーが遅いだけで」

「なにげに何度も傷つけてくるな」

「ちょっと身体能力が高いだけじゃ、元からそれに特化している種族には勝てないし、食べてもいけない」

「それは俺もわかってるよ」

　種族間の能力差は歴れき然ぜんとしている。森人族の中でいくら力が強くとも、豚鬼族にはほぼ勝てないからだ。

「だからこそ妖狐族は、身体強化術があるんだろ？　それを使えば……っておい」

　俺が言い切る前に、リンは無言で歩いていってしまった。

　リンは妖狐族の固有の術を使わない。

　その術ありきで評価される妖狐族の内の、落ちこぼれだった。




「次はエミィだ」

「はい、よろしくお願いします」

　エミィはぺこりとお辞じ儀ぎをする。

「……素直な子はやりやすくていいなぁ」

　ちなみにリンとサーシャには離れた場所で体を動かしてもらっている。

「雪人族特有の能力といえば……」

「はい、雪を操る魔法を使えます」

「魔法かぁ」

　俺も突然魔法に目覚めないだろうかと思っているのだが、今のところその気配はない。

「都市に出てきたばかりの種族は資し質しつに合う仕事を見つけるのが大変なんだってな」

「は、はい。そう皆さんに言われています……」

　共和国内の五大都市とその周辺の村にのみ、共和国の政治経済システムが及およんでいる。

　そのほかにも、辺へん境きようの村に独自に暮らす種族も多数存在していた。

　雪人族も近年までは、北方の雪原地帯にのみ住まう種族だったらしいが……。

「わたくしは、村を代表して都市に出てきているのです。村の自じ給きゆう自じ足そくに近い生活は貧しくて、都市で仕事を得る必要があって……」

「なんだってな、偉いよな」

　子供なのに村を背負うなんて、殊しゆ勝しようなことだ。

「とにかく、一度その魔法を見せてくれるか？」

「は、はい」

　エミィはうなずく。しかし手を組んでそわそわと落ち着かない様子だ。

「緊張せずに、エミィ。別に時間がかかったって失敗したって、やり直せばいいから」

「……わかりました」

　きゅっと口を結び、エミィは右手を前に出した。

　共和国の成り立ちは、魔法の影響を色濃く受けている。だからこの魔法も、きっと貴き重ちようなものだ。

　ひんやりとした空気が流れ出した。

　先ほどまで感じていた自然の風はもっと暖かかった。

　自然のものではない、そう感じた時、体から熱がすぅっと引いていく。

　冷気は間違いなくエミィから放たれていた。

　ニンゲンにはたどり着けない、未知の世界。

　俺は思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　自然ではない風の動きが、編み込まれた銀髪を揺らす。

　エミィの頰ほおに、たらりと汗が流れた。

　先ほどからひんやりした空気が流れ込み続けていて、やがてその冷気が止まった。

「ふ、ふぅ……」

　一息ついたエミィが流れた汗を拭ぬぐっている。

「……ん？　……エミィ、もしかすると俺の理解が追いついてないだけの可能性もあるんだが、魔法は？」

「……今のが魔法です」

　エミィは腕をこすり合わせてもじもじしている。

「どれが……いや、ひんやりした風が……？」

「本当は雪を操ってブリザードを起こすような、魔法なんです」

「お、おお。すごいじゃないか。でも今は……手加減したのかな？」

「あの……わたくしは……。雪を操る魔法が基本なので雪が周りにないと十分に力を発揮できないんですっ」

「実用性低いな……」

　季節は春。

　冬の到来までには、まだしばらくある。

　雪人族エミィは、特定の条件がない限り力を発揮できない、落ちこぼれだった。




「……じゃあ、最後にサーシャか」

「どうしたのだ、せんせい？　疲れているのか？」

「ちょっとな……」

　覚悟はしていたのだが、これからどうやって成績を上げていけばいいのか、まるで見当がつかないでいた。

「元気を出すのだ、せんせい」

「……いきなりうまくはいかないし、これからだよな！」

　悪い子たちじゃないし、きっと光明は見出せるはずだ。

「よし、サーシャも得意なのは……魔法か。でもって含がん有ゆうする魔力量も超巨大。すごいじゃないか」

「フフ、すごいだろ」

「だけど注ちゆう釈しやくがあるんだよなぁ……」

　力が強いにもかかわらず評価がよくない、となればその理由もだいたい予想がつく。

「ちゃんと魔法のコントロールができない、か」

「できないぞ」

「威い張ばって言うな。じゃあ一回さ、危なくなくて得意な魔法があれば、見せてくれないか？　人が誰もいない方向に放つ感じで」

「できないぞ？」

「……やりたくないってことか？　それとも適てきした魔法がないのか」

「わたしは魔法を使えるのだが、使えないのだ」

「それはどういう……？」

「教師の言葉を借りてもよいか？」

「おお、頼む」

「『魔法を使う機能は整っているのだが、作動のさせ方が全くわかっていない』」

「……」

「つまり、わたしは魔法を使えるのだが、使えないのだ」

「……俺達ニンゲンは魔法を使える種族じゃないからピンときてないんだが、学校で魔法を教える授業だってあるんだろ？」

「うむ。だが魔法回路は種族によって異なるから、似た者同士ではないと教え合うなんてとてもできないのだ。そしてわたしのは、似た者が一人もいない魔法なのだ」

「そんな特別な魔法なのか？　それはそれで希き少しよう価値があると思うんだが」

「使えないのだがな！」

　聖霊族サーシャは、全く魔法の使い方がわかっていない魔法使いという矛む盾じゆんを抱えた、落ちこぼれだった。
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　三人の実力はわかった。そして全員に問題があることも。

　種族の武器である身体強化術を使わないリン。

　都市ではまったく使えない雪の魔法の持ち主エミィ。

　強大な魔力を秘めるが魔法がまったく使えないサーシャ。

　一見、それぞれ絶対に解決できない問題ではないようにも思える。ところが今まで、どんな教師もこの問題を解決に導けなかったのである。

　素人しろうとの俺にどうにかできるレベルじゃないだろ……、とも思うのだが。

　仕事なのだからやるしかない。解決策が閃ひらめかないまま、でも俺は教きよう壇だんに立つ。

「じゃあ授業を進めていきたいんだが……えーと、進め方に希望はあるか？　なければこっちでやっていくんだけど……お、サーシャ」

　早速サーシャが手を挙げていた。意見があるのはよいことだ。

「わたしはせんせい自身の話を一度ちゃんと聞いてみたいのだが」

　身を乗り出して、興味津々といった様子である。

　俺を慕したってくれているのかとも思うが、どうも少しニュアンスが異なる気もする。

　どこか珍ちん獣じゆうを見るような目というか……。

「あ、それはあるかも。だって伝説のニンゲンと一緒にいるんだからね」とリンも続く。

「わたくしも色々……聞いてみたいです」とエミィも。

　生徒との距離を縮めるのも、成果を上げるために必要かもしれない。

「確かに俺自身の話はあまりできてないもんな。じゃあ質問タイムにしよう。聞きたいことがあれば答えるぞ」

「はい」

「はい、サーシャ」

　またサーシャは律りち儀ぎに手を挙げる。

「ニンゲンが絶ぜつ滅めつしたのは本当なのか？　でもせんせいたちは蘇よみがえったのだな？　それでも結局絶滅する運命だというのは本当か？」

「ぐはっ!?」

　ストレートに心の傷をえぐられた。

「ま、まあ、絶滅したのは本当だな。現に共和国では、これまでニンゲンが確認されたことはなかった」

　旧人類の絶滅について、俺はシドに聞かされた事実しか知らない。

「特殊な技術で、俺を含めた七人は冬とう眠みん状態にあって、今こうして蘇った。ただ七人という数は最小存続可能個体数……種として存続するための限界数を下回っているから、あと数世代は続いたとしても、滅びるのは間違いない」

「寂しくはないのでしょうか？　ご家族や、お友だちは……？」

「……ああ、そうだな」

　エミィが両手をこすり合わせながら問いかけてきた。

　俺がいるのは、俺の家族や知り合いがとうの昔に消え去った世界だ。

「寂しくないって言ったら噓になるな。あとは正直、実感が湧わかなかった。俺にしてみれば寝て起きたら、七百年後だったんだ」

「随分寝てたねー」

　軽い口調でリンが言う。

「本当だよな」

　だからまるでタイムスリップしたような、異世界に突然迷い込んだような気になる。

　俺が二十年弱過ごしていた過去の世界は、まだ俺のいないどこかで存続しているんじゃないか、そう思えてしまう。

「ただ一年も経てば……折り合いはついた。もうこの世界で生きていくしかないしな」

「あ、じゃあさじゃあさ、恋人はいなかったの？」

　リンが身を乗り出して聞いてくる。

「……恋人？」

「そうそう！　生き別れになった恋人ともし七百年の時を超えて再会できたら……すごい感動的じゃない!?　もしかしたら同じようにどこかに眠ってないかな？」

「まあ、ほとんど可能性がないのはわかっているんだが……」

　やっぱり年頃の女の子らしく恋愛には興味があるんだろう。

「……残念ながら俺には恋人がいなかったからな」

「はぁ？　なにそれ？　超冷めたんだけど。その歳でいないってヤバくない？」

「やばくねーよ！　全然！　それに……今までずっといなかったとは言っていない」

　……まあずっといないんだけどな！

「じゃあリンは今彼氏がいるんだな？」

「い……いや、あたしはほら、本命以外には興味ない人だから……」

「つまり本命はいるが、付き合えてはいないってことか？」

「は、はぁ!?　なにその勝手な解かい釈しやく！　別に好きな奴なんて……っていうか、今はセンセーへの質問コーナーでしょ？　あたしの話は終わり！　みんな、他に質問は？」

　無理矢理に話を変えられた。恋愛経験あるように見せて、実は奥手なんじゃないだろうか……と想像はできたが、ここは素直に従ってエミィの質問を受けつける。

「種族に先がないとわかっているのなら……せんせはどうして仕事を頑張るのでしょうか？」

「そりゃ生きるために……かな」

「自分の種族は、いないのにですか？」

　自分の種を代表して都市に出てきているエミィには、理解できない感覚なのかもしれない。

「そりゃ種族が滅びようが自分は生きているなら、生きなきゃでしょ」

　俺の代わりにリンが答えていた。

「そうですか」

　納得したのかどうか、エミィはそれ以上聞いてこなかった。

「てゆーか、結局なんでニンゲンって滅びたの？　うわさはいくつか聞いたんだけど、今より遙はるかに発達した社会を作っていたんでしょ？　なのに、なんで？」

「わたしも聞きたかったのだ」

　サーシャが嬉き々きとして口を開く。

「どうしてニンゲンは滅びたのだ？」

　あまりにも純じゆん粋すいで、思わず封じていた記憶の扉が開く。

「まあ……それは本気で俺も知りたいと思っている。俺にしてみれば眠っている間にすべてが終わっていたから」

　コールドスリープの直前、予よ兆ちようめいたことはあった。

　──通常のテレビ番組枠を撤てつ廃ぱいして放映されるニュース。

　──爆発の映像と荒こう廃はいした都市の映像。

　──映し出される首しゆ相しよう官かん邸ていと非常事態宣言。

　──ＳＮＳ上で流れる「世界大戦だ」というコメント。

　そして、研究者として働く父親に車に乗せられたと思ったら、研究施設に連れていかれコールドスリープの話をされ──。

「まあ、あれだな、事実だけ言えば」

　冗談めかして言ってやろうと思った。

「すべてを『どかーん』と爆発させてしまったんだよ」




　三人が帰ったあとの教室に、俺は一人で残っていた。

　真っ赤な夕焼けが教室を赤く染めている。

　俺は左腕の腕時計の黒いボタンを押す。

「シド」

　数秒の間がある。

『なんでしょう？』

「俺の状況と生徒たちのプロフィールはインプットしたとおりなんだが、具体的にこのあとどうしていけばいいと思う？」

　シドのサーバーのバッテリーがなくなってきているため、使える情報は限られてきているが、まだＡＩのシドが使えることは俺にとっての強みだ。

『……プランを四つほど用意しました』

「よし、一つずつ聞かせてくれ」

　今はまだ十分共和国に慣れてない。でも本領を発揮できるようになったら、俺はすごいことができるはずだ。

　七人になったニンゲンは、この世界で特別で、きっと世界に影響をあたえる存在になれる。

　それがどんなものかはまだ、わからないが──。





　　　　　＋＋＋






「も～、ホント最低っ！　アンタもそう思うでしょ!?」

「うん、わかるわかる。気持ちはわかるからもう飲むなって」

「イヤよ！　ていうかアンタも飲みなさいっ！　店員さんっ！　エール二つ！」

　今夜も、メイコと馴な染じみの酒場にいた。

　職場でトラブルがあったらしく、今日のメイコは荒れていた。

「なーんでアタシがこんな苦労しなきゃいけないワケ!?　当時のバカな大人どもにこの苦労を味わわせてやりたい！　もう無理だけど！　死んでるから！　あはは！」

「酔ってるね～。店の中汚すのは勘かん弁べんしてくれよ～」

「あ、はい。わかってます、その時は外に連れていくんで。いつもすんません」

　俺は通りがかりの肌の青い氷人族店員にぺこぺこと頭を下げる。

　彼女の作る料理はとても評判がいいのだが、今のメイコには味がわからないだろうから食わせるのはもったいない。

「アンタも文句言いたくならないの？　ニンゲンの世界をぶっ壊して、勝手にアタシたちを冷凍保存して七百年後の世界に送り込んで、ＡＩだけは残してなにを言わせるかと思ったら『尊そん厳げんを持って幸せに生きろ』とかバッカじゃない!?」

　ばん、とメイコはテーブルを叩く。

「無理だっつーの！　ぬくぬく甘ったるい世の中で育てられて今さら実力主義とか！　アタシは超可愛いからそれだけで玉の輿こし確定してたはずなのにっ──」

「メイコ、声」

「はいエール二つ！」

「どうも」「……どーも」

　メイコはエールを一口飲む。

「……調子に乗りすぎた、ゴメン」

「いいよ。色々溜まってたんだろ」

「なんか卑ひ猥わい」

「全然卑猥じゃねえよ。お前の発想が卑猥だよ」

「ゴメンゴメン、お酒は楽しく呑のまないとね」

　メイコはいつもの調子に戻っていた。

「今は衣食住あるんだ。働けてやっていけてる。ならいっか。ご飯はおいしいしね」

　メイコは串の肉にかぶりついた。

　俺もまだしばらくは仕事を続けられると思う。しかしそのうち、生徒たちが受ける試験がやってくる。

　もちろんそこで俺は成功を収めてやるつもりだ。

　だがその時生徒が結果を出せなかったら？

　一度は見逃してもらえるかもしれない。よい結果が出る可能性もゼロじゃない。

　だけどそれをずっと──？

　なんの後ろ盾もない世界で。

　人類の勢力圏外では魔物すらはびこる世界で。

　ただ脆ぜい弱じやくなるニンゲンのまま、この実力主義の世界で。

「まあ、俺がばっちり成功したらお前を養ってやるから」

「なにそれ？　プロポーズ？」

「ちげ───よ！」

　そういう解かい釈しやくと冗談はやめてもらいたい。もし唯ゆい一いつ近くにいるニンゲン同士で仲が気まずくなったら、俺は誰とこんな話をすればいいんだ。

「俺はニンゲンだからこそ起こせる革命を信じてるんだよ」

　特別になったのだ。期待しないでどうするのだ。

「ふぁゆーか、ふぁによ」

「食ってから喋しやべれよ」

「アンタは仕事、順調なの？　楽しくやってんの？」

「全然楽しくねーよ」

「本当にぃ？　子供に興味持ってロリロリしてんじゃないの～？」

「してねーよ！」

「とにかく情を移さない方がいいと思うよ。あとあと辛つらいだろうし。アンタそういうのに簡単に左右されそうじゃん」

「……されないって」

「ならいいんだけど」

　メイコはにやりとくちびるの端を持ち上げる。

「なんだよ」

「いや、文句は言ったけど『尊厳を持って幸せに生きる』って基準はいいなって。要はちゃんと自分の人生に満足して生きろってことでしょ？」

　ニヤニヤとメイコは嬉しそうに、俺の左手首を見ている。

「アンタの、それ」

　黒い腕時計型の、シドとの通信機。

　この装置には通信以外にも、もう一つ機能があった。

　側面の安全装置を引き出し、ロックを解除。

　さらに黒いボタンを押しながら、赤いボタンを五秒同時に押せば──。




　ミサイルが発射され、着弾点から半径六十キロが完全に破壊される。




　座ざ標ひようはこの装置がある場所だ。

　この装置は共和国の五大都市に分かれた男子たち五人に、一人一つずつ託されていた。

　つまり、この共和国には都市を終わらせる爆弾が五つ眠っているのだ。

「アタシたち女子にないのは差別だって思うんだけどー」

「数の収まりがよかったからだろ……。五つしか用意がなくて、都市が五つで、って」

「本当にやばくなったらドロップアウトするだけだもんね」

　俺は左手首の腕時計に触れる。

　このスイッチを押せば、俺が今いる都市は跡あと形かたもなく消失する。

　人じん工こう衛えい星せいで制御されているミサイル発射装置は、今も大陸のどこかで生きている。

「……自分が生きるのが嫌になったのなら、勝手に一人で死ねって思うけど」

「でも誰もそれを捨てようとはしなかった、でしょ？」

「そう、だな」

　自爆スイッチといってもいいそれを、五人の男はそれぞれ手にしている。

　今にも誰かがこの世界に見切りをつけるかもしれない。

　世界の命運はニンゲンに握られている。

　変わり果てた世界で、その事実が確かに俺たちを支えてくれていた。

「まあ、死にたくはないけどね」

「俺もだ」

　せっかく奇跡のような確率で生き延びた命を無む駄だにしたくはない。

　自分を諦めたつもりもない。

　だがこれを捨てる理由には、ならない。

「色々うまくいってくれたら、いいんだけどな」

　明日の仕事を思って、俺はぽつりとつぶやいた。

　ニンゲンにとっても世界にとっても、それが一番いいはずだ。










「よし、街に出よう！」

　教室で学校の宿題をやっていたサーシャとエミィが顔を上げる。

　鏡を見たままのリンは髪型に納得がいっていないらしく、しきりに髪をいじっていた。

「急にどうしたのだ、せんせい？」

　サーシャはきょとんとした表情だ。

「お前たちは社会のことをよくわかっていないんだ」

「共きよう和わ国こくにきて短いセンセーの方がよく知らないと思いまーす」

　リンは鏡とにらめっこしたまま言ってくる。

「はいはい、とにかく外で実習にすることに決めました。ってことで準備してくれ」

　どうにも子供たちに危機感がないように思える。

　学生の間は保護されているから、成績が悪くても食べていけなくなることはない。しかしそのままの状態で社会に出るとどうなるか。その事実を身を以もつて知るべきなのだ。

　外にいけば、なにか成績向上のためのヒントがあるかもしれない。──というのが、シドのアドバイスに従った次の策だった。

　これまでもシドのアドバイスに沿って、いくつか授業中に作戦を実じつ施ししてみた。

　潜せん在ざい能力を引き出そうとしてみたり、今ある力で新しい稼かせぎ方ができないか考えてみたり、魔力や基き礎そ体たい力りよくの向上を図ってみたり……。

　しかし今のところ目立った成果は上げられていなかった。

「じゃあいくぞ」

「え～、ちゃんと授業しないと仕事としてマズいんじゃないの～？」

「だから課外授業……遠足だ、これは！　……じゃ、遠足だからおやつも買ってやる」

「本当ですか!?」「やったのだ！」

「エミィとサーシャは参加だな」

「お菓か子しで釣るってどうなの～。あたしもお願いね、センセー♡」

「釣られてるじゃねえか」

　現金な奴らだった。




　山を下りて、さらに住宅街を抜ければ大きな通りに出る。

「知っているか？　あそこに甘いチェリーたっぷりチェリーパイが売ってるんだぞ？」

「なんでしょう、あのチョコレートは!?　初めてみる大きさです！　それにチョコレートなのに人の形をしています！」

「待ってあのプディングの色!?　もしかしてベリーを練ねり込んでる……？　え、ヤバくない？　しかもトッピングの量もすごいし」

「高そうなのばっか見るんじゃない！」

　通りは買い物客で賑わっていた。

「せんせい、あの店に入ってみないか？」

「ま、まあもう少し先までいこうか」

「あー、センセーが安い露ろ店てんの出てる通りまでいこうとしてる～」

「さあいこう！　みんなで課外授業をしようじゃないか！」

　突き刺さる視線を無視して俺は進んだ。

「そこの旦だん那な、一つどうです！」

　露店の男に声をかけられた。先端に針のついた尻尾しつぽをくねらせている。蠍けつ人じん族だろう。

　ギラリと光る毒針を見るにつけ、この世界での銃じゆう刀とう法ほう違い反はんの無意味さを感じさせられる（銃を見たことはないが）。

　露店ならそう高くもないだろうと近づいていく。

「新鮮なフルーツ取りそろえてますぜ！」

　見たところリンゴやナシがごろごろと積んである。

「よし、これを買ってやろう」

「「「ぶー」」」

　振り返った俺にブーイングが飛んだ。まさかエミィまでやってくるとは予想外だった。

「リンゴはいつでも食べられるのだ」

「ケチ臭ーい」

「……お菓子と言っていました」

「三人とも旦那のお連れさんですか？　なら……三つの値段で四つ提供しますぜ！」

「よし、リンゴにしよう。「えー」待て、まだ別の菓子を食べさせないとは言ってないぞ？　……これで腹を膨ふくらませてもらうがな……。で、いくら？」

「旦那、ただのリンゴだとお嬢じようさん方が納得しないみたいですぜ？　より甘くておいしく食べられる魔法をかけるべきじゃないですか？　当店の売りでして！」

「魔法？」

「おっと蠍人族の調理法をご存じでない？」

「あー……うわさは聞いたことはあるんだけど」

「うわさだけでも耳に入れて頂いているとは嬉うれしいことで。じゃあ、見ててくださいよ、損はさせませんから……よっと！」

　男はリンゴをぶすりと串に刺し、牙の生えた口を開き、小さな火を噴いた。

「はい焼きリンゴお待ち！　旦那、蠍人族の火の魔法は絶妙な火加減調整ができますから、リンゴの甘みを最大限引き出してますぜ！」

　一瞬火を通しただけなのに皮は飴あめ色いろになって、とてもやわらかそうに仕上がっている。

「へえ……。たとえばそうだな、炎えん人じん族の火の魔法で料理するのとは違うのか？」

「炎人族だって!?　あんなのと一緒にしないでくださいよ！　ただぼーぼー燃やすだけしか能のない奴らですぜ？　火力と持続力は認めますけど……それでも、あいつらは炭を焼いてるのがせいぜいお似合いですぜ！」

「いや炭焼き以外もあるとは思うけど……」

　妙なプライドを突いてしまったかもしれない。同系統は仕事が似るため、ライバル意識も強いのだ。

「おお、これはおいしそうだぞ」

「……ちょっとそそられるかも」

「わたくしはこんなの食べたことないです……」

　とにかく三人ともちゃんと食いついていた。

「ってことでリンゴが銅どう貨か二枚。で、焼きにする料金の銅貨一枚と合わせて銅貨三枚。三個分の料金お願いしますぜ！」

　早速購入したリンゴを歩きながら齧かじる。

　店頭演説の効果は抜ばつ群ぐんだった。あれは買いたくなる。さらに「もう焼いたんだからまさか買わないなんて言わないですよね？」という無言の圧力も効きいている。

「甘くておいしいぞ！」

「ですです、とろけるおいしさです！」

「蠍人族のおっさんの口から吐いた火じゃなければ……魔法だから変な成分は入ってないんだろうけど……」

　若干歯ごたえを残したやわらかいリンゴの甘みが、口に広がる。悔くやしいがうまい。

「……どうだ、社会見学すると色んな特性の稼ぎ方を見られるだろ？　でもそれをただ見ているだけじゃダメだぞ。自分に応用できることがないか考えて──」

「ねえセンセー、あれ」

　リンが俺の言葉を遮さえぎって、近くの店の前を指す。なにやら騒がしい様子だ。

「あぁあん？　酒が出せないだとぉ？」

「お、お客様。まだ昼間なので、酒類のメニューは夜になってからでない……」

「あるんだろ？　あるんだったら持ってこいよ！　別に誰だれにも迷惑かけてねーだろ！」

「……ヤな感じだよねー」

　どうやら飲食店のテラス席で、客の男が勝手な要求をしているようだ。

　獣けもの耳みみと尻尾を生やしたウェイトレスは見た目からして猫ねこ人じん族かその類たぐいだろう。

　対する甲かつ冑ちゆうを着た男は頭部がワニを思わせた。鰐がく人じん族か。

「オレ様の職業わかってるのか!?」

「ええ、もちろん……」

「お前らとはワケが違う傭よう兵へいなんだぞっ！」

　鰐人族の男は布っぽい紙でできた職業カードを突き出す。

　共和国で職を得るためには、公こう共きよう福ふく祉し全般を取り仕切る『協会』の許可が必要だった。職業カードも協会が発行するもので、ここに仕事やそれに類する様々な情報が載っており身分証明書としても機能している。

　この共和国で職業カードを失い働けなくなることは、ほとんど都市からの追放を意味していた。

「こっちは命張ってんだぞ！」

　この世界に人と人との戦争はない。明確に禁止されている。

　しかし都市の外には野生動物をもっと凶悪にした魔物が巣くっていて、都市間の移動の際には護衛をする者が必要だった。そのため傭兵には一定の需要がある。

　危険を冒おかして仕事をする者には尊敬も集まるが、それを勘かん違ちがいして不ふ遜そんな振る舞いをする者はどこにでも発生してしまう。

　ちらりと見えた男の職業カードは、Ｄランクだった。

「な、別にオレ様も仕事の邪魔をしたくないんだよ？」

　通行人の注目が集まっていることに気づいたのか、男も声を小さくする。

　がっ、と男が猫人族のウェイトレスの胸むな倉ぐらをつかんで引き寄せた。

「早くしろよ。誰にでもできるこんな仕事してるってことはどうせＦランクだろ？」

「せんせい、助けにいった方がよいのではないか？　……いこう」

　臆おくせず進み始めたサーシャの腕をとる。

「おいおい、お前がいってどうなるんだよ」

「だったらせんせいがいけば解決だな？」

　まっすぐな瞳ひとみに思わずたじろぐ。試されているのか、純じゆん粋すいに信じているのか。

　サーシャはいつも意図が読み切れない。

　だが実際俺が出ていってできることなどない。義務もない。周囲の者たちも「どうにかした方がいいんじゃないのか？」という顔をしながら、行動は起こさない。

「──なにをしている？」

　そうこうしている間に、誰かがそこに割り込んだ。

　遙はるか上から、鰐人族の男を見下ろしている。割り込んだ男は馬に跨またがっていた。

　全身を包む鎧の銀色が輝く。鰐人族の安い甲冑の素材とは比べものにならないことが素人しろうと目めにもわかる、磨き上げられた鎧だ。背中にはロングソードが装備されている。

　そして鎧の肩のマーク、頭に被った兜を見ても、間違いない。

「警備兵だ！」

　見物人の誰かが言った。

　協会に所属し街の治安を一手に担うのが警備兵だ。軍のない国において、軍隊的な役割も果たし魔物相手に街の防衛に当たることもある。

「い、いや別に……」

　鰐人族の男は慌ててウェイトレスから手を離した。

「迷惑行為は連行の対象にもなる」

　言いながら警備兵は身分証明のために職業カードを見せる。あの色は……Ｂランク。税金から給料が出て権限も大きい職のランクはやはり高い。

　さらに警備兵は一人ではなくぞろぞろと四人増えて、一気に五人になった。

「だ、だからなんでもねえよ！　ちっ……こんな店二度とくるかっ」

　捨てゼリフを吐いてそそくさと鰐人族の男は席を立った。

　それを見送ってから警備兵はウェイトレスに声をかける。

「またなにかあったら、すぐ通つう報ほうするように」

「は、はい。ありがとうございます！」

　おー、ぱちぱちと周囲から歓かん声せいが上がる。

「皆もトラブルが発生した際や危険を感じることがあれば警備兵に一報を！」

　隊列を組んで警備兵は馬を駆かって去っていった。

　騒ぎは大きくならずに決着したようだ。

「何事も適てき材ざい適てき所しよってやつだな、うんうん」

「しかし今逃げていった傭兵の男は、魔物に会ったときの囮おとりくらいにしか使えなそうだったぞ？」

「なかなか容よう赦しやないな」

　サーシャがとぼけた顔で辛辣なことを言っていた。

　対してリンはフーッと威嚇するように小さく息を吐いた。

「街の中であんな隊列組む必要ある？　見せびらかしたいの？」

「リンは警備兵が好きじゃなさそうだな」

「街の犯罪の取り締まりに大仰すぎない？　外からくる魔物から守るためならわかるけど……。あんな風に隊列組んで、対人を意識した戦闘訓練もして、って戦争の準備をしてるみたいじゃん」

　今の世界は戦争を絶対のタブーとしていた。

「せんせいの時代には、戦争はあったのか？」

「……あったな、割と」

「あ、あの、戦争ですか？　おとぎ話以外でははじめて聞きました」

　エミィが怯えたように腕をこすり合わせていた。

「どんなものだったのだ？」

「サーシャ。あんまり話すようないいものじゃないのは、わかってるだろ？」

　どうしてかこの子は、退たい廃はい的てきなものへの興味が強いようだ。

「……それもそうだな。今の質問はなかったことにしてくれ」

　戦争への忌き避ひ感かんが強く根付いていることだけは、もしかしたら過去のニンゲンの功績と言ってよいのかもしれない。

「大量の人への攻撃を目的とした魔法を作ったり、武器……兵器を作るだけですごい重い罪だもんね。昔はそれが自由だったってのも不思議だけど」

「へえ……」

　俺は黒い腕時計をなでる。……バレるはずはないんだが。

「それより、ちゃんとした仕事に就くと人からも尊敬されるのがあらためてわかったな。みんなもそんな立派な人になりたいよな？」

「立派かどうかは誰が判断するものなのだ？」

「立派ではなくても一族が生きていたらそれでいいです」

「名めい声せい欲よくってどうかと思うけどー」

「……うん、俺が悪かった」

　三人には全然響かなかったらしい。

　こう、いい意味でやる気のベクトルが上向いてくれると嬉しかったのだが。

　というわけで今度は方向性を少し変えて。

「じゃああれを見ろ！」

　俺は通りの向こうにある、周囲の家からでんと飛び出た塔の部分を指した。

「あの家……たぶん家だと思うんだが、でかくないか？　ていうか城に見えるだろ」

　住宅地にあるので家だと思うが、とんでもない豪ごう邸ていだった。

「大きいですね……」

「な、すごいだろうエミィ。あんな家に住みたいとは思わないか!?」

「一族みんなで住みたいです……！」

「そう、あそこにたどり着く金持ちになるためには……稼かせがなきゃならないんだ！」

「はい、でもわたくしは、一族全員が普通の暮らしをできるようになればいいのです」

「……おう、子供らしい欲と無む縁えんのとてもいい心がけだな」

　素晴らしいと思うのだが、一族への奉ほう仕し精せい神しんが少し異常じゃないだろうか。

「お金持ちになるのはいいことだが……」

「そうだサーシャ、やる気が出るだろ！」

「でもその先になにがあるのかと言えば……」

「……すぐ哲てつ学がくみたいになっちゃうな」

　意味を考えようとすることはいいことだと思う。しかしサーシャは正しい答えを求めすぎてなにもできなくなっているようでもあった。なぜそんな風に疑問を持つようになったのか。生い立ちも関係しているのか。

　サーシャの疑問に俺が答えることができれば、進展はあるかもしれないが……。

「……あんまり言いたくないんだけど」

「どうしたリン？　やっぱり金持ちになりたいのか？　そうだろ？」

「あれ……あたしの家」

「一番どうしようもないやつだった！」




　リンの家が相当な金持ちだとわかったところで（だから労働への意欲も薄いのか？）、そろそろ夕暮れの時間が近づいてきた。

　あとは帰宅するだけだが……その前に。

「……あんまり言いたくないんだけどな」

　通りかかったのは、住宅が密集したエリアだった。

　ごみごみしていて、小さな家が身を潜めるようにして建ち並んでいる。一軒だけでは倒れてしまいそうだから、たくさんの家が集まって支え合っているように見える。

　スラム街とまではいかなくとも、裕ゆう福ふくでない者が暮らしているのは明らかだった。

　サーシャとエミィが、「見たことのない虫がいるぞ！」「み、水色なのです!?」などと話をしている間に、リンが先回りをしてつぶやいた。

「こんな落ちぶれた生活したくないだろ、って？」

「そこまで言うつもりはないが……」

　実力主義では格かく差さが生まれる。実際ここに住んでいるのはランクが低い人たちだろう。

「都市で暮らせているだけマシじゃない？」

　本当に職を失ったら都市にはいられなくなる。

　都市から離れた地域は未開の地も多く、魔物もうろつく厳しい環境だと聞く。

　死亡率も平均寿じゆ命みようも、都市とは雲うん泥でいの差があった。

「リンの場合は身体強化術を使って、それを生かせる仕事を選んでくれさえすれば」

「だからあたしはそういうのじゃなくてさ～」

「じゃあどういうのをやりたいんだよ」

「ほらもっとさ、芸術家とか音楽家とか、こう、自分の感性を生かす方向でさ」

「身しん体たい能のう力りよく強きよう化かと芸術系は相性がいいとは言えないだろ」

「あ、そうやって子供の可能性を潰しちゃうんだー。ないわー」

　口だけは減らない奴だ。

「ところで……リンの両親はなにをしている人なんだ？」

　家の大きさのこともあって気になった。

「…………言いたくない」

　珍めずらしく本気で嫌がっている雰囲気があった。

「教えてくれてもいいだろ」

「だって別に、親は関係ないじゃん。あたしはあたしのやりたいことで頑張るんだから、それで実力が上がるように指導してよ」

「やりたいことが大事なのはわかる。でも向き不向き、できるできないもあるだろ」

「そんなの知らなーい」

「好きなことばっかやって生きられると思うなよ！」

「好きなことばっかやって生きられるようにしてよ！」

　リンは「フーッ」と俺を威い嚇かくした。

　嚙かみつかれそうな気配がある。俺が勝手にビビっているだけかもしれないが。

　と、サーシャとエミィがおっかなびっくり俺たちを眺ながめていた。

　これ以上口論をするのはよくないだろう。

「……まあ、お前の考えもわかるけど……っておい」

「帰りまーす！　フンだ！」

　リンは随ずい分ぶん機嫌悪そうに肩を怒らせ、路地へと消えてしまった。

「せんせ……リンさんは……」

　エミィが顔の前で両手をこすり合わせながら聞いてくる。

　前から思っていたが、なんだか自分の体を温めるような動作に見える。

「先に帰るって。まあ、家も近いし大丈夫だろ」

「そう……ですか」

「おいおい、エミィが落ち込まなくてもいいだろ」

「ケンカはよくないなと、思ったので」

「……悪かった。もうケンカはしないから」

「そ、それとですね。せんせ、これを……」

「ん？　なんだ？　開けていいのか？」

　小さな白い袋だった。こくこくうなずくエミィを確認してから、俺は中身を見る。

「これは……クッキー？」

　シンプルな焼き菓子に見えた。うんうん、と今度は嬉しそうにうなずく。

「もらっていいのか？」

「えと……今日授業で作ったんです。料理の練習で……」

「へえ、そういうのもやるんだな。生きていくための力をつける、ってことか」

「甘いものを食べると、やさしい気持ちになれるのです」

「それで……俺に……」

「め……迷惑でしたでしょうか？」

「いや全然、そんなことはないって」

　ただ、戸と惑まどってしまった。子供に気を遣わせてしまったのもあるが、久しぶりに純粋なやさしさに触れられた気がした。

「えーと、なんだ……」

　言葉に詰まっていると、見透かしたようにサーシャが言った。

「素直に言えばいいのだ」

　慈じ愛あいを込めたようなそのまなざしは、なんだ。

　たまに俺より精神年齢が上なのか下なのか、わからなくなる。

「嬉しいよ、ありがとう」

「そう、ですか」

　ふわっととろけた笑みがエミィから零こぼれる。

　全身がむずがゆくなった。ともかくも食べた方がいいんだろうなと一枚口に運ぶ。

「うん、うまい」

　シンプルなものだが、絶妙の焼き加減で香こうばしいのにしっとりとしている。

「よかったです！　あ、サーシャちゃんも食べますか？」

「ありがとうなのだ。安いリンゴだけでちょっと物足りなかったのだ」

「さり気なく悪口言うなよ」

「リンゴは悪くない。お菓子をリンゴで誤ご魔ま化かしたせんせいが悪い」

「モロにきたな!?」

「あーん」とサーシャもクッキーを口に放り込んだ。ぴょこん、と髪の毛が飛び跳ねたように見えた。

「超おいしいのだ！」

「だよな!?　これ……結構すごいよな!?」

　シンプルだからこそ作り手のうまさが如によ実じつに現れる。

「そんな……全然大したことないです……」

「エミィは手先が器用だし、家庭科は得意だからな」

　サーシャが言うように、エミィは家庭科の点数はよかった。

　ランク付けにはほとんど影響しないので重要視していなかったが……、こういうことも利用できる部分なんだろうか？

　共和国の試験では学力や体力、魔力の測定も内容には含まれているが、そんなのは基本的に参考値にしかすぎない。

　ほとんどが『自由表現』と呼ばれる項目でランク付けが決定される。

　自由表現は、将来自分が就きたいと思っている職、もしくはこれで稼ぎたいと思っている能力や技能を実践で示す、というテストだ。

　要は「将来自分は薬やく剤ざい師しになる」つもりなら、それ用のペーパーテストで見込みがあることを示す。「将来都市の治安を維い持じする警備兵になる」つもりなら、必要な知識や体力のテストで見込みがあることを示す。また、実際の職業にまでは落とし込めてなくても「計算力を使って稼ぐ」ならその計算力を、「腕わん力りよくで稼ぐ」つもりならその腕力を示すのだ。

　そして将来働き始めてから期待される活躍度合いでもって、評価がおこなわれた。

　よって、なにかが苦手であることはあまり問題にはならない。

　なにが得意なのか、そしてそれが『稼げる』レベルなのかがすべてだ。

「機会があったら、別のを作ってきてくれよ」

　もう少しこの手のエミィの実力を見てみたかった。

「はい！　いつがいいでしょうか!?」

「お、乗り気だな。だったら料理の実力で試験を目指してみるか？」

「……それは」

　晴れ渡った表情が一瞬にして曇る。

「あー、悪い。エミィは雪の魔法で実力を示したいんだもんな」

　扱いやすそうで、扱いが難しい子だ。

「じゃあ……趣味というか試験とは関係なしで、作ってもらえるか？」

「わかりました！　せんせのお願いなら頑張ります！　いつがいいでしょうか!?」

「えーと、いつがいいかは今度言うよ」

　あと、どうもエミィは人の言うことを素直に飲み込みすぎる嫌いがある。

　これも……一族の問題に関わらない範囲で、にはなるが。




　サーシャとエミィは学がく生せい寮りようで暮らしていた。

　専属のお手伝いさんがいて衣食住をきっちりサポートする体制になっているとはいえ、この歳で親元を離れて暮らしているのは偉えらいなと思う。

　ちなみに俺はと言うと、共和国で暮らし始める時に協会が提供してくれた一部屋しかない殺さつ風ぷう景けいなアパート暮らしだ。とはいえ帰宅して寝るだけなら、十分だった。

　問題は働き始めたことで家や賃ちんを請求されるようになったことくらいか。

　通りを下った関係でサーシャたちの寮まで少し距離があった。

　日も暮れてきていて、子供だけでは心配なので送っていく。

　ずっと徒歩移動していると、流石にエミィは途中で疲れてしまったようだ。

「ほら、背負ってやるから。……今日はいつもよりはしゃいでたもんな」

　遠えん慮りよするエミィだったがおんぶしてやると、すぐにすやすやと眠ってしまった。

「サーシャは大丈夫か？」

「大丈夫だ。なぜならエミィよりも一歳お姉さんだからな」

「偉いな、サーシャは」

「もっと褒ほめてもいいぞ」

「また今度な」

　夕暮れの街には、他にも仕事帰りや買い物帰りで急ぐ人たちが多くいた。

　角が生えていたり、羽が生えていたり、尻尾やウロコがあったり。身長も高い者だと俺の二倍近くになり、また低い者だと大人でも俺の半分くらいの者もいる。

　背中にいるエミィの体はひんやりと冷たかった。

　吐息も少し冷たくて、やっぱり種族が違うんだと感じられる。

「せんせいにお父さんとお母さんはいるのか？」

　とぼとぼ歩いている途中、唐とう突とつにサーシャが尋ねてきた。

「……いたな、もちろん」

「どんな人だった？」

　俺の両親はおそらく死んでいる。

　おそらく……と濁にごしたくなるのは、死に目にあっていないからだ。

　もちろん奇跡を信じるような妙な期待はもう、していないけれど。

「普通の親なんじゃないかな」

　質問に対してはそうとだけ答えた。

　またしばらく歩いていると、サーシャが足を止めた。

「ここだぞ」

「おお、ここが……」

　寮を見るのは初めてだった。

　敷地は木の柵さくに囲われていた。二階建ての長方形の建物が二棟あって、学校の校舎を思わせるほど長さがある。親元を離れて学校に通う者は、そのほとんどが寮に入っているはずだ。学生の間は実質無料で入れてくれるらしいが、卒業と同時に退去となる。

「うん……お父様……むにゃむにゃ……」

「起きろ、エミィ。俺はお父様じゃないぞ」

　地面に降り立ったエミィは目をしょぼしょぼさせる。

「……あれぇ？　せんせ？」

「遅くなって悪かったな」

「はい。あれ？　今日わたくしは……」

　突然、エミィはぴたりと動きを止めた。

　次の瞬間脂あぶら汗あせをだらだらと流し始める。

「お……お手洗いにいってきます～～～！」

　脱だつ兎とのごとく走り去ってしまった。

「エミィはまだまだ子供だな」

「お前もだろ」

　エミィが走っていった先を見つめるサーシャの横顔が、一瞬寂さびしそうに見えた。

「サーシャのご両親は今なにをしてるんだ？」

　そういえば、という軽さで俺は尋たずねる。




「わたしにはそんな人いないのだ」




　言葉の意味が、自分の中でうまく変換されなかった。

「え？」

「もちろん昔はいたぞ」

　俺に横顔を見せたまま、彼女は続ける。

「わたしは一人なのだ」

　つまり、それは。

「同じ種族の、聖せい霊れい族ぞくの者はもう残っていない。わたしの種族は、わたしで途と絶だえる。どこまでいっても、わたしは一人なのだ」

「……少ないとは聞いていたけど」

　固く冷たい声での告白に、言葉がうまく出てこない。

「物心がついた時にはもう一人だった」

　さらにがつんと頭を殴られた気分になる。

　物心がついた時には、だと？　じゃあ自分と同じ種族の者を見たことがない？

　よくよく考えれば、魔法の使い方のコツについて聞ける者が誰もいない時点でおかしかったのだ。

　そして、それはニンゲンという種がこれから迎える終しゆう着ちやく点てんでもあった。

　最後は誰か一人になる。

　それはいったい、どんな気持ちなのか──。

「だからわたしは親がどんな人でどんなことをやっていたかも知らない、そしてわたしも……」

　進む道がわからず、だから、色んな意味を確かめようと質問を投げかけるのだろうか。年齢のわりに大人びているのも、無む邪じや気きな中に時とき折おり現れる冷れい淡たんな意見も、その境きよう遇ぐうの影響があるのだろうか。

　もしかしたら俺も、いつか同じように──？

　それ以上想像するのが怖くて俺は顔を上げた。

　しかし同時に気づく。

　その恐怖に、隣にいる少女はずっと晒さらされているのだ。

「どうかしたのか、せんせい？」

　サーシャは俺に向かって、微笑んでみせる。

　なぜ今笑うのか、笑えるのか、俺にはまったくわからない。

　ただその笑みは神秘的で、美しいものだった。
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　俺とメイコがいるのは、いつもの酒場のいつもの定位置だ。

「あ、おかわりお願いしまーす！」

「……前から思ってたんだけどさ、ワリカンっておかしくね？　明らかにお前が俺の二倍は飲んでるんだから」

「気にしない気にしない」

　気にしたいところだったが、今は放っておこう……と思うから改かい善ぜんしないのだろうが。

「しかしアンタが真面目になっちゃってるのも、子供たちに触れてるからなのかね。ほら、さっきの重い話の子とかさ」

「最後の一人、か」

　メイコは空のジョッキを見つめたままつぶやいた。

「気になってちょっと調べてみたんだよ、種族が途絶えることはよくあるのかって」

「へえ、アンタにしては珍しく動きいいね。やっぱ自分と重なるから？」

　その質問には答えなかった。

「種族が多いからそりゃ種が途絶えるってことはあるらしい。でもそういうのは都市ではなくて辺へん境きようの地に住んでいる種族がいつの間にか、ってパターンが多いみたいだ。都市に根付いている種族は、ある程度しっかり地じ盤ばんを築いてるらしい」

「つまり？」

「はっきりと『最後の一人だ』とわかっているケースは珍しい」

　ふーん、とメイコは気のない返事だ。

「その一人になるのってさー、超イヤだよねー。だってちゃんと生きなきゃいけない感じがするじゃん。ご先せん祖ぞ様への申し訳なさもあるし、『あの種族の最後の奴は～』って語られるでしょ」

「気になるのはそこかよ」

「最後のニンゲンは飲みすぎで死にました……じゃ先祖がやりきれなくない？」

「それは嫌だな……。つーか自覚あるなら飲みすぎるなよ」

「絶対にアタシは他のニンゲンより先に死ぬからだいじょうブイ！」

　どこまで冗談なのか本気なのか、メイコの真意はわからない。

「はい、おかわりお待ち！」

　メイコは受けとったジョッキを早速あおる。

「まあ、アタシたちニンゲンもどうせ滅びるんだし、種族としては余よ生せいみたいなもんなんだけどね」

　余生という言い方は、持続に終わりが見えたニンゲンにぴったりな表現だった。

「とはいえ、その余生をただの余生として終わらせないために、ニンゲンの最終兵器として俺がいるわけだがな」

「いつからアンタが最終兵器になったのよ……」

　酔っ払いに呆れられてしまった。

　メイコは再びジョッキを傾ける。

「ほんと、アタシたちの生きる意味はなんなんだろうねぇ」

　今日のメイコはいやに語る。それが俺を不安にさせる。

「真面目な話、生物の目的って究きゆう極きよく的には子孫を残すことだよね」

　くるっと首を回して、メイコは俺を正面から見た。

「アタシとユージで子作りしてみる？」

「ぶっ!?　またお前は……」

　飲みかけのエールを噴き出してしまった。

「でもどうせすぐ続かなくなると思うと意味感じないよねー」

　メイコは特になにも思わないみたいに話し続ける。

「まあ、アタシたちが頑張って生きてればそれでいいのかもしれないけど、余生の割にはしんどいし、色々迷っちゃうよねー」

　メイコはジョッキをぐいと傾ける。

「ま、そうなると飲むしかないっつーかさ」

　それがメイコの選んだ道なんだろう。それもまた一つの正解である気はしていた。

　己おのれの可能性を信じるか、それとも諦めて今を楽しく生きることだけに注ちゆう力りよくするか。

　たぶん選択肢はいつもぶら下がっていて、俺は選択を迫られている。

　だが今は、メイコのやさしい悟さとったような笑顔に、とかく不安をかき立てられた。

「おいメイコ。お前、仕事先で……なにかあったか？」

　そういえば今日はまだメイコの仕事先の話を一つも聞いていない。妙だと思った。

　メイコは髪留めを外し、いつもトレードマークのポニーテールを解く。

　ふわりと舞ったロングヘアーの姿が、なぜかサーシャと重なって見えた。

「うん。ちょっと仕事クビになるかも」










　働き始めてからあっという間に三週間が経過した。

　実力測定模も擬ぎ試験まで、残り一週間になってしまった。

　ここで実績を出したいが、未だになんの兆きざしも見つけられていない。

　なんとかなるだろうと楽観的に捉えていたのだが、流石さすがに焦りが出てきていた。

　やることはやっている。

　普段の学校では一般的な教きよう養ようを学んだり、それぞれが持つ特性に応じて魔法の練習や特技の強化をしたり、体力の向上を図はかったりしている。

　同じく特別教室でも、まずは体力が必要だろうとそれ用のトレーニングは取り入れている。特にリンには集中的に取り組ませていた。

　魔力を強化させる練習は、エミィとサーシャにやらせている。俺自身が魔法の素そ養ようがないため怪しい解かい説せつ書しよを読みながら「体を清める」とか「炎を見ながら集中する」とか「薬やく膳ぜん料理を食べる」などを試していた。

　本当は旧時代のニンゲンの知恵を応用したかったが、よい案を思いつけてはいない。

　だがとにかく、わかりやすい成果を出さないと、一カ月間お前はなにをやっていたのだと責められかねない。

　しかしそうやって危機感を持った日に限って……。

「なあ、サーシャ。他の二人はどうした？」

「知らないのだ」

　今日の教室にはサーシャ一人しかいなかった。

　特別教室は学校と違い、出席の義務があるわけではない。そのためエミィとリンは特別教室をちょこちょこと休んでいた。リンはたぶんサボりだろうが……。

「エミィの方がな……」

　普段聞き分けのいい真ま面じ目めな子な分だけ心配になる。

「エミィはよく学校の用事で遅れていると思うが」

「だったらしかたないんだけど……」

　サーシャには一旦宿題を終わらせてもらい、そのあと外で魔法の練習をする予定だ。

　先に外に出ている、と声をかけて俺はグラウンドに向かう。

「シド。なにが足りないんだろうか？」

　黒いスイッチを押しながら俺は尋たずねる。

　通信機は沈黙している。反応がいつもより……遅い。

「おい、シド」

『……はい』

「起動まで時間がかかりすぎじゃないか？」

『……はい、そろそ……』

　ざー、と砂嵐のような音が聞こえる。

「おい、聞こえないぞ」

『ぶ……、聞こえていますか？』

「今は聞こえてるぞ」

『そろそろ音声通信も限界が近づいています』

　これもずっと予告され続けてきたことだ。

「でも機能が死ぬわけじゃないんだよな？　つまりスイッチは……」

『はい、スイッチは作動します』

「……ところで、まだ生徒たちの実力をつける計画をうまく進められてない。なにが足りなくて……なにをやればいいか、ヒントになることはないか？」

『生徒の動どう機きづけが不十分であるとするなら、ヒントは日常の中にあるかもしれません。より生徒一人一人の事情に踏み込んだ──』





　　　　　＊






　翌日、俺は朝から学校を訪れていた。

　こんな忙しい時に上じよう司しの竜りゆう人じん族のファガールから、催もよおしものの設営準備を手伝えとお達しがあったのだ。

　特別教室も所属は共きよう和わ国こくの学校なので、それも仕事のうちだった。

　もちろんファガールには会うなり「我も貴様の働きぶりを上に報告する義務がある。ちょうど模擬試験のあとだ。なにか一つでも結果を出してみせよ、必ず」と再度プレッシャーをかけられた。言われなくても、わかっている。

「──で、やらせることは会場のイスの設置かよ」

　なんでも明日は、都市で活躍する様々な職種の人の話を聞く会が開かれるらしい。

「これ俺一人でやるのか？」

　まずはイスを会場となる集会所へ台車で運び、並べてゆく。

　ニンゲンだと三人ほどがかけられるイスはずっしりと重みがあった。

「豚鬼オーク族雇やとえよ……」

　意外ときつい。愚ぐ痴ちは止まらなかったが、体は動かし続けた。

「だ～～～、疲れた！」

　整せい頓とんは後回しにしたがイスはすべて運び終わった。

　休きゆう憩けいだ、とイスの上に横になった。集会所からはグラウンドが視界に入る。

　すると、銀髪の影がちょこちょこと動き回っているのが見えた。一人でいるので、休み時間でも授業でもないようだが……って。

　がばりと体を起こした俺は、グラウンドに出て近づいていく。

　あの服。二つ結びの銀色の髪。明らかに見覚えがあった。

「せんせ？　おはようございます！」

「おはようエミィ、元気だな」

「はい！」

「昨日も教室にこなかったから心配したんだぞ」

「す、すみません。用事があったので……」

　しょぼんとわかりやすく項うな垂だれて、エミィは両腕をもじもじとこする。

「もうすぐ模擬試験だからな。自由表現もどうするか決めないと」

　実力測定試験は年に三回ほど実施され、その合間を埋うめるように三回ほど模擬試験がおこなわれていた。

　公式の記録としては本番の実力測定試験のものしか採用されない。とはいえ内容は同じだから、本番に備えるためにも模擬試験だって重要だ。

「……はい。頑張らないとですよね。でもわたくしはまだ雪魔法を都会では使えなくて……」

　話しながらエミィは先ほどの作業の続きをしている。

　手押し車を使ってグラウンドに白い線を引いているらしい。

「……で、今はなにしてるんだよ、エミィ」

「体育係の仕事をしているのです。せんせはなにを？」

「俺は頼まれた集会所設営の仕事だよ。今授業中じゃないのか？」

「頼まれた作業が終わらないので、授業中にやらせてもらっているんです」

「普通は授業が優先じゃないのかよ」

「いいえ？　お家の仕事の手伝いで休んでいる子も多いですよ？」

「そういうのもあるのか……。じゃなくて、エミィのは家の仕事とは違うだろ」

「でもこちらの方が締め切りがあるので、優先だと思うのです」

　エミィは当たり前のことのように言うのだ。

　それはそれで正しい主張だが、周囲に誰だれ一人としていないのは妙だった。

「……エミィ、学校の用事でたまに特別教室に遅れたり、休んだりしているよな」

「はい、それはとても申し訳なく……」

「謝らなくていいから。ただ教えてくれ。理由は係の仕事のせいなのか？」

「そういう時も、あります。そうじゃない時もあります」

「そうじゃない時ってのは？」

「係ではないけど、頼まれたことをやっている時です」

「係ではない……ね。ちなみに……係の仕事はみんな持っているものだよな？」

「係の人ならば、持っています。でも係になってない人もいます」

「クラスで何人かが選せん抜ばつされてるってところか」

　なんとなくイメージがつかめてきた。

「エミィは体育係なんだな？」

「はい。他にも五つほど」

　エミィの笑顔が冷たく、氷細工のように感じられる。

「それは……」

　違い和わ感かんがはっきりと俺の中で形作られていく。

「それはおかしいんじゃないか？」

　まだ共和国の常識を完璧に把は握あくしているとは言えない俺でも、そう思った。

　しかしエミィは不ふ思し議ぎそうに笑みを深めて、首を傾げる。

「普通は一人で何個もやるもんじゃないよな、それ？　なのになんでエミィは？」

「普通は、そうかもしれません。でもわたくしは頼まれたので」

　俺の勘かん違ちがいかもしれない。

　でも『頼まれた』の響きに俺は奇妙な引っかかりを覚えた。

　なにかが決定的に、おかしい。

「頼まれたからって全部やるなよ……」

　ふと思い至って、口にする。

「お前もしかして……周りに押しつけられてるんじゃ」

「でも先生も、さっき頼まれたから設営をやってるって言ってませんでした？」

　──え。

「せ……先生は仕事だからしかたがないんだよ」

「そうですか」

「だけど……頼まれたらなんでもやればいいってもんじゃないだろ」

　まったく説得力がないとはわかっていながらも口にした。

「でも、頼まれたので」

　それはまるで、呪じゆ詛そのように聞こえて、気持ち悪くて、バカな冗談を言いたくなる。

「おいおい……じゃあ俺がここで服を脱いでくれ、って頼んだら服を脱ぐのか？」

　しゅるりとリボンを解く。上着をたくし上げて──。

「っておいおいなに脱ごうとしてるんだ!?　やめろバカ！」

「……やめるのですか？　頼んだのではないですか？」

「いや……だから……」

「脱ぐのですか？　やめるのですか？」

　彼女はその二に択たくを、特になんの感情も抱いていないように同等に並べる。

　意志のない人形のようにすべてを委ゆだねている。

　ぞくりと冷たいものが背筋を這はい上がった。

「おかしいだろ。……周りのみんなは簡単に誰かの頼みを聞いているか？　お前の家族はそうだったか？」

　怯おびえる俺に対して、エミィの鼻の穴が膨ふくらむ。

　エミィの体の中でカッと熱が生み出される気配があった。

「でも……そうしなければ生きられないのです。……わたくしたちは」

「……そんなことないだろ。落ちこぼれってことを気にしすぎじゃないか？」

「でもわたくしたちの一族はっ！」

　エミィの感情が、瞬間的に風に煽られた炎みたいに高ぶった。

「一族……雪人族には頼みごとは断っちゃいけない……なんて掟おきてでもあるのか？」

　都市で暮らさない一族のことだ、違ったルールがあるのかもしれない。

「……でもわたくしはお父様にそう言われて出てきたのです」

「お父様の言うことは絶対……ってか」

　そんなルールは間違っている、そう言おうとした俺に。

「わたくしの村では……年老いたら山の奥に捨てられてしまいます」

「へ──」

　妙な、バカみたいな、気の抜けた音しか出せなかった。

「ある年ねん齢れい以上になったら山奥にいって村を守る雪の結けつ晶しようになるのだと、村のみんなは言っています。でもそんなことはないのです。わたくしは……元からなんとなくわかっていました。だけど……都会に出てきてやっぱりそうなんだと、知りました」

「捨てるって……そんな……」

　姥うば捨すて山やまみたいな話が、辺へん境きようの村にはあるって？

「それくらい、厳しい環境なのです。食料も十分ではなくて……もう限界で。だから、都会に移住しようとみんなは考えているのです。でも、稼ぐ方法がなければこちらにもこられません。一人二人はなんとかなっても全員は……」

　難しいとは想像がついた。

「だからわたくしが一年ほど前、都会に出てくることになったのです。子供なら学校に通っていれば衣食住を保証してもらえますから」

　なにかが決壊したみたいにエミィは饒じよう舌ぜつだった。

「そして一族が稼げる方法を、見つけろと言われているのです」

　今まで溜まりに溜まったものが弾はじけているように。

　うまい言葉が出てこない。正しい反応がわからない。

「そしてお父様は、都会では人の言うことを……頼みごとを絶対に聞くようにと言いました。そうしないとわたくしと、一族は生きていけないのだと」

「偏へん見けんだろ。そんなことは、ないだろ」

　声の震えをうまく誤ご魔ま化かせているだろうか。

「みんな村からほとんど出たことがないので、きっと都会のことをよくわかってないのです。怖がっているのです」

　それをエミィに、背負わせているのか。

「……でもエミィも、それが異常だってのは、わかってるんじゃないのか？　頼まれごとをなんでも聞いていたら、自分の練習の時間がとれなくなるだろ。実力をつけることがエミィにはなにより必要なんじゃないか？」

　そのこともわかってはいるのか、エミィは黙ってうつむく。

「一族の目的を達成できなくてもいいのか？」

「ダメ……です」

　肩を震わせてエミィはつぶやく。

「だったら頼まれごとも、全部とは言わないけど断るようにして」

「それも……ダメです」

「ダメ、ダメってそれじゃどうにもならないだろ」

　情じよう報ほう過か多たで、理解の限界値を超えていて、体も頭も熱くなっていた。

「事情があるのはわかった。でも……だからこそ、一人が成功しないと一族の他の人も続けない……。だから、エミィは手先の器き用ようさや料理で実力測定試験に臨のぞむんだよ」

　ぼんやりと考えていたのだが、あらためて妙案に思えた。

「使えない魔法よりもまだ可能性がある。……いやもちろん、自分だけの特性を生かすわけでもない下働きだと、高いランクが目指せないのはわかってる」

　誰でもできてしまう仕事の評価は総じて低い。だがたとえば料理でも、その道を極めていけば高く評価される──そこまでいくのになんらかの才能が必要かもしれないが。

「まず最低ランクから脱しよう。その実力を示した上で、やりたいことをやるべ──」

「わたくしは雪魔法を使って試験をしますっっ！」

　大声にエミィ自身が驚いたみたいな顔をする。

「あ……あの、わたくしは……そうするしかないので。……ごめんなさい」

　はじめて見せられた本気の拒きよ絶ぜつに、俺はなにも言い返せない。

「では、続きがありますので」

　エミィは作業へと戻っていった。
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　俺は集会所に戻って、自分の作業を再開する。

「お仕事、ご苦労様です」

　なんだか心と体が乖かい離りしているみたいで、意識の外で体だけが動いている。

　おかげで疲れは感じなくなったが。

「聞いているのですか？」

「……へ？」

　森人エルフ族の同どう僚りよう教師、レイラが下向きに生えた長い耳をぴこぴこと動かし、怪け訝げんな表情をしていた。

　いつもクールな表情のレイラが眉み間けんにシワを寄せているのは、少し可愛く見えた。

「あ……どうかしましたか、レイラ先生？」

「ちゃんと仕事をしているのかと聞きました」

　レイラは優ゆう雅がな金色の髪を手でかきあげつつ、呆れたように溜ため息いきを吐いた。なぜ呆れられたのかよくわからないが……。

「見た感じ、仕事はきちんとしてくれているようですね」

「そりゃ……仕事ですから」

　仕事だから──。

　頼まれたから──。

　レイラはイスの並び具合を見て、位置の調整を始める。

「……仕上がりの監かん視しですかね」

「手伝っていると捉とらえられませんか？」

「し、失礼しました」

　コバルトブルーの瞳ひとみが冷たかった。確かにそうとも言えた。

「……あなた、私たちのことを勘違いしてませんか？　私たちは敵ではありませんよ」

「敵とは思ってないですよ、ははは……」

　だが歓迎されているとも思えない。

「あなたは上司であるファガール先生の印象が強いでしょうからね」

「なにも言ってないんですけど……」

　心を読んでいるみたいにレイラは話してくる。いくら森の賢けん者じやと言われる森人族でもそんなことまではできないはずだが……。

「しかしあの方にも考えがあるのです」

「そー……なんですかね」

「この際はっきりと伝えておきますが、私はあなたを嫌ってはいません。まだ信用していないだけです。そして疑っているのです、本当に実力があるのか」

　平等に実力主義の土ど俵ひように乗せられる。実はそれが一番プレッシャーだった。

　なにもかもが公平な場で戦わされてしまったら、いいわけが利かなくなる。

　止まっていた手を、動かし始める。と同時にふと聞きたくなった。

「外のあれ、いいんですか？」

「雪人族のエミィですか」

「授業受けずに、係の仕事らしいんですけど」

「私も正しいとは思えません。最近は何人かが彼女を使うことを覚えてしまって」

　エミィの性質を考えると、これでもまだマシなのかもしれない。

「でも強制はしていません。本人が望んでいることです」

「望んで頼まれごとをしている……だとしても、放っておいていいんですかね」

「子供たちの問題ですから。第三者が介かい入にゆうしても、根本的な解決にはなりません」

「それをなんとかするのが教師なんじゃ……」

「いいえ、解決するのは本人です」

　この世界は、そういうスタンスなんだ。

「エミィが雪魔法にこだわりすぎなのも……自己責任ですか」

「水系統の魔法の使い手ですよね、彼女は。……水系統の魔法は、この都市では水すい神しん族と水すい人じん族の勢力が強く、関連の仕事はほとんど押さえていますからね」

「特定種族が仕事を独どく占せんしているんですか？」

「彼らは強い魔力を持っており、また数も多いので、結果そうなっているのです」

　強力な競合相手がいるとなれば、なおのことエミィら雪人族には条件が悪そうだ。

「ところで、特別教室生への指し導どうは順調なんですか？」

「も、も、もちろんじゃないですか」

　たぶん嚙かまなくても、レイラには本音はバレバレだったと思う。
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　そのまま帰ろうとは思えなかった。

　どうせ帰っても消化不良な気持ちが渦うず巻まいているし、ひとつ、試そうと思ったこともあったからだ。

　さあ、目的地に着いた。

　敷地内には緑豊かな庭が見えた。

　鉄てつ格ごう子しの柵さくを横目に俺は敷地に沿って歩く。柵はずっと続いている。奥には巨大で豪ごう勢せいな建物が見えているのだが、歩いても歩いても入り口となる門が見えない……。

「……ってやっぱりデケえよ！」

　思わず一人でつっこみを入れる。

　俺はリンの家を訪れていた。

「家というか……協会か、高級な宿みたいだな……」

　ちょっとした公共施設を思わせる大きさだ。

　やっと敷地の端に辿たどり着きぐるりと回って、入り口となる門を見つけた。

　俺の身長の二倍はあろうかという門は、一際がっちりとした鉄格子で固められていた。先には建物へと続く小道が延びている。

　ごくり。生なま唾つばを飲み込む。正直ちょっとビビっていた。

　俺の策は、リンの家族に会ってみるということだった。

　いわゆる家庭訪問だ。リンが知れば絶対嫌がると思ったので、学校にいっている間に無断で突とつ撃げきすることにした。

　三人のパーソナルな部分に踏み込むことで、発見があるのではないか。

　三人の問題は技術的な面ではなく、内面なのである。

「……あれ、どうやって入るんだ？」

　門は固く閉じられている。中の人を呼び出したいが、やり方がわからない。

「鉄の門をノックすればいいのか……？」

　建物まで距離があるのでとても聞こえるとは思えないが。

　がちゃん。

　もたもたしていると、ひとりでに門が開いた。

　同時に全身真っ黒の服装をした、白はく髪はつの男が現れる。種族がわからず年ねん齢れいも不明だが、年配に見える。

「なにか？」

　警戒心のこもったまなざしだった。焦って俺は説明をする。

「あ、えーと、リンさんのご自宅で間違いないですか？　自分はリンさんの特別教室の教師でして……」

「リンお嬢じよう様さまの先生ですね。どうぞこちらへ」




　家の中も豪勢だった。

　足下には絨じゆう毯たんが敷かれ、廊下や灯あかりも凝った造りで、ところどころ美術品が飾られている。ここまで装飾に手をかけられるのは、相当な稼ぎがあると見ていいだろう。

　俺が案内されたのは来客用と思われる部屋だった。

　広々とした室内では一人の女性が立って待ってくれていた。

　簡単に自己紹介を済ませ、向かい合って席に着く。……かなり緊張する。

「あなたがあの伝説のニンゲンの教師ですか」












「伝説って言われるほどじゃ……」

「そうね、過去に存在していた種族なんだから。ただ生きた化か石せきではあるのですね」

　彼女はリンの母親、妖よう狐こ族のリーシーだ。長い金髪がリンを彷ほう彿ふつとさせる。そしてリンのスタイルのよさはリーシーからの遺い伝でんらしい。

「それで、ご用件は？」

「今日は授業の一いつ環かんで初等組を連れて外に出ていたんですが、リンさんの家が近かったので一度ご挨あい拶さつをするのもいいかと」

　用意しておいた噓うそでこの部分は誤魔化す。

「なるほど」

　短く言って、リーシーはお茶を啜すすった。

「どうでしょう、うちの娘は」

「リンさんはとてもやさしく、また面倒見もよく真面目に」

「建たて前まえは結構なので」

「す、すいません」

　超厳しかった。というかリーシー自身が仕事人として相当やり手のように見える。

　鋭い眼がん光こうが普通の人のそれじゃない。

「成績が振るわないから選ばれたことも、わかっていますので」

　失望も悲しみもなく淡々としていた。

「期待はしているのですよ、あの子には」

　リーシーの手には大きな指輪がギラギラと光っている。

「しかし一族の特性を使いこなせてないのですから、成績がよくないのは当然です」

　話しぶりからすると、リンは身しん体たい強きよう化か術じゆつを使うことが苦手……なのか？

　しかし教師がその事実を知らないのはまずいだろうと、ぼやかして話を進める。

「本人は特性を使わない、違う道を探しているようですが……」

「それでは高いランクの職にはつけないでしょう。はっきり言って、一族の名を汚す行こう為いに見えます」

　ばっさりと切って捨てる。

「未み熟じゆくだから力を使いこなせていないのに、そこをどうにかしようとしない。そんな子が別の道で成功できると思いますか？」

「……いえ、難しいかと」

「とにかく自分の力くらい使いこなしてもらわないと困りますから。それができず生きられないのなら、本人の責任でしょう」

　突き放す言葉に、どきりとさせられる。

　家で養ってもらえるから働かなくてもいい、というわけでもなさそうだ。

「身体強化術について……詳しくないのですが、力を使いこなすのは、誰でも難しいものなんでしょうか？」

「性格的にムラが出てしまうことはありますが、あの子みたいにまったく思いどおりにならなくなるのは、珍しいですね」

　力が思いどおりにならない──なるほど、うまく扱えないから使うことから逃げているのか。

「ただそれは、制御できないほどに力が強いことの裏返しでもあります」

　期待できる言葉も聞けたのは、嬉しい誤算だった。

「昔から、リンさんは力を使いこなすのが苦手だったんでしょうか」

「ええ、そうです。……でも」

「でも？」

「苦手ながら初等学校の頃は力を使っていたのですが……中等学校に通うようになってから、あの子は力を使わずに別の道を目指すと言い始めましたね……。変な知恵をつけてしまったんでしょう」

　これもまた、いいことを聞けたかもしれない。

「本当にもったいないですね」

「ええ、本当に。あの子が本気を出せば、そこらへんの傭よう兵へい五人くらいならあっという間に倒してしまうのに」
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「結局さー、模擬試験どうするの？　受けることは受けなきゃいけないんでしょ？」

　翌日の教室で、リンが聞いてきた。

　流石に残り一週間を切り、本人たちも気にし始めたようだ。

「もちろんだ」

　模擬試験は必ひつ須すではないが、ほとんどの者が受ける。

　母親のリーシーには訪問のことを伏せておいて欲しいと頼んでおいたのだが、そのとおりにしてくれているようだ。

「俺に考えがあるんだ」

　昨日の夜考えに考えて、辿り着いた答えがあった。

「本当か？」

　期待のこもった目でサーシャは俺を見た。

　室内にいる生徒は二人だった。エミィは今日も姿を見せていない。

「模擬試験では、『自由表現』の内容を事前に提出するよな？　その事前の文章記述を、俺のアイデアに任せてほしいんだ。ぎりぎりまで練って提出したいから、みんなに内容を伝えるのは直前になるかもしれない。でもちゃんと紙に書いて渡すようにするから」

　皆には最大限、潜せん在ざい能力を発はつ揮きしてもらうために内容は伏せておく。

　そう、もう作戦は始まっているのだ。

「だいたいは教えといてよ」

「いや、それじゃ意味がないんだ……。もしかすると少し……ニンゲンとして変わった策を出すかもしれない。でも俺も、本気でみんなには点数をとってもらいたいんだ」

「だから信用しろって？　なにをやらされるかわからないのに？」

「なにか心配なことがあるのか？」

「だってみんなの前で身体強化術を使えとか言ってくるかもしれないんでしょ？」

「もし嫌だったらその場で棄き権けんすればいい。だろ？」

「……でも試験場で棄権って、ダサいっていうか……」

「体調が悪くなったとかいいわけは利くだろ？　模擬ならまだ人も少ないだろうし」

「多い少ないの問題じゃなくてさ……」

「今までずっと最低のＧランクとってきて、今さら恥ずかしいもクソもないだろ」

　少し過か激げきだとは思ったが、発はつ破ぱをかけてみる。

「……言ってくれるじゃん、センセー……？」

　飛びかかって首に嚙みつかれる──と一瞬錯さつ覚かくした。リンは一歩もその場を動いていない。

　俺に敵意剝むき出だしだったリンだが、しばらくすると「うーん」と唸り出す。

「でも一いち理り……あるか」

「何事も挑戦してみるのが大事だからな」

　せっかく関わったのだから、なにかを変えたかった。もしこのチャンスで彼女たちの人生が明るいものになれば、最高じゃないか？

「今までどおりやっても結果は同じだし……」

　うん、とリンも一人でうなずく。

「じゃあそのニンゲンの秘密の作戦とやらに乗っちゃおうかな。まあ、センセーが点数を上げようと頑張ってるのは事実だし、そこは信用しようかな」

　ニッ、とリンは笑って、体を左右に揺らした。

「期待してるからな」

　エミィやリンがどうして低い点数しかとれないのか。それは単なる実力不足ではなく、もっと別の部分ではないのか。

　今まで誰からも触れられることのなかったところにメスを入れたら……。

「せんせい、わたしの自由表現の内容もせんせいが決めるのか？」

　サーシャが聞いてきた。

「ああ、そうだ。ちなみにサーシャはこれまでの試験では、色んなことを書いてきたんだったな？」

「いつもなにを書けばいいかわからなくなるのだ……。先生たちはこれがいいあれがいいと言ってくれるが……」

　うつむいてサーシャは声を小さくする。サーシャは人より物事の意味を大事に考えすぎる。だからきっと一歩が踏み出せないでいる。

　それはきっと彼女の生い立ちが影響しているのだろう。

　手本となる人がおらず、一人で歩いてきたから、向かうべきゴールがわからない。

　だがもしその段階を越えることさえできれば……。

「実力測定試験で、魔法を試したことはないんだよな？」

「うむ。まったく使えないからな」

　もしかして、それも心のストッパーが作用しているせいではないだろうか。

「サーシャにも俺がぴったりの案を用意するから、待っていてくれ……。じゃあみんなで頑張っていい点とろうぜ！　……エミィには明日伝えたいな」

　エミィのためにも俺は最善策を考えている。

　あとは模擬試験当日まで、準備を進めるだけだ。
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　模擬試験は学校及び周辺の施設でおこなわれる。

　初等学校と中等学校が同じ日で、高等学校以上はまた別日程だ。

　まず基礎能力を測るため、統一の筆記試験と体力試験がおこなわれる。ここまでは前座で、淡々と試験は流れていく。

　しかし後半は──、その様子が一変する。

「十一番。初等学校五年。土ど竜りゆう人じん族、コルト。土掘り、やります」

　グラウンドの十メートル四方に区切られた一角で、初等学校の男の子が宣言をする。

　枠わくに隣接した正面の席には試験官が二人。さらに枠外にも見物客が十数人ほどはいる。

　男の子……土竜人族のコルトの爪は黒く長く、土を掘るのに向いてそうに見えた。

　次の瞬間、コルトは爪を地面に突き立てて、土を掻かき出し、掘る。

　一回で大量の土が巻き上がって積み上がる。物理的な手だけの力じゃないだろう。おそらく魔法も使用されていた。

　おお、と見物客から声が漏れる。

　周囲にはヒマそうな老人から現役バリバリの仕事人らしき人までいた。もう少しすると、自分の試験が終わった子供たちも増えてくるだろう。

「わかった、もういいぞ！」

　試験官が言ったところで、最後に大きな土の塊かたまりが空中に浮いてどちゃっと落ちた。

　コルトはすっかり地中に埋まっていた。覗のぞいてみると大人が五、六人は入れそうな穴ができていた。

　俺の隣にいる二人組の会話が聞こえた。

「やっぱ土木工事には土竜人族欠かせねえなぁ。この子歳の割に優秀でないか？」

「ちょっと雑ざつに見えるけどね」

　事前に記述した将来の稼ぐ力の将来性や計画性、なによりそれをどれだけ実践できているかで採点はおこなわれる。

　だがアピールする相手は試験官だけではないのだ。

　試験は自由見学なため、優秀な人材を求める人々が集い、視し察さつをおこなう。それが将来に、非常に有ゆう益えきなものとなるのだ。

　たとえばここで目をつけられ、将来一緒に働かないかと誘われることさえあった。

「じゃあコルト、この土を元に戻して」

「は、はい。あ、あの……」

　試験官に指示されたコルトはもじもじと土をいじる。

「どうした？」

「僕は……まだ土を埋める魔法が使えなくて……」

「おい！　すぐまたあとがあるんだぞ！」

「……これ時間かかりますね。誰か手伝える人呼んできましょうか？」

「す、すいません……」

　このやり取りに「わはは」と見物人からは笑いが起こった。

　まだ子供だからこういうところはご愛あい敬きようだろう。

　この試験は全受験者に対して順じゆん繰ぐりにおこなわれていく。

　おおお、と歓かん声せいが上がった方を振り返れば火柱が上がっていた。

　きゃああ、と悲鳴が上がった方を見れば強風で砂すな埃ぼこりが舞っていた。

　試験場はグラウンドだけでも十カ所。

　室内や別の施設でおこなう内容もあるから、会場は広範囲に及およんでいる。

　さあ、そろそろ俺の生徒たちの出番も近づいてきた。

　考えた策は、まだ三人には伝えていない。その方が効果が上がると俺は踏んでいる。

　はっきり言って、いきなり全員がうまくいくとは思っていなかった。

　でも三分の一、誰か一人でも成功してくれたら十分だった。

　それだけでもまったく結果の出なかった生徒を変えたことになり、俺が評価を得られるのは間違いないし、生徒たちも次は自分がと奮起してくれるだろう。

　俺自身がやるわけではないのに緊張してきた。でもいい高こう揚よう感かんだ。

　ここから俺と生徒たちの運命は変わっていくのだ。




　俺は校舎内の家庭科室にいた。

　机には調理器具が並べられていて、四人の生徒がそれぞれ調理に関する実技の最中だ。

「……わたくしはこちらでいいのでしょうか？」

　その会場の待たい機き列れつにエミィがいた。今は俺が隣についている。

「ああ、いいんだ」

　部屋全体で見物人も入れて三十名ほどの人がいるだろうか。

「ここでいったいなにをすれば……。雪魔法を使った調理でしょうか……？」

「とりあえず順番を待ってようぜ」

　両腕をこすり合わせるエミィに指示すると「はい……」とうつむいて静かになった。

「──以上で終了です」

　前の生徒が調理台をてきぱきと片付け、退出する。

　ついにエミィの番がやってきた。

「頑張ってこい。ほら」

　俺は紙を手渡してエミィの背をぽんと押した。

「は、はい」

　とてとてとエミィは所定の位置まで歩いていく。

「準備はいいですか？」

　エミィを担当する試験官は優しそうな女性だった。

「はい……」

　エミィは俺の渡した紙を確認している。

　大丈夫だ。

　エミィならやってくれる。

「それではお願いします」

「百九十八番。初等学校四年生。雪人族、エミィ──」

　事前に記述している実施内容をあらためて簡単に告げ、試験がスタートする、だけ、なのだが。

「どうかしましたか？」

「あ……はい」

　エミィは俺の渡した紙を見つめたまま動かない。

「……事前に提出された実施内容には、『お菓子作りの実じつ践せん』とありますが」

　そう、俺が今回の『自由表現』でエミィにやってもらおうと考えたのは、本人の手先の器用さを生かした、料理の実践だ。

「普通の料理なのか」

「どうなんだろ？　なにか特殊な内容入れてくるかも」

　見物人が話している。

　だがエミィはまだ、動かない。

「なにか問題がありましたか？」

　試験官も怪訝な表情をし始める。

　どう……したんだ……？

　エミィが雪魔法以外で試験を受ける気がないことはわかっている。一族のためそうしたいのだという想いも、知っている。

　だけど模擬試験で、一度くらいまだ都市では使えない雪魔法ではなく、自分の得意な領りよう域いきで腕試しをしたっていいだろう。

　高い評価じゃなくても、一つでもランクが上がれば、今後の自信になるかもしれない。

　模擬試験なのだ、気楽に捉えたっていい。

「えーと……エミィさん？　今日の試験はやめておきますか？」

　エミィは両手で持っていた紙を、握り締めてくしゃくしゃにする。

「エミィ！」

　俺は思わず名前を呼んでいた。

　視線が俺に集まる。

　試験中の外部からのアドバイスは、禁止されている。それは知っているが。

「書いてあるとおり普通に料理してくれ！　頼む！」

　できる。できるはずだ。今までも普通にできていることなのだ。

「せんせからの頼み……聞かないと……。頼まれたから……」

　ぶつぶつとエミィがつぶやく。顔が青ざめていく。

「でもわたくしは……雪の魔法で……。一族のため……」

　口だけが機械みたいに、本人の意志を無視した別の器官みたいに、動く。

「本当に大丈夫ですか？　……試験は、今日は中止しましょう」

　ついに試験官が立ち上がってエミィの側にいく。同僚に指示を出している。

　俺はなにもできずただ立ち尽くしていた。

「……なにこれ？」

「あの子の様子おかしいよね、絶対」

　室内の人々がざわつく。

「ニンゲンの特別教室の子だよね……なにか変なことやらされてるんじゃないの？」

「その前にニンゲンが外から声をかけたのは、ダメだろ。模擬とはいえ」

　非ひ難なんめいた声が聞こえてきていた。

　まとわりつく視線がべたべたして気持ちが悪い。

　肩に手を置かれた。

「失礼。先ほどの件について伺いたいのですが……」

　会場にいた別の試験官だった。

　どうして？　先ほどの件？　俺がエミィに声をかけたことか？

　しかしここで足止めされたら……。まだ他の生徒たちもいるのに。

「す、すみませんっ、急ぐのでっ！」

　俺は試験官の手を振り払って、部屋を出た。




　次に向かったのはグラウンドの会場だ。第七試験場が、リンの試験会場だった。

「あ、センセー！」

　リンが俺を見つけて俊敏に駆け寄ってくる。

「もうっ、やっときた！　ギリギリすぎでしょ。危うく試験官になに書いてましたかって聞かなきゃいけないところだったじゃん。前ぜん代だい未み聞もんだよ……って、大丈夫？」

「……なにが？」

「顔が真っ青だけど」

「いや……別に、それより内容だよな……。ほら」

　俺は紙を手渡す。一瞬、震えて落としかけた。

「紙って……言ってくれれば終わりなのに」

「妖よう狐こ族リンさん、少し時間が早いのですが準備は大丈夫ですか？」

「あ、はーい！　じゃ、呼ばれたから」

　リンは走っていく。

　その後ろ姿に、俺は思わず自分の胸倉をつかんだ。胸が苦しい。呼吸が速くなる。

「妖狐族、リン。中等学校一年。あ、番号か。番号は……二百二十三番……ん？」

　リンが不思議そうに周囲を見る。

　試験場として囲われた枠内の四隅には、男が四人スタンバイしていた。

「……どういう状況？」

「要よう望ぼうのとおりですが」

　リンのつぶやきに、試験官が不思議そうに告げる。

『自由表現』で必要ならば、大抵のものは試験会場が用意してくれる。

　それが戦闘能力を見せるために必要な、対戦相手であっても。

「え……？」

　リンは俺の渡した紙に目を落とし──そして振り返って俺を睨にらみつけた。

　殺気だった視線。剝むき出しにされた犬けん歯し。裏切り者と訴えるような表情。

　違う。違うだろ？　リンならきっと大丈夫なはずだ。母親のリーシーも実力があると言っていたから……。

「……戦闘能力を見せます」

　リンがつぶやき、試験が始まる。

　俺はほっと胸をなで下ろす。よかった。

「はい。では、お願いします」

　試験官から声がかかり、四人の男が動き出す。

　模擬戦の相手役は狼ろう人じん族だ。普段傭よう兵へいでもしている者がバイトがてらに招集されたのだろう。

　四人が間合いを詰める。

　リンを囲う正方形が徐々に狭まってくる。

　並程度の男なら四人相手で勝てる──俺はそう記述していた。その内容が本当か確かめるための実践が、今から始まるのだ。

　リンはまだ動かない。

「これ、四人同時に相手できるってことだよな？」

「強気だなー。妖狐族ならありえるのか？」

「強い強いってうわさだけは聞くよな。あんまし傭兵やってるとも聞かないけど……」

　見物人たちの注目も集まる。

　間合いがさらに狭まったところで、男たちは立ち止まった。

　お互いに顔を見合わせている。動きがないリンを不ふ審しんに思っているようだ。

　リンは身体強化術を……もしかしてもう発動させているのか？　俺はその正体をそもそも知らない。

　一人が他の三人に合図をしてから、走り出した。攻撃の態勢に入る。武器は持っていないから肉にく弾だん戦せんだ。男は右腕を振りかぶる。射しや程てい距離に入る。そして、一撃。

　ごんっ。

　男の拳こぶしがリンに当たり、リンは吹き飛ばされた。

「……え？」

　殴った男本人がそんな声を漏らしていた。

　俺も同じように「……へ」と間抜けな声を出していたかもしれない。

　戸惑った様子で、今度は他の男が襲いかかった。背後から蹴けりを入れる。明らかに加減はされていたが、リンは為す術すべもなく蹴りを食らってその場に倒された。

　さらにもう一人の男が倒れたままのリンに蹴りを入れる。

　なんだこれは。見物人がどよめいている。

　流石にそこで、男たちは攻撃をやめた。

「試験はここまでとします！　……いいですね？」

　リンは起き上がっただけでなにも言わなかったが、肯こう定ていと見なされたようだ。

　大きなケガにはなっていないように見えるが……。

「おいおい、結局なんだったんだ？」

「一人でも歯が立たないのに四人も呼ぶなんて……無茶すぎるだろう」

「リンって今……ニンゲンの特別教室通ってるんじゃないの……？」

　中等学校の生徒と思われる子たちが話している。

「マジなにを教わってるんだろ？　こんなのひどすぎでしょ」

　目の前が一瞬ブラックアウトした。──すぐ頭を振る。血を脳内に送る。どくどく、こめかみが脈打つ。立っていられなくなるかと思う。

　俺がふらついたせいか、どん、と誰かにぶつかってしまった。

「あ……悪い」

「ああ、いや。……あれ？」

　比ひ喩ゆではなく熊のような男が、俺の顔をまじまじと見つめる。

「……っ！」

　下を向き、俺はその場から離れていく。

　まだ俺にはいかなければならない場所があるんだ。




　──これが最後だ。

　俺はサーシャの試験場へと向かう。

　運動場から少し離れた、なにもない野原だった。ここでも六組ほどが同時に試験をおこなっている。

　見物人や自分の番を待つ生徒の中に……いた、サーシャだ。

　サーシャは一人で佇たたずんでいるだけだ。なのに超ちよう然ぜんとした雰囲気が漂っている。

　一人ここではないどこかに片足を突っ込んでいるような、そんな姿だ。

「せんせい、きてくれたのか」

「当たり前だろ。自由表現の内容も伝えてないし……」

「いざとなったら試験官に確認しようと思っていたのだ」

　自分の大事な試験なのに、他ひ人と事ごとみたいな態度だ。

「それはよくないな……自分の書いたことくらいは覚えとけって話だし」

「そうだ、他の二人は」

「サーシャにやってもらいたいのは」

　俺は自分の話を進める。

「魔法を、使うことだ」

　今まで一度も『自由表現』のお題にしたことがないという、魔法。

「……魔法？」

　サーシャはきょとんとしていた。

「でも……わたしは魔法の使い方がわかっていないぞ……？」

「違う。本当は違うんだ」

　そうきっと、目標が定まりきっていないから心理的なストッパーがかかっているんだ。

「できる……サーシャならできるんだ。自分を信じて魔法を出せると思ってくれ」

「お、思ってくれと言われても……」

　サーシャの前で、俺は首こうべを垂れる。彼女の肩を抱く。

「もうサーシャしかいないんだ……だから……頼む」

　俺は目の前の少女にただ懇こん願がんしていた。なんだ、この無様な姿は？　どうして、こうなった？　違う。俺が見たかった未来と、違う。

「わたししか……いないのか？」

　言葉の意味を捉えあぐねていたようだったが、やがてサーシャは嬉しそうにうなずいた。

「任せるのだ、せんせい」

　サーシャは言う。

「頑張るぞ、わたしは」

　笑顔で、自信ありげな姿に、俺は希望の光を、見た。

　本当はサーシャのことは奇跡が起こればいいかくらいに考えていたけれど……。




　試験が開始され、少し経過した頃だった。

「え、なにこれ？」

　見物人の一人がつぶやく。

　そこには試験場で佇むことしかできない少女がいた。

　先ほどからなにもしていない──なにかをしようとしているが、なにも起こらない。

　美しい黒髪の少女は、手を真上に上げてみたり横に開いてみたり、足を踏ん張ってみたり奇妙なポーズをとってみたりするが、やはり、なにも起こらない。

　ただ時が消費され、試験の終了時間だけが迫る。

「魔法……使ってるのか？」

「魔法使ったら魔力の波は動どう感じるだろ」

「発動失敗ってレベルじゃないでしょ？　なに一つ起こってないんだから」

　だんだんとざわめきは大きくなっている。

「落ちこぼれの聖せい霊れいが魔法を使うなんておかしいと思ったんだよ！」

　その中に一つ、幼おさない声があった。それは明らかに個人攻撃に近くて。

　振り返ると、獣けもの耳みみの少年がいた。サーシャと同じ、学校の生徒だろうか。

「な、やっぱりあいつは魔法を一つも使えないんだ！」

　少年は隣にいる鱗うろこ肌の少年に話している。

「もう仲間も残っていない終わった種族の奴はなにやっても無む駄だなんだ。わははは」

　あはははは。わははははは。

　笑い声が響く。

　それは広がり、反響する。

　あはははははは。わはははははははは。

　また別の声が聞こえる。

「……あの子ニンゲンの特別教室の子じゃなかったっけ……」

「……そういえばさっきも……」

「……あそこにいるの、ニンゲンじゃない……？」

　視線が刺さる。

　笑い声が向かってくる。

　俺に対して。嘲笑うかのように。侮蔑するかのように。

　あはははははははははははは。わはははははははははははははははは。

　笑い声がうるさい。うるさい。うるさいうるさい。

　でも誰が笑っているんだ？　いや誰も笑っていない？　自分？

　サーシャはまだ試験場の枠に囚われている。

　試験官が終了を告げるその時まで、むなしい時間は終わらなかった。





　　　　　＊






　気づいたら俺は特別教室にいた。

　いつもの教室に一人で、ぽつねんとイスに座り込んでいる。

　今日、俺はなにをしていたのだ？

　夢を見ていたのではないだろうか。

　妄もう想そうを繰り返す。

　妄想の中に入っていればいつかそれが現実になるのではないかと思う。

　こんな世界、元々がすべて夢なのだ。

　目を強く瞑つむる。さらに強くまぶたを閉じる。

　黒の中に白い光が見えてきて──。

　目を開く。

　ぼやけた世界が浮かび上がる。

　変わらない、ニンゲンの滅んだ世界がそのまま存在した。

　俺は頭を掻きむしった。

　なにかが変わるんじゃなかったのか？

　まるで転生したかのように蘇よみがえったニンゲンたちが、この世界で大活躍する物語が始まるんじゃないのか。

　なのに待っていたのはゼロですらない、マイナスだ。

　こんな失敗になるはずなかったのに。完璧とはいかずとも一つは成功するはずだったのに。みんなで明るい未来を迎えるはずだったのに。目の前に突きつけられたのは、初っ端からの失敗だった。

　左手首に巻きついた腕時計を見る。

　俺の、なにが悪かったのだ？

　こんな危険をはらんでいるのならシドに教えてもらいたかった──そう、シドだ。

　俺は黒いスイッチを押しながら呼びかける。

「シド」

　応答はない。

「おい……シド」

　やはり応答がない。

「……シドっ！」

　応答は、なかった。

　予告されていたとおり、シドの通信機能が死んだのかもしれない。

「教えてくれよ……。俺はどうしたらいいんだよ……」

　つぶやいても、どこからも答えは返ってこない。

　この無様な失態は追及される。誰のせいだ？　一番は三人の生徒のせいだと、記録上はなるだろう。だがここには、俺の命運もかかっていた。様々な人が、俺を判断しようと待ち構えいてた。

　もうニンゲンが持つ幻想は崩壊した。

　そして俺と生徒の信頼関係も完全に無に帰した。

　すべては、壊れたのだ。

　こんな世界でどうやって生きていけるっていうんだ？

　終わり。終わりだ。

　だから、そうか。




　この時のために、スイッチは存在しているのか。




　笑いが込み上げてくる。

『尊そん厳げんを持って幸せに生きる』ことを最上の目的とし、世界を終わらせることができる兵器を残して滅んだ、ニンゲン。

　俺もはじめはバカなんじゃないかと笑った。そんなものを残すくらいなら、もっと別の、たとえばエネルギーを生成できる装置とか、もっと生産的なものを残しておけよと思った。

　でもこうなってみると、なるほど。昔のニンゲンはどうやらここまで見越していてくれたらしい。素晴らしく悲ひ観かん的てきで最高の先回りだ。

　ならば期待に応えて、もう、終わらせてしまおうか。

　自分は、いつだってこの世界を滅ぼし、終わらせることができる。

　この左手首の装置を使えば、いつだって。

　側面の安全装置を引き出し、黒いボタンを押しながら、さらに赤いボタンを五秒間押しさえすれば。

　もうなにも考えなくていい。悩みもすべて吹き飛ぶ。

　全部この世界のせいだ。

　こんな社会だから。こんな文化だから。こんな制度がはびこっているから。

　俺を、強大な力を持った俺を、こんな風に絶望させてしまう世界のせいだから。

　安全装置を、解除した。

　解除する時は、すべてが終わる時だと決めていたのだ。

　黒いボタンを押す。

　あとは赤いボタンを押し込んで、運命のカウントダウンをするだけだ。

　五秒、たったの五秒なのだ。

　あの時俺を笑った奴も、俺を大したことないと侮った奴も、俺に低評価をつけようと手ぐすね引いている奴も、全員だ。

　さあ終わらせよう。

　すべてをだ。

　さようなら。ばいばい。来らい世せではいい人生にしよう。

「……うっ……くぅ……うううぅ……」

　だけど考えれば考えるほど、──むなしくなった。

　なんだよ、自分が失敗して絶望して、世界を巻き込み終わらせる？　罪のない人まで巻き込んで？　なんの権利があって？　俺にそんな価値が？　ないから死ぬんだろ？　だったら勝手に一人で死んでおけ。

「……うぅぅ」

　押せないのか。

　結局俺はスイッチを押すことさえできないのか。

　あと指一本を動かすことさえ、できないのか俺は。

「俺に、どうしろっていうんだよっ、なぁ!?　なんとかしてくれよっ!?」

　俺は叫んだ。

　だけど答えはどこからも返ってこない。

　そこに俺は、一人だった。










　わかりやすく飲んだくれてみた。

　口にしたこともない高い度数のアルコールを浴あびるように飲んだ。

　はじめは体が燃えるように熱くなったが、途中からは意識が曖あい昧まいになり自分の体温すらよくわからなくなった。最終的には自分の脳だけが分裂して浮き上がっていく。

　で、吐いた。

　全身から養分やら水分やらすべて出ていくんじゃないかと思った。

　いつまで飲んでいつ吐いていつ寝たのかもわからない。何回か繰り返した気はする。

　ただ気づいたら、夕方になっていた。

　頭の中ではがんがんと誰かが鐘かねを叩いている。

　吐き気はあったが、もう吐き出すものがなかった。

　最悪の気分だ。でも今の俺には最高にぴったりな気がした。

　そういえば仕事は……と思ったが、今日は休みだった。

　模も擬ぎ試し験けんの翌日。本当なら最高の気分でこの日を迎えるはずだった。

　でも実際は、考えうる限り最低の結末だった。

　大口を叩いて失敗した俺はどう見られる？

　無能のレッテルが貼られ、教師として働けなくなった俺は共きよう和わ国こくで生きていけるか？

　なにより、生徒たちとの関係はどうする？

　試験後、俺は彼女たちになにも声をかけることができなかった。

　あれだけのひどい目に遭あわせて、どの面を下げて彼女たちの前に立てるというのだ。きっと顔すら見たくないだろう。お前なんていなくなれと願っていることだろう。

　試験が始まる前までは、俺は本気でうまくいくと思っていたのだ。彼女たちの笑顔を作れると思っていたのだ。なのに……。

　どんどん。

　殺さつ風ぷう景けいな俺のアパートの外で音がする。

　部屋にあるのはイスと机のセットが一つとベッド。他には物置があるくらいだ。ものがない分綺き麗れいなのだが、今は空の瓶びんや壺つぼが転がっていた。

　どんどん！

　先ほどよりも大きな音だ。誰かが扉をノックしているらしい。

　俺は床に寝転んだままその音を聞いている。

　がちゃがちゃ。

　先ほどと違う音がしたと思ったら、扉がひとりでに開いた。

「──え？」

「うわっ!?　死んで……って生きてんのか。床に寝転がってたら死体と間違うじゃん」

　すらりと長い足が見える。随ずい分ぶんと長い股また下したの上にこれまたスレンダーな体と小さな顔が乗っかっている。赤みがかった茶髪をポニーテールにしている彼女は。

「ていうかなにこの臭い!?　酒臭いしゲロ臭いっ!?」

　おええええ、とまったく可愛くない声を上げているメイコだった。

「窓開けてよ窓！」

　メイコはずかずかと俺の部屋に入り込んで空気の入れ換えを始めた。

「なにしてたの……って、ははーん。なるほど、ちょうどよかった」

　部屋の惨状を見てメイコはしたり顔をする。

「飲もうよ。クロトカゲ酒って珍しいの手に入れたからさ」

　クソ最悪な気分の俺の前に現れたのは、イタズラな笑みを浮かべるニンゲンだった。




「～～きっついぞこれ！　しかもむちゃくちゃ独特な風味するな!?」

「だはは！　でしょでしょ？」

　空気を十分入れ換えたところで、床に座り込んでメイコとの酒しゆ宴えんが始まった。

　飲んで、飲んで、少し食べて、飲んだ。

　その間は楽しくて嫌なことを忘れられた。いつもの夜と同じように、メイコは酔っ払うまで飲んでいた。

「さて、やらかしたらしいじゃん？」

　酒がしっかり回りきったところで、メイコは真面目なトーンになった。

「……もうそっちにも、うわさが回ってるのか」

「『期待の化石ニンゲン様の実力が白はく日じつの下にさらされる！』って感じだったからね。そこで悲ひ惨さんなくらい失敗したんでしょ？」

　傷口にぐりぐりと塩をすり込まれる。

「『お前の仲間は大丈夫か』ってアタシも心配されちゃったよ」

「迷惑をかけてたら……すまん」

「マジ迷惑だから。やってくれたなって感じ。イコールお前も無能だろとはなってないし、アタシは元々ピンチだったけど。でも……なんとか粘ねばってるところだったから」

　ギリギリのところに立ちながら、メイコはまだ共和国で仕事を続けている。たぶんどちらが先に決定的な失敗をやらかしても、おかしくはなかった。

「悪い……」

「あーあ。どうしたもんかねぇ、アンタなら……あれ、ってもしかして？」

　メイコはテーブルの上にあるものを目ざとく見つけた。

「いつも左手首につけっぱなしじゃなかったっけ？」

「さっき汚しそうになったから外した」

　黒い、この世界を終わらせることができる腕時計を、メイコが手にとる。

「ふうん」

　俺に背を向けたままメイコは腕時計を弄もてあそぶ。

「こんなものがあるからダメなのかねぇ。捨てようとか考えてた？」

「……どうだろう。どうせ押せないなら持ってても意味がないと思いはした、けど」

「まあ今は考えてるヒマないよね……。ほいっ」

「おおお……っと!?」

　あたふたとお手玉をしながら、俺はメイコが放り投げた黒い腕時計を受けとる。

「て、て、丁てい寧ねいに扱えよ！」

「なくさないでよ、それ」

「……まだ俺が持っていていいのか？」

「ここまできて突然アタシに押しつけないでよ」

　メイコはそのまま一いつ脚きやくしかないイスに座る。

「なんでメイコは、俺に委ゆだねてくれるんだ？　押したいなら押せとも言ってるし……」

「アタシがなにも決められないヘタレだからだよ」

「そんなことは……」

「あるよ。アタシは色々諦めちゃってるし」

　メイコは頭の回転が速いし、聡さとい。そのせいで余計に一歩先にいってしまっているのかもしれない。

「だからまあ、バカみたいでも噓うそ八はつ百ぴやくでも、希望を抱いて前に進もうとしているアンタに、全部託したいんだ」

「……褒ほめてくれてるんだよな？」

「『イノベーションを起こす』とか『ニンゲンが世界を変える』とか『自分が成功したら養ってやる』とか言っといて……早速無能を晒さらすなんて普通できないじゃん」

「う……ぐぅ……」

「でもアンタがアタシたちを元気づけようとしていたのは、わかってるから」

　メイコは俺の方ではなく窓の外の夕日を見ていた。

「……いや俺は」

「わかってるから。アンタがそういうつもりじゃなくても、周りはその空元気に、ちょっとは現実ばかりじゃなくて夢を見られたから」

　敵わないなと思って、うつむく。

「……ありがとう。お前も大変なのに俺の家まできてくれて……。助かったよ」

　どん底からは、脱することができていた。

　唯一メイコの前では、なにも気どる必要がなくて、俺は俺でいることができた。

「なんかこうしているとまるで旧人類の……アタシたちがコールドスリープされる前の世界に戻ったみたいだって思わない？」

　小さな一部屋の中にメイコと二人。確かにそこは、ニンゲンだけの世界だった。

「懐かしい気持ちになるな、多少」

「まあアンタは女子と二人なんて機会なかったんだろうけど」

「決めつけんなよ」

「実際は？」

「……なかったけど」

「わはは、もちろんこっちでも別種族の女の子なんて連れ込んでないんでしょ？　でもユージはいじりがいがあって、面白いと思うけどねぇ。あ、男友だちとずっと連つるんじゃってるタイプ？」

「……かもな。友だちがすげー多いってわけでもないんだけど」

「少人数の気の合う子たちと固まってると機会逃すよね。じゃあ、今ももしかしてアタシと連みすぎ？　アンタにその気があるなら他の種族とお茶でもする？」

「しねーよ。……って言ってるからチャンスがないのか？」

　特定の奴とよく連んでいたのは今も昔も変わらない。

　そして自分から積極的にいかないのも、今も昔も変わらない。

「いけいけ、交わっちゃえ」

「『交わっちゃえ』じゃないだろ。……その方向には当面いかないって決めただろ、ニンゲンみんなで」

「縛られてる必要ある？　新しいことをやらないと可能性も生まれないでしょ？」

「ああ……まあ、そうだけどさ」

「確かに当面は考えないつもりだけどさ、亜あ人じんと結婚して普通に幸せに暮らす道だってあるんじゃない？　いやアタシがやりたいわけじゃないけど」

「所帯を持つなんて……信じられないな」

「どういう意味で？　稼かせぎが足りないから？」

「甲か斐い性しようがないのは……昔でも変わらなかったかもな」

「学生の間はいいでしょ」

「いや大人になってから、って意味で」

「そんな悲観的にならなくてもさ。ってアタシが言えた義理じゃないけど」

「本当にそういう意味じゃ、変わらないよな」

　──世界の中での自分の立ち位置は。

　──自分の人生の進む道は。

「周りが変わっただけだからね。無む駄だな実力主義のおかげで、アタシの玉たまの輿こし作戦は台無しになったけど」

　──周りが変わっただけ。

「……どうしたの、ユージ？」

「いや……なんか」

　不思議な、異様な、違い和わ感かんを覚えていた。

「俺はこの世界にきてから、なにが変わったのかなって……」

　世界が変わればいいのにと思っていた。

　普通じゃなく特別になりたかった。

　だけど自分は何者にもなれないのだと高校生の頃には思い知らされ、でもそれをそのまま受け止めるのもむなしくて、妄もう想そうに近い可能性を期待した。

　それこそ、もし自分が異世界に転生し、その場所で一発逆転最強になれたら──。

　くちびるの端が震えた。

　その震えが全身へと広がっていく。

　なにか決定的なことに気づいてしまう、予感があった。

「メイコ、俺は変わったか？」

　俺は尋たずねる。




「いいや、アンタは変わってないよ」




　メイコは答えた。

「なにが、って話なんだけど。そりゃ共和国の知識は増えたり、ロリコンに目覚めたりはしたかもしれないけど。アンタはアンタのままだよ──」

　変わっていない？

　変わっていない。

　変わっていない。

　変わっていない。

　そんなことはありえるのか？

　旧人類は滅んだ。

　七百年後の世界に蘇よみがえった。

『人類』は形を変え多種族が生まれていた。

　世界は劇げき的てきに、もはや根本的に変わったと言ってもいい。




　なのに俺は、今も昔も変わらないのか。




　おかしいだろ。

　異常だろ。

　俺の人生はどうなっている？

　俺が生きる世界自体にとてつもない変化があったから、俺の人生だって変わっていていいはずなのだ。

　だが外の世界は変わっても俺の人生そのものが変わった実感は、なかった。

　まるで運命であるかのように、俺は過去から続く俺の人生を歩んでいる。

　それは、もしかして。

「どうしたの？　ユージ」

　もしかして俺は──。





　　　　　＊






　翌日も二日酔いは絶賛継続中だった。

　気分が悪いのも、酒のせいなのか落ち込んでいるせいなのかわからなくなっていた。

　今日は休みも明け、特別教室の授業がある日だ。

　俺は準備だけはして、教室で待っていた。

　しかし特別教室の開始時刻になっても、生徒たちは姿を見せなかった。

　これが当然なんだろう。半なかば諦めつつも俺は思う。

　──その時、窓の外に信じられないものを見つけた。

　立ち上がって、転びそうになりながら建物を飛び出し、走り寄っていく。

「おい……どうして……」

「せんせい」

　サーシャが特別教室に現れたのだ。

　疑問が先にきて、そのあと感謝と申し訳なさが込み上げてきた。

　サーシャに特段変わった様子は見られない。声色も普段どおりだ。

　あれだけの嘲ちよう笑しようを浴び、傷ついたはずだ。俺に当たってもしかたないと思う。

「本当に悪かった……。俺はみんなにひどいことをした。結果を出すことだけに目がくらんで独りよがりになっていた。……本当に最低だった。すまなかった」

「せんせいは」

　サーシャはゆっくりと口を開く。

「どうして、あんなことをしたのだ？」

　突きつけられたセリフに、言葉を詰まらせる。

　そこに怒りの感情はなかった。

「どうしてって……。俺は……みんなにいい成績をとってもらいたくて……」

「それは本当に、わたしたちのためを思って、やったことか？」

　声色は無感情で平へい坦たんだ。なのに情け容よう赦しやなく追い詰められた。

「俺は……」

「せんせいがなにをやったか、わからせてあげようか？」

　困惑する俺に「そこにいてくれ」と言い残し、サーシャはグラウンドの端の方へ歩くと、大きな一本の木の前に立った。

　なにかもぞもぞと動いてから、サーシャはその木を登り始める。

「おいおい……」

　枝と枝を伝って器用にサーシャは登っていく。

　一瞬生おい茂しげる葉の中に体を埋もれさせて、再び姿を現し、結局高さ十メートル以上の位置にまで登ってしまった。

　その中の太い枝を一本見つけて伝い、サーシャは立ち上がってこちらを見下ろした。

「お、おい！　危ないぞ!?」

　なにをするつもりなんだ。まったく想像がつかない。

「つまりはこういうことなのだ」

　サーシャは木の上から俺に向かって言う。

「わたしはここから飛び降りようと思う」

「は……？」

「受け止めて助けてくれるか、せんせい？」

　飛び降りる？　危なすぎる。だから俺が受け止めて助ける？












「え……じゃあ」

　わけもわからないまま一歩前へ踏み出す。

「動いてはダメだ、せんせい。それ以上動いたら、わたしは飛び降りる」

　なんだって言うんだ。

　木までの距離はどれくらいだろう、二十メートルか三十メートルはあるか。ともかくサーシャが落下する地点まで瞬時に辿たどり着くのは、ニンゲンの俺には不可能だ。

「飛び降りたわたしを助けることができるか、せんせい？」

「……できない」

　次の瞬間、サーシャの体がぐらりと前に倒れる。

　え──。

　倒れて、倒れて、倒れて、そのまま、体と地面が水平になって、木から体が離れる。

　噓だ──。

「本気かよ、おいっ!?」

　落ちていく。

　落ちて、落ちて…………止まって？　上下に揺れて？

　なんだこれは？

　空中にサーシャが浮いている。

　……魔法？

　サーシャは自分の体を垂直にすると見えないなにかをつかんだ。今度はそれを支点にして木の枝につかまる。再び木の枝によじ登る。

　俺はよろよろと木の近くまでは歩いたが、気が抜けてその場でへたり込んでしまった。

「意味もなく飛び降りる気はないぞ」

「なんだ……なんなんだよ……？」

　突飛な行動とは裏腹にサーシャは淡々としている。俺には理解が追いつかない。

　サーシャは枝の上でもぞもぞと動き、なにかを巻きとる動作をした。

　ここからでは見えないが……ロープのようなものを使い、命綱代わりにして飛び降りた……？

「せんせいがやったのはこういうことなのだ」

　そう言われて、息を呑のむ。

　すぐに意味は理解できなかったが、考える。考えざるをえなくなる。

「飛び降りたことは違うぞ？」

「ああ……」

　つまり……俺は、あそこから飛び降りろと言うような、はたまた飛び降りるから走ってきて受け止めろと言うような、無理難題を子供たちに突きつけたということか。

　自身はなんのリスクも負わず、覚悟もなく、きっかけだけを作った気になって、あとはすべて子供たち任せだった。うまくいけば誰か変わるだろうなんてことが、都合よく起こるはずがない。

　誰か一人くらいは成功するだろうなんて発想もありえない。

　実際に試験をおこなうのは一人一人の生徒たちで、その一人一人がどう感じどう思うのかすら考えていなかった。完全に教師失格だ。

「すまない……」

　俺は項うな垂だれる。

　軽い身のこなしで、すとん、とサーシャが木から下りてきた。

　座り込んだままの俺より、今はサーシャの方が大きく見えた。

「せんせいはこれから、どうするつもりなのだ？」

　黒い宝石のような瞳ひとみに、まるで俺を観察しているような、上から見下ろしているような色が混じっている。

「せんせいがあの失敗をどう思い、これからどうするつもりなのか、教えてほしい」

　試されているのか？

　俺に言う権利があるのかどうかはわからないが、ここでしか伝えられないと思った。

「本当にみんなには申し訳ないことをした……。甘い考えでみんなを傷つける結果になって……そのあとまともにフォローもできずに逃げ出して……教師失格だよな」

　いくら失敗がショックだったからといって、自分の気持ちの弱さに負けて生徒たちを蔑ないがしろにしてはいけなかった。自分の中に覚悟があろうがなかろうが、俺は生徒たちの教師だし、その責任を全うしなければならなかった。

「その失敗の償つぐないを、今からでもやりたいと思っている……。いや遅すぎるだろって話なんだけど……」

　なにを言ってもいいわけになってしまう。

　だけどサーシャはこくりとうなずいて俺を促うながすのだ。

　導かれて、もう身を任せて俺は口にすることにした。

「ただ一つ……気づいたことがあって……。あらためて……俺なりにみんなのことを考えてみたんだ。そうしたら……やっぱりなにかはしたいと思って……」

　子供たちは俺を信じてくれていた。でも俺は、それを裏切った。

　すべてを投げ出してしまった。

「どれだけ役に立てるかわからないけれど、俺にみんなのことを手伝わせてほしい……。それが罪滅ぼしになるかわからないけど……、俺はみんなのために頑張りたいと思う」

　俺はよろよろと立ち上がって、言った。

「こんな状況なのに頑張るのか？　せんせいは、絶望していなかったか？　それに不思議なのだ。ニンゲンはもう滅びるしかないのではないか？」

　そこまで俺は、追い詰められていた──けど。

「……俺の周りが変わらなかったのは……俺がなにも変えられなかったのは……全部俺のせいじゃないかって気づいたんだ。だから一度でいいから変わろうと頑張ってみたいんだ。……俺は一度も、本当の意味で戦ったことが……なかったから」

　教師が生徒に話す内容じゃないと思ったが、それで言うなら最初からずっとふさわしくない姿を晒さらし続けている。

「……完全に俺の勝手な希望だよ。しかもそれでうまくいく根拠なんてどこにもありゃしない。もう一回、もう一回って言ってるだけのガキだ……」

「できるならもう一回、チャンスがほしいのだな、せんせいは？」

「……そういう、ことだな」

　そこまで聞くとサーシャは「ふむ」とつぶやいた。

「みんなに教室にきてもらうのは、難しいと思うぞ？」

「……だよな」

　せめてもう少し前に、彼女たちを傷つける前に気づいていたら、別の可能性もあったかもしれないけど。

　ただ、同時に一つ聞かなければならなかった。

「じゃあ……どうしてサーシャはここにきてくれたんだ？」

　感情を殺したようにさらさらと話し続けていたサーシャが、止まる。

　重い口が開くまで、しばらく時間があった。

「……わたしは、せんせいに教えてほしいことがあるのだ」

「なんだ？　言ってくれれば、なんでも答えるぞ」

「どうしてニンゲンは滅びたのだ？」

　その問いは、過去にも尋ねられていた。

「どうして聖せい霊れい族ぞくが滅びるんだろう……ってことか？」

「……しかたのないことなのだろうか？　共通するなにかがあったのだろうか？」

　サーシャは己おのれとニンゲンという滅びるしかない種族を、重ね合わせている。

「ニンゲンがなぜ滅びたか……聖霊族にも共通するかもしれない、そういう本質みたいなものが見つかったら教えるよ。今すぐには答えられないけど……」

　俺が言うとサーシャは満足げに、薄く微笑んだ。

　その笑顔があまりに儚はかなくて、俺は聞かねばならないと思った。

「あと一つだけ、いいか」

「なんだ？」

「どうして木に登って、あんな危ない真似をした？　いくら俺に思い知らせるためだったとはいえ……やりすぎだろ」

「驚いたか？　柔らかくて、なのにとても頑がん丈じようで、透明みたいに澄んだ銀色のロープを使ったのだ」

　サーシャは袖からほとんど透明に見えるロープを取り出して見せた。言われれば、光の反射でキラキラと輝いているのがわかる。かなり細そうだ。

「……んなもんなんで持ってるんだよ？　しかもよくその使い方を思いついたな……」

「一族がよく使っていた素材らしいのだ。わたしの持ち物にこの素材で作ったものが多くて……きっと面白い使い方ができると思っていたのだ」

「面白いじゃねえだろ。落ちたら……下手すりゃ死ぬぞ？」

「別にわたしは、死んだって構わないのだ」

　サーシャは道ゆく人に「おはよう」と声をかけるくらいのたやすさで言った。

　その衝しよう撃げきに、俺はなにも返せない。

「わたしは一人なのだ。どこまでいっても、どこにいっても、ずっと」

　孤独な少女は話し続ける。

「同じ種族で残っている者はいない。誰も悲しむ者はいない。魔法を使えないし特技もないから世の中に影響をあたえることもできない」

　俺はただ、その言葉に溺おぼれそうになる。

「生きて、死んでいくだけなのだ」

「死んでいくだけなんて……。そんなこと言……」

　それを、俺が、言うのか？

　常に死を握り締めていた俺が。

　ダメになったら死ねばいいと思っていた俺が。

　俺には、慰め励はげます言葉はかけられない。そんな資格はない。

　でも不思議なことに、代わりの言葉が浮かび上がっていた。

「……サーシャは、どう生きていけばいいか探しているんだな」

　きょとんとした顔をされた。

「それは……違うと思う。わたしはただ一族が終わりになるから……その理由を知りたいと思っているだけで……。わたしの死とは……なんなのだろうと」

「違うだろ」

　その否定は俺でもできた。

「ニンゲンがどう滅びたか知りたいのも、一族が滅びた理由を考えるのも、死の意味を考えるのも」

　死に惹ひかれているのは、その反対側に存在するものへの強い想いがあるからで。

「きっと、『生きたい』って思ってるからだろ」

　それが俺にはよくわかった。

　なぜなら俺も、同じだからだ。

　生きたい。だから死を意識する。

「わたしにはよくわからないのだ……。どうせ死ぬのに……なぜ頑張って生きるのか」

　サーシャは小さく震えていた。

　その問いにたどり着いてしまったら、きっと答えを見つけるのは難しい。サーシャの場合、物心ついた時からあった環境がそうさせたのだろうか。

「よくわかってないのは……たぶん俺も同じだよ」

　俺も特別な人ではないから、わかりやすい理由は用意されていない。

「ただ……まだ終わりたくない……一度くらいは足あ掻がきたいと思っている」

　情けなくても、往おう生じよう際ぎわが悪くても。

「……死にたくないんだ」

　まさかこんなセリフを口にすることになるなんて、思ってもみなかった。

　俺にとっても不可思議な発見は、サーシャにも驚きをもたらしたらしい。

「……わたしも……せんせいと同じなのか……？　生きたいと……思っているのか？」

　サーシャは混乱しているようでもあった。

「そんなこと……誰にも教えてもらったことなかった……」

　そう言われた時、俺は『もしかしたら』と一瞬だけ思った。

　もしかしたらこんな情けない俺にも、情けない俺だからできることが──。

「……せんせいはもしかしたら、変われるかもしれないな」

　サーシャに、そう言われた。

「そう……か？」

「まだわからないけれど、もしかしたら」

　サーシャは俺に、可能性を見ているのだろうか。

「せんせいが望むのなら……チャンスをあげてもいいぞ？」

　今まで彫ちよう刻こくじみて病的に白かったサーシャの肌に、赤みが差していた。

「……い、いいのか？」

「でも条件があるのだ」

　サーシャの瞳がまっすぐに俺をとらえている。

「エミィとリンもよいと、言ったならばだ。わたしだけじゃ……決められない」

「だとしても……本当か？」

「それができたらだぞ？」

　俺は彼女たちの前から去るべきなのかもしれない。でも、負わせてしまった傷の償いくらいしてから消えたかった。

「わかった。……ただ、エミィとリンの二人と話すためにも少しサーシャの力も借りたい。それは、お願いできないか？」

「わかった、少しなら協力する」

　そしてにこりと、子供とは思えない妖よう艶えんな笑みを浮かべる。

「せんせいがどうやって生きるのか、見せてもらいたい」

　俺とサーシャの間に、確かなつながりが作られていた。

　とても歪いびつで、危うさを孕はらんだ形かもしれないけれど。





　　　　　＊






　翌日俺は初等学校に赴おもむいていた。

　あれから、エミィとリンが特別教室にくることはなかった。黙って待っていても、今後きてくれる可能性も低い。

　学校のグラウンドには遊んでいる子供たちや真面目に体を動かしている生徒がいた。

「あれ、ニンゲンの……ユージ先生じゃないですか？」

「珍しいですね」

　歩いていると、前からきた集団に話しかけられた。

「……ああ」

　久しぶりに会う学校の教師たちだった。研修の時に少し会話したくらいで、それ以来接する機会もなかった。

「そういえば、うわさになってますよ。……この前の模擬試験の件で」

「教えていた生徒たちがひどい点数になったって話ですか？」

　自じ虐ぎやく気味に俺は言う。

「まあ……、そうですね。特例で教師になったけど実力は大丈夫なのかって」

「無理してほしくないというか、僕らに任せてくれていいですからね？」

「はあ、どうも」

「職業カードが剝はく奪だつされるよりも、先に返上して別の資格を得る方が心しん証しようよかったりもしますし」

「忠告ありがとうございます。じゃ」

　俺は短く言って、集団から離れていく。

「……親切で言ってあげてるのにねー」

「……まあ、しかたないんじゃないか？　しかしニンゲンも大したことないんだな」

　背中越しに話し声を聞いた。

　彼らから離れるために一旦廊ろう下かからグラウンドに出た。

　わかっていたとはいえ、俺が職を失うものとして語られているのはショックだった。

　と、グラウンドの端の一角に、見知った姿を見つける。

　雪ゆき人ひと族のエミィだ。

　なんだか懐かしく感じる。どうやら花か壇だんの世話をしているようだった。

　ちょうどその時、男子のグループがエミィに声をかける。

「おい、エミィ！　ボール片付けといてくれよ！　倉庫なー！」

　大声で言いながら男子の一人が乱暴にボールを投げる。

「模擬試験で〇点のやつはそれくらいしないとなー！」

「は、はい」

　エミィは取りこぼしたボールをとてとてと拾いにいく。

　エミィは頼みごとを断らない。

　絶対に受け入れろと、親に言われて都市に出てきたからだ。

　エミィにボールを預けた男子たちは別の遊びを始めた。

　明らかに雑務を押しつけられたのに、エミィは文句も言わずボールを片付けている。

　その姿に、なぜか俺自身の姿が重なった。

　自然と足は、エミィの方へと向いていた。

　はっ、とエミィが顔を上げる。俺と目が合う。

　しばらく硬こう直ちよくしたあとエミィは、目を逸そらして走り去ってしまった。

　そう、だよな。

　ひどいことをして信頼を失った俺は、彼女と話すことさえ許されていない。




「──何度頼まれようが、ダメです」

「そこをなんとかですね……」

　いつもより耳をピンと尖らせた森人エルフ族のレイラは取り付く島もなかった。

　生徒たちとの間を取り持って場を用意してくれないかと、頼み込んでいるのだが……。

「彼女たちは会いたくないと言っています」

「一度話すだけでいいんです」

「しつこいですよ……？」

　レイラが右手をかざすと、そこから風が吹き出してきて、俺の髪を揺らした。

　その風はだんだんと強くなっていく。

「ま、魔法を使うのは反則じゃないですか……？」

「不届き者を追い払うためですから。受け身ができればケガはしません」

「受け身ができる前提はちょっと問題が……」

「あなたには期待しているところもあったのですよ……！」

「なんの騒ぎだ？」

　レイラの後ろから、竜りゆう人じん族のファガールが現れた。

「ファ、ファガール先生！　実は今危ないところでして……！」

「フン、日頃の行いが悪いからだろう」

「ちょっとファガール先生!?」

「……レイラ先生、まあ一度収めましょうか」

「ファガール先生がおっしゃるのなら」

　レイラが発生させていた風が弱まって、俺はほっと息を吐いた。

「模擬試験でとんでもない成績を出したようだな、ニンゲンよ」

　そう話すファガールはどこか嬉うれしそうだった。

「三人とも点数がつかなかった。もちろん文句なしのＧランクだ」

「……はい」

「現状維持すらできずに生徒たちの成績の下降が見られた……。これでは指導能力を疑わざるをえない」

「はい……」

「元より教師の職業カードが特例であたえられたわけだが、あらためて試験を受けることが必要ではないか？」

「……それもしかたないと思います。でもその前に一つだけ、お願いが……」

　恥知らずでも、無理矢理に俺は押し込む。

「俺に生徒たちと話す場を作ってもらいたいんです」

「あなたはまだ言うのですか」

「話す場……？　つまり貴様は、生徒とコミュニケーションすらできていないのか？　そんな状態でいったいなにができるのだ？」

「これを最後のチャンスにしたいんです」

「最後？」

「ええ、最後です。本当に、最後の」

　その覚悟を持って俺は挑むつもりだ。

　金色の瞳が俺を睨にらみつける。体から発せられる威い圧あつ感かんだけで押し潰されそうになる。

　でも引かずに目を逸らさなかった。

　フン、とファガールは鼻息を漏らす。

「貴様の言う『最後』がどれほどのものかは知らんが……二言はないな？」

「ファガール先生、よろしいのですか？」

「責任はすべて我に」

「……そうおっしゃるのなら」

「……しかし、生徒たちと話す場を作るというのは、最終的には本人の意志になってしまうが」

「ファガール先生にはお手伝い頂ければ十分です」

　打てる手はすべて打ちたいのだ。
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　聖霊族のサーシャ。

　雪人族のエミィ。

　妖よう狐こ族のリン。

　すべての授業が終わったあとの学校の教室に、三人は集まってくれた。

「エミィもリンも、きてくれてありがとう。サーシャは手伝ってくれてありがとう」

「……」「……」「うむ」

　サーシャ以外の二人から返事はなかった。

　状況は芳かんばしくない。

　学校の施設を使うからという理由で、お目付役としてファガールもその場にいた。ファガールは少しでも俺の失点を見つけたいのだろう。

　俺は三人と向き合う。

　エミィは不安げな表情をし、リンは敵意を持った目で俺を見ている。

「悪かった。すまなかった。本当に……」

　何度も頭を下げて、何度も謝った。

　その謝罪がどれだけ響いたのかは、二人の反応が乏とぼしいから読み取れない。

「……それでさ、みんなを傷つけてしまったわけなんだけど……できれば俺の話を聞いてほしいんだ」

　リンは横を向いているし、エミィはうつむいていた。

　唯一サーシャだけは興味深そうに俺を眺めている。

「……みんなは本当にすごいと思うんだよ。俺なんかより全然」

　三人からの反応はない。

「俺はな……」

　これは大変な賭かけだった。下手をすればすべてを失うことになる。

　だが──、俺がこれ以上なにを失うっていうんだ？

「俺はな」

　ファガールが聞いていても、関係ない。

「無能なんだよ。本当に……無能な教師だった。なにもできないニンゲンだった」

　その場にいた俺以外の全員が、驚いた顔をした。

「でも俺はもう……認めなくちゃいけないんだ。俺はどうしようもない、役に立たない、とるに足らない奴なんだって」

　さらに皆の表情が驚きよう愕がくの色へと染まっていく。

「……ちょっと、そんなこと言っちゃうの？　マジで？」

　リンが声を出した。

　そう、俺が今話しているのは、本当は言ってはいけないことなのだ。

　実力主義のこの共和国で無能と認めることは、生きていけないことを意味する。

　俺がやっているのは自殺行為に等しいのだ。

「……ニンゲンよ、その言葉が事実なら我らも考え直す必要があるのだが……」

　ファガールが口を挟んできたが無視して、俺はおいてあった鞄かばんの中を漁る。

「これ」

　袋を突き出して、生徒たち三人の前へいく。

　リンとエミィは戸惑っていたが、サーシャが歩み出て受けとってくれた。

「中身を見てくれないか」

「これは……クッキー？」

　サーシャは焦こげ茶色の塊かたまりを指でつまみあげる。

「そうだ、俺が作った。食べてみてくれないか？」

「……これを……か？」

　サーシャは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「とても……かなり……おいしくなさそうなのだが……」

　言いたくなるのはわかる。明らかにそのクッキーは焼きすぎだし、形も悪かった。

「本気で作ったんだからそんなこと言うなよ。……とにかく食べてみればわかる」

「わ、わかったのだ……」

　意を決したようにサーシャは一口。

　バリ、ボリ、ボリとかわいらしくない音がした。

「…………苦い、マズい…………」

　涙目で睨まれた。

「……はじめてなりに頑張ったんだが……」

　料理らしい料理なんてしたことがないし、やってみて才能がないともわかった。

「まあ、言いたいのは、エミィの作ったクッキーの方がうまいだろってことだ。……とにかく俺は料理一つもできないんだ」

　エミィに向かって言うと、彼女は目をぱちくりとさせていた。不安と恐怖は、驚きによって上書きされている。

「それからファガール先生は、ある程度護ご身しん術じゆつにも長たけてますよね？　少なくとも俺には負けることはない」

「専門にはしていないが、貴様よりは何倍も上だろう」

「じゃあ……本気でいかせてもらってもいいですよ……ねっ!?」

　俺は机と机の間を走ってファガールへと突撃していく。拳こぶしを握る。

　俺はファガールに殴りかかる。

「ぬっ！」

　横なぎに衝撃。

　──ガラガラガシャンッ！

「ぐっ……がっ……!?」

　俺は吹き飛ばされて机をなぎ倒したところで停止した。

　一瞬遠のきかけた意識がすぐ戻ってくる。代わって痛みが、遅れてやってきた。

　右肘が痛い。腰が痛い。右の太ももも痛い。

　でも一番は、じんじんと痛む左肩だ。左肩にファガールからカウンターの一撃を喰らっていた。

「貴様なんのつもりだっ!?　その気なら我も容赦せんぞっ！」

「……ち、違うんです！　これは俺が全然弱いってことを示したくて……。あの、なので落ち着いてください……。もうしませんので……」

　あまりの迫力に殺されるかと思った。

「そう……なんだよ、俺は弱いんだよ。たぶん傭よう兵へいの中で最弱と呼ばれている奴にも勝てない。……つーか、いってえ。でも……ごめんな、絶対リンの方が痛かったよな」

　リンを見ながら俺は言った。

　彼女もどう捉えていいのかわからないような、困惑の表情で俺を見ていた。

　よろよろと俺は立ち上がった。

　思ったよりもダメージがあった。でもこの間のリンはもっと攻撃を喰らっていた。

　次に俺は息を吸って、両手を前に突き出した。

「はあああああああああああ！」

　腹の中から声を出す。

　あまりの大声に皆が身構えた。

　しかしなにも、起こらない。

　本当にこれっぽっちも、なにも、起こらない。

「……魔法のある世界に生きてたらさぁ、ちょっとくらい魔力に目覚めるとか、あってもいいと思うんだけどなぁ……」

　俺は両手を下ろして、サーシャに向き直る。

「俺は魔法も使えない。つーか魔力さえ一切ないんだ。……マジでゼロだぞ？　魔法を使える可能性がそもそもまったくないんだ」

　俺を観察するサーシャも、意外そうな顔をしている。

「今見てもらったようにさ……、俺は本当になにもできないんだ。……ニンゲン全員の話じゃなく、俺の話だからな。ただ俺が無能なんだ」

　俺は今の自分を認めて、晒す。

　もう逃げ道はないし、誤ご魔ま化かしは利かない。

　世界と周りの状況がこれだけ変わったんだから、目覚めた時に少しくらい俺自身に変化があってもよかったんじゃないかとは今でも思う。

　だけど技能が身につくわけでもなく、強くなるわけでもなく、魔法が使えるようになるわけでもなかった。

　俺は、変わらなかったのだ。

　だから悟らざるをえなかった。

　ニンゲンが滅んでも、亜人が生まれても、魔法が生み出されても、どれだけ世界が変わっても──、俺自身が変わらなければ、俺の立ち位置はさほど変わらない。

　幸も不幸も。成功も失敗も。結果も成果も。

　だからこそ、望む俺になる方法もとてもシンプルだった。




　俺が、変わればいい。




　勝手に変わるんじゃないかと、俺はどこかで思い続けていた。

　七人のニンゲンは蘇った。

　もうそれだけで劇げき的てきなストーリーで、きっとなにかが起こり、俺は特別な存在になれるかもしれないと期待した。

　だが実際には俺たち七人を主人公とした絵になるストーリーは勝手に始まらないのだ。

　己の人生を変えたければ。

　何者かになりたければ。

　想像するのでもない、ニンゲンの英知が築いたテクノロジーに頼るのでもない、偶然と幸運に期待するのでもない。

　創るのだ。

　残された旧人類最後の物語を、旧人類が誇れる英えい雄ゆう譚たんにするのは、俺自身なのだ。

「無能だったけどそれはこれまでの俺だ。……これまでの俺にしたいと、思っている。俺は、変わるよ」

　決意して、宣言する。

　俺はファガールに向き直る。

　ファガールもどうすべきかわからない顔をしていた。こんなに困った表情が出ることも珍しい。

「ファガール先生、この三人が模擬試験で失敗したのは俺のせいなんだ。俺がまだ共和国に不慣れで、間違った指示をしてしまった。だから三人の実力が正確に測れたとは言い難い。つまり試験として、成り立っていないんです」

　無茶な論理であるのは承知だ。

「だから生徒たちに再試験のチャンスがほしい。そのチャンスをもらえたなら、俺は必ず結果を出させてみせる」

　他人任せではなく、今度こそは自分の試験として向かう。

「…………なにを言っている？　なぜ貴様の望みどおりになる？　……そもそも、貴様は自分を無能と認めたのだろう。そんな者になぜチャンスをやらねばならんのだ？」

「教師として地位が高い、ファガール先生なら可能だと思うんですが」

「……安い挑発をすれば、自分の思いどおりにいくと思っているのか？　だとしたら愚かとしか言いようがない」

　覚悟はもう、決めてきた。

「俺のクビを賭けます、って言ったらどうします？」

「……クビ、とは」

　ぴくりと、金色の目の上の眉が動いた。

「そのままの意味です。教師の職業カードを返上しますよ」

「ほう……、そして別の職業に就つかせてくれと」

「いいえ、特例を認めてくれなんて言いません」

「正しく実力を示すなら……問題はないが」

　ファガールは別に俺のことを嫌っているわけではない。ただ特別扱いが許せないだけなのだ。……たぶん。

「魔法も使えないニンゲンに、簡単に新しい職が見つかるとは思えんが……」

「だからこそ俺のクビを賭かけることに意味があるんでしょ？」

　無理矢理くちびるの端を吊り上げてみる。

　にやりとファガールがくちびるを歪め、顎あごひげをなでた。

　種族が違っても伝わるものは、伝わる。

「ニンゲンの可能性とやらを、我もすべて見られたとはまだ思っていない」

　フン、とファガールは鼻を鳴らした。

「事情があり当日模擬試験を受験できなかった者のために、二週間後に予備日がある」

　初耳だ。教えられていなかった。

「そこに貴様の生徒たち三人をねじ込んでやろう」

「ほ……本当ですか？」

「気高き竜人族に二言はない。しかし貴様も同様にだぞ？」

　巨体が前屈みになって凄んでくる。尾も威い嚇かくするように揺れている。

　怯ひるまずに、俺は一歩前に出た。

「はい……わかりました」

　ファガールは体を起こして、俺を見下ろす。

「そもそも再試験で結果を出したからといって、貴様のクビが回避できると決まったわけでもない」

「でも俺がここで結果を出したなら、ファガール先生は俺を辞めさせますか？」

　上からでもなく下からでもなく、対等な立場で俺はこの竜人族とぶつかっていた。

「実力を証明したのなら、辞めさせないな」

　ファガールは今までで一番楽しそうに、笑った。

「二週間後が楽しみだな」





　　　　　＊






「必要な手続きをしてこよう」とファガールは教室を出ていった。

「はぁ～～～～……！　やってみるもんだな……なんとかなった……」

　俺は手を膝について思いっ切り溜息を吐いた。

「せんせ……」

　エミィが手をこすり合わせながら、心配そうな声でつぶやいた。

「……ん？　どうした？」

「あの……ええと……その……」

　俺が尋ねるとなにかを言おうとして、うつむいてしまった。

「なんかさ……センセー、すごいこと言ってなかった？」

　エミィの代わりにリンが会話を引き継いだ。

「なんにもない俺にしては、結構頑張ったろ？」

「自じ慢まんはしなくていいから。……真面目な話さ、センセーは仕事をクビになって大丈夫なの？　都市で暮らせなくなったら、ホント死ぬんじゃない？」

「俺が都市を追われたら、ほぼ間違いなく死ぬな」

「死ぬんじゃん……」

「なにせ実力がないからな」

「……だからそれ、認めちゃっていいの？　……前ぜん代だい未み聞もんだと思うんだけど？」

　リンは完全に呆れ果てていたが、代わりにサーシャは興味津々だった。

「でも『これまで』なのだろう？　『これから』は違うのだろう？」

「一応そのつもりだけど、ぶっちゃけ俺にもどうなるかはわからないよな」

「それでクビ賭けていいの？」

　真剣に言ってくれるリンは、本当にやさしい奴だった。

「……俺がやらかした分、最低限、この前の試験の成績は、チャラにしたかったから」

　本当に最低限、だと思うのだが。

「いや、でも……模擬試験だよ？　別に今回の点数が悪いからって、あたしたち死ぬワケじゃないし」

「でも影響がないわけじゃないよな？　……俺の事情で再試験だってことがわかれば、今回成績が悪かったのは全部俺のせいになる」

「体張りすぎでしょ？　……いや、センセーにはむかついてるし、なにも許してはいないけど、命賭けられるのはちょっと……」

「あー、別に再試験で絶対点数とれと言うつもりもないぞ？　だまし討ちの借りを一部返すだけだ。俺のクビがかかっているのは気にしなくていいし、試験でなにをやるかもみんなに任せる。……もちろん点数とってくれると嬉しいけどさ」

「……それでは、わたくしがＧランクになっても……せんせは構わないのですか？　共和国で暮らせなくなっても……」

　声はいつもより小さかったけれど、エミィが俺に話しかけてくれた。

「もしそうなったら、しかたないよ」

「……なんか、自分を犠ぎ牲せいにして悦えつに入ってない？　勝手に命賭けられても、あたしたち迷惑なんだけどさ……！」

　リンは苛立ちを隠さずに言う。

「みんなも少しは喜んでくれるんじゃないかと、俺なりには考えたんだけど……な」

「どこがっ!?」

「一つだけ、今から俺が言うことを、胸に手をおいて考えてもらいたいんだ」

　俺はゆっくりと三人の顔を見てから告げた。




「みんなも変わりたいと思っているだろ？」




　これは、俺だけの話ではないのだ。

「なあ、リン？　そうじゃないか？」

「べ、別にあたしは……変わりたいっていうか、自分にできることを見つけたいと思ってはいるけど……」

　リンはそわそわと体を前後に揺らす。

「だったらなんで俺の教室にきてるんだ？」

　答えははじめから、わかっていた。

「え……」

「変わりたいって思ってなきゃ、こんなニンゲンのわけわかんない教室に、指名されたからってこないだろ。拒否だってできたはずだ」

　みんなきっかけを欲している。それだけには確信を持てた。だから俺はこうすることにしたのだ。

「そ、それは……」

　リンから反論は出てこない。

「サーシャも、どう生きるべきか探しているっていうのは……つまり、今の自分から変わっていきたいってことだと俺は思っている」

「え……うん」

　少し強引だが、サーシャはこくんと首を縦に振った。

「でもって今一番『変わりたい』って思ってるのは、たぶんエミィだよな」

　俺に名指しされたエミィは、びくりと肩を上げた。

「……怒ってるわけじゃないからな？」

「ごめんなさい……」

「あー、だから、怒ってるんじゃなくて」

　小さくなるエミィに、なるべくやさしく言う。

「エミィはさ、これから都市で暮らしていきたいと思っている雪人族を代表して、都市にきてるんだよな？　だから一族全員が使える雪魔法以外での稼ぎ方には興味がない」

　震えながらエミィはうなずく。

「都市で一族の稼ぎ方を確立するなんて、すごい挑戦だよ。本当にすごい」

　俺がエミィに向けて話す様子を、サーシャもリンも黙って見ていた。

「だからこそ、だろ」

「……え？」

「変わらなきゃいけないんだ」

　俺の想いは、種族が異なり文化が異なる彼女に、どれだけ届いているのだろうか。

「たとえばエミィは『頼みごと』を断らないけど、もうそれじゃダメだって気づいていると思うんだ」

「……頼みごとは聞きなさいと、一族に……お父様に言われてきているので……」

「うん、わかってる。というか俺自身、偉そうには言えないんだ。エミィにも指し摘てきされたけどさ、俺も上じよう司しに言われたら、仕事だからしかたないって、なんの疑問もなく指示されたとおりにやってたから。まあ、同じなんだよ」

　年齢差があるので俺の方が圧倒的に恥ずべきではあるが。

「今まで俺は、本当に他人任せだったんだ。流されて、大事なことをなに一つ自分で決めないでいた。今までやっていけていたから、それでいいんだって勘かん違ちがいしていた」

　ふらふらとずっとレールに乗っかって生き続け、コールドスリープされたのも親に言われたからで、この世界に蘇ってからもＡＩのシドの言いなりだった。

「でもやっていけているつもりでも、実際全然ダメだったんだよな。周りがやさしくて運よく気づかなかっただけでさ」

　そして俺はぶち当たってしまった。

「その生き方じゃいつか限界がくる。俺みたいにな」

　こんなにもわかりやすい反面教師はいないだろう。

「今エミィも、そういう場面にきていると思うんだ」

「わたくしが……ですか？」

「エミィは、周りにいいように使われてないか？」

「ちょっとセンセー、言い方ってもんが……」

　リンが割り込んできて言う。

「違います……。頼まれたので……。相手の役に……立っているのです」

　エミィは俺の目を見ずにぶつぶつと言う。

「そもそも雪人族は、まだ誰も都市に適てき応おうできてないんだよな」

　一旦不思議そうに首を傾げてから、こくんとエミィはうなずいた。

「そんな奴らの言いつけを守ったままで、都市で成功できると思ってるのか？」

　エミィの目がはっ、と見開かれる。

　そうきっと、エミィも本質的には気がついているのだ。

「エミィは雪人族の枠内から飛び出さなきゃいけない。このままじゃダメなんだよ」

　エミィの目に涙が溜まっているように、俺には見えた。

「わかるぞ、たぶん俺も……同じだからさ。一人で都市に出てきて不安だよな？　なにかに縋すがりたいよな？」

　縋りたい。

「実力主義で勝手に頑張れなんてやってられないよな？」

　やってられない。助けてほしい。

「誰かに言われたとおりにしておきたいよな？　そうなったら、自分は悪くないって、いいわけできるもんな」

　逃げ道を作っておいてほしい。

「でもさ……、誰かに言われたとおりにしているだけじゃダメなんだよ。今まで誰もやってないことをやるんだから、自分で生み出していくしかない。誰かが決めてくれたことをやっていて、そのゴールに辿り着けるはずないんだよ」

　そう、俺ももうわかっているのだ。

「これは、エミィが変わって、雪人族が生きられる世界にするって話なんだ」

「せんせ……」

「辛いと思う……。きっとたくさん苦労がある。頼りになる人もいないし、失敗したら自分の責任だし、成功するとも限らない。それでも……戦うしかないんだ」

「せんせ……」

　もう一度、エミィが心配そうな声で俺を呼ぶ。

「せんせはどうして……泣いているのですか？」

　俺はどうやら涙を流しているらしい。まさかと思って頰ほおをなでると、本当だった。

　生徒に指摘されて自覚するとは情けない。

　だけど情けなくても、涙を拭ぬぐって俺は続ける。

「自分のためだけじゃなくて村を、一族みんなを背負おうとしているエミィは……偉いよ。……一人で助かることばかり考えていた俺なんて、足下にも及およばない」

「わ、わたくしは……」

　エミィはつぶやきかけて、うつむく。小刻みに震えてもいる。

　その姿があまりにか細く映ったから、俺はエミィの頭に手をおいた。

「だからエミィには成功をして、報むくわれてほしい。俺になにができるってわけじゃないけど、もしよかったらここをきっかけにして、羽ばたいてもらいたい。……いつか、あんなニンゲンの先生との関わりも、意味があったなって思ってくれたら……嬉しいな」

　自然と紡ぎ出された言葉は、ほんの少しだけ、教師らしいセリフになった気がした。

「エミィは変われるよ」

　その言葉が彼女の琴きん線せんに、触れたらしい。

「わたくしは……変われるんでしょうか……？」

　両腕をクロスしてこすり合わせながら、顔を隠す。涙に濡れた声になっていた。

　今目の前にいる少女のために、一族の命めい運うんを背負い一人で都市で戦う少女のために、俺ははじめて本気で教師になりたいと思った。

「もしエミィが、みんなが、変わりたいなら、俺は手伝うよ。……頼りないだろうけど、ちょっとしたきっかけだって利用してくれたらいい。だから……もし許してくれるならだけど……」

　共和国にきて以来、今この瞬間が一番緊張していた。

「もう一度……俺がみんなの教師をやってもいいかな？」

　しゃがんで目線を合わせて、俺はエミィに言った。

　ぽすん、と折れそうな体が俺に飛び込んできた。

　俺はそっとその体たい軀くを受け止める。

　体は驚くほどにひんやりと冷たかった。

　たぶんニンゲンよりも平均体温が数度は低い。

　ニンゲンとは人種が違う。

　だけどニンゲンと大した差のない種族の、子供だ。

　エミィは俺の体にしがみつき、泣き始めた。

「うう……ひっく……泣いちゃダメ……泣かないって……決めたの……です」

　そんな風に決めたのは、自分の意志だろうか。

「いいんだよ。泣けよ……別に命令やお願いじゃないぞ。エミィはエミィのために、泣いていいんだ」

　決意を新たにしただけで、すぐになにかはできないかもしれない。

　でも時間はかかるかもしれないけれど、必ずエミィは変わっていけると思った。

「頑張ってみようぜ……まずはこの二週間。……エミィ自身のためにな」

「はい……う……うう……ひっくひっく……」

　ついにエミィがボロボロと涙を零こぼす。

　教師らしいことができたのかなと思う反面、恥ずかしさも込み上げてきた。

「冷たっ!?」

　凍るような冷たさを感じて、俺は後ろに飛び跳ねた。尻しり餅もちをついてしまう。

　投げ出される格好になって、エミィもよろめいていた。

「あ……悪い。え……ていうかおい!?」

　エミィを助け起こさなければならない。でも驚きの感情が先にきてしまった。

「エミィお前……服が……涙が凍ってるぞ」

「え……え？」

　エミィは自分の体を確かめる。涙が落ちたと思おぼしき部分が凍っている。

　雪を操る魔法しか使えない、雪を生み出せないはずのエミィが？

　都市で雪を操ろうとしても、冷気を出すことくらいしかできないのに？

「……ほんとなのです」

　エミィもなにが起こったのかわかっていなそうだ。

　新しく出てきた涙をエミィは手で拭う。

　その瞬間、俺は閃ひらめいて口にする。

「エミィ……それを凍らせてみて……くれないか？」

「凍らせ……はい……わっ!?」




　──ピキピキッパキッ。




　エミィのほんの少しの涙が数十センチの細長い氷になった。

　自分のやったことが信じられないみたいに、エミィは何度もまばたきをしている。




「お前もしかして……自分の涙を使えば雪魔法を使えるんじゃないか？」










　グラウンドでエミィは自らの力を振るう。

「えいやぁ！」

　パキパキパキパキッ──。

　まっすぐに薄い氷が地面に伸びていく。

　雪を操ることしかできなかったはずのエミィは、今やなにもないところに氷を生み出せるようになっていた。

「で、できましたっ！　今までの最長記録です！」

「よしよし、よくなってきてるな」

　予備日でのリベンジが認められてから三日が経ち、試験までは残り十日となった。

　エミィは確実に一つの壁を越えていた。

　自らの涙なら雪魔法で凍らせることができる──その力があるとわかってから、様々な実験を繰り返した。

　結果、エミィの体から出た涙などの水分、もしくはエミィが水魔法で生成した水ならば、雪魔法で凍らせることが可能だと判明した。

　同じ水系統であるため、雪ゆき人ひと族ぞくは少量の水を散さん布ぷする水魔法なら使うことができた。『水魔法→雪魔法』と手順を踏んで魔法を発動させ、雪のない都会でも雪魔法を使うことに成功したのだ。

　水を凍らせるなんて思いつきそうな発想だが……魔力を一度の変換で具現化するのが『魔法』というものらしく、普通は踏まない手順らしい。確かに『水魔法→雪魔法』と二度の変換を挟むより、一発で『雪魔法』を使える方が効率がよくて評価される、という論は納得できた。

　だが重要なのは、エミィが雪魔法を使えるようになったという事実だ。

「あとはどうやって稼かせぐ方法と結びつけるか……。野や生せいの動物を凍らせて仕留めて、そのまま冷凍保存もできるってくらいになれば評価はされると思うんだけど」

「……う、薄い氷で足下を滑りやすくすることならできるのです」

　エミィにできるのは、まだその程度のことだった。

「雪魔法が使えるようにはなったんだ。これで将来の稼ぎ方を考えますって言えば、最低ランクにはならんだろ」

　今の段階では、稼ぎ方までを完璧に示す必要はない。その見込みがあるという評価が得られればよい。

「せんせ、ありがとうございますっ」

　エミィはお辞じ儀ぎをしてから、とびきりの笑顔を見せてくれる。

「だから何回も言わなくていいって」

「それでも言いたいのです！　……せんせの、おかげです」

　あの日からずっとこの調子だった。

「わたくしはもっと頑張っていい成績を出すのです！　そして一族のみんなを都市に呼ぶのです！」

　真面目な子だから、歯車が嚙かみ合うとすべてが好転し始めていた。

　そして、人からの頼まれごとへの対応にも、変化が現れているらしい。

「練習、張り切りすぎるなよ」

「はい！　やりすぎずやらなすぎず、試験日までに仕上げられるよう頑張ります」

　ここまでしっかりされたら、もう言うこともない。




「……本当にうまくやっちゃったみたいだねぇ」

　教室に戻ろうとした俺に、窓からリンが気け怠だるげに声をかけてきた。

　リンは「再試験をやるからにはここにくるよ。……そうしないと成績悪かった時にセンセーのせいにできないし？」と言って、特別教室にきてくれている。

「なんだよ、いいことだろ？」

「いや、いいことだと思うよ。エミィの成績が上がるのは、あたしも嬉うれしい」

「なのに……不満そうだな？」

「不満っていうか、センセーにとってうまくいきすぎなのが釈しやく然ぜんとしない」

「……まあ、面白くないのかもな」

「ちょっと信頼し始めたところで裏切られて、模も擬ぎ試し験けんでボコボコに殴られて。あ、無抵抗にボコられたのはセンセーへの当てつけだったから」

　ぐさりと胸に刺さることを言ってくる。

「……悪かった。本当に……」

「ガチで謝ってこないでよ、八つ当たりの嫌みなんだから。へこまれたらあたしがイヤな奴になるじゃん」

　リンはこれまでのことをどう思っているのだろうか。ともかく、普通に話してはくれていた。

　リンは体を小さく揺らしながら、溜ため息いきを吐つく。

「でもエミィにそこまで頑張られたら……あたしも頑張るしかなくなるっていうか」

「そうしてくれたら、嬉しいよ。俺も力を貸すし」

　俺としては再試験でなにをするか、どれだけ頑張るかは本人の意志に任せるつもりだ。ただ特別教室にきてくれるのなら、やれる限りは生徒のために力を尽くしたいと思っている。

「あ、勘かん違ちがいしないでよ。別にセンセーのこと許したわけじゃないから。……ただ再試験でまた成績が悪かったらダサいし。まああと二週間と思えば、センセーがなにをするのか、ちょっと見てもいっかって思っただけ」

「わかってるよ。じゃあ、これだけは先に聞かせてもらいたいんだが、リンが身しん体たい強きよう化か術じゆつに頼らない稼ぎ方をしたいって言ってるのは、……身体強化術をうまく使いこなせないからか？」

「そこは知ってるんだね。……どう使いこなせないかも、知ってるの？」

「いや……詳しくは」

「ふうん、そうなんだ」

　露ろ骨こつにほっとした顔をする。

「でも……、勝手に道が決められるのがイヤってのもあるけどね。……うん、ホントに」

　ごにょごにょとリンは言っているが、表面上で語っているだけに見える。

　悩みの本質は身体強化術にあって、リンは向き合うことを避けているのではないか。

「どう使いこなせないか教えてくれないか？」

「ヤダ」

「……『ヤダ』じゃないだろ。やれとまでは言わないから、原因を教えてくれないと」

　そっぽを向いたリンだったが、これじゃダメだという意識は本人にもあったのだろう。腕を組んで沈ちん黙もくしてから、口を開く。

「……じゃあさ、たとえば、先生の一番人に知られたくない趣味とか秘密とか性せい癖へきとか思い浮かべてみてくれる？」

　言われて思い浮かんだのは──自分はいつだってこの都市を滅ぼせるんだ。

「思い浮かべた？　それを口走ってみんなに知られたら、どう思う？」

「ないわ。ない。絶対ない。もうこの都市から出ていくしかない」

「そう！　そういうことだから！　わかった？」

「つまり……身体強化術を使うと、リンの知られたくない性癖が出てしまうのか」

「違うから！　あたしの気持ちをわからせるためのたとえ話だから！」

　むー、と頰ほおを膨ふくらませながらリンが睨にらんでくる。

　でもそんな表情を見せるのも、少しは俺を認めてくれたからか。

　そのあとリンは、俺をじっと見ながら訝いぶかしげな顔をした。

「ねえ……、センセーはどうして急に変わった……かはわからないけど、変わった感じがするの？」

　いくらかは変われたんだろうか。もし変われたのだとしたら。

「これ以上ない失敗をして……、自分の実力を悟らされて……、もう逃げ場もなくて、自分がこのままじゃどうにもならないって、気づかされたからかな」

「気づくだけで、どうにかなるものなの？」

「……周りの助けはあって、だろうな」

「それって、友だち？」

　尋たずねられてまず思い浮かんだのは、メイコの姿だ。

「まあ、友だち……かな。ちょっと違う気もするが……」

「……それって、女の人？」

「ん？　まあ、女だけど」

「それって、それって、それって、もしかして好きな人だったりする？」

　食いつきがすごい。

「……いや、好きな人とは違うし、たぶんお前が期待するようなものはない」

「付き合ってんの？」

「聞いてんのか」

「じゃあさっきは友だちともちょっと違うって言ってたけど、なんなの？　センセーを変えるほど影響をあたえる人はさ」

「……戦友ってとこかな。……ニンゲンは運命共同体みたいなところがあるから」

「ねえセンセー、告白しなよ」

「…………はぁ!?　なんでそうなるんだよ!?」

　リンは窓から身を乗り出してくる。

「でも、まんざらでもないんでしょ？」

「ち、違うって……」

「本当にお互いに気持ちがゼロなら、あたしも無理にとは言わない」

　リンは真面目な顔で……でも目を爛らん々らんと輝かせて、体をゆらゆら左右に振っていた。

「でももしセンセーがチャレンジするなら、試験であたしにやったことを許してあげてもいいよ。だって、可能性に挑戦させるんだから、似たようなもんでしょ？」

　可能性……皆無ではないと思う。でも大切なのは、お互いの気持ちであって……。

「ね、絶対いけると思うからさ」

　俺は──。





　　　　　＊






　いつもの酒場の定位置で、メイコは先にエールを飲み始めていた。

　店員に注文をしてから、俺もメイコの隣に座る。

　料理がくるまで黙って待っていると、メイコが言ってきた。

「……で、今日はどうしたの？」

「なにが？」

「いつもと様子が違うじゃん。なんか思い詰めてるみたいな」

　やっぱり敵わないな、と思う。

「再試験がヤバそうとか？」

「今頑張ってる最中だよ」

「前にも言ったけど、アンタがクビを賭かけるとかいう話、アタシの職場でもフツーにうわさになってるからね？」

「おう」

「『おう』じゃないわよ!?　アンタが無能だってバレたらアタシにも被害あんのよ」

「め、迷惑はかけないようにするから……」

「……アンタとはどうせ運命共同体だから、いいんだけどさ」

　はっ、とさせられる。やはりメイコも運命共同体という認識を持っている。

　俺とメイコは同じニンゲンで、この都市で唯一本当にわかり合える者同士で、いつも一緒にいて、支え合っているから──。

「メイコ。俺たち、付き合わないか？」

　気き負おいすぎず、自然な口調で言えた。冗談のトーンではないとはわかったのだろう。

　メイコは俺の方を向いて目を見開き、それからとろんと目を細めて薄く微笑んだ。

　ゆっくりと、艶つやっぽいくちびるを開き、言葉を紡ぐ。




「……いや、悪いけど、そういう対象として真面目に考えたことなかった……。もしいつものアタシの態度で勘違いさせちゃってたら……ゴメンね？」





　　　　　＊






「お前のせいでフラれたじゃねーか！　どうしてくれるんだ！」

　翌日、特別教室にやってきたリンに向かって俺は喚わめき散らした。

「あははははは！　マジ？　フラれたの？　うっそだー！　……ゴメンね？」

「『ゴメンね』じゃねーよ！　同じこと言われたよっ！」

　そのあと頭が真っ白になった俺は「まあアタシも思わせぶりなこと言ってたし」とか「男たるもの据すえ膳ぜん食わぬは恥だもんね」とか「アンタのこと嫌いじゃないしこれまでどおりでいようね」とか散々慰なぐさめられた記憶があるが、それもまた恥の上うわ塗ぬりだった。

「ふっ……ふふっ……フラれたって、センセー……可哀想……ふふ」

　リンは笑いを堪こらえきれないようで必死に手で口を押さえている。

「お前……笑いごとじゃないからな……？」

「マジでゴメンって。謝る。……だけど、これでおあいこってことでさ」

　そう言われると俺も強くは言えなかった。

「……これも罰として受け入れるよ」

「いやぁ……あたしも『いけるんじゃない？』って思ってたんだけど……」

　リンもバツの悪そうな顔をしていた。

「でもおかげで……、あたしも引けなくなったって思ってる。ここまでやらせちゃったんだから……」

　真面目な声色に変わっていた。

「センセーは、あたしに身体強化術を使ってほしいんだよね？」

「リンのためにもそうしてほしいって、思ってるけど」

「じゃあ見せてあげる」

　申し出に驚く。

「そしたらどうしてあたしが嫌がっているかも、わかるはずだから」

「……いいのか？　なら頼む」

　体を張った俺を、リンは認めてくれたらしい。

「ただし、本当の本当の本当に気をつけて、気を引き締めてね」

「わかった。……でもなんに対する警戒なんだ？」

「舐なめてるとヤバいよ、センセー」

　リンは本気で俺のことを心配しているようだった。

「下手すりゃ、死ぬよ？」




　時刻は夕方になろうとしている。

　教室内にいるのは俺とリンの二人だ。サーシャとエミィには、今日は早めに帰ってもらった。

　俯うつむき加減のリンの顔は金色の髪に隠れて、表情はよくわからない。

　リンは俺の前で身体強化術を使うのに、一つ条件をつけた。

『二人きりで……。他に誰もいない教室で、ね』

「心の準備は、いい？」

　リンが聞いてくる。

「いつでも大丈夫だぞ」

「……あとでヘンな目で見ないでよ？」

「見ねえよ」

「……信じるからね」

　どれほどの覚悟が要るものなのか。そして、リンにどれほどの変化が起こるのか。

「じゃあ……いくよ」

　リンが細く長く、息を吐き出した。

　一気に緊張感が増した。

　向かい合うリンの雰囲気が、変わる。

　今までに相対したことのない異様な空気感が伝わってくる。

　生なま唾つばを飲み込む。手が汗ばんでくる。俺はリンを見守り、待つ。




　リンの頭からぴょこんと獣けもの耳みみが生えている。




　我が目を疑った。

　なにが起こったかわからなかった。

　誰かと入れ替わった？　そんなことはない。目を逸そらした覚えはない。変装した？　いやあれは本物だ。

　じゃあ、元から生えていた？　違う。そんなものは絶対になかった。だから。

　その狐きつねのような耳は今唐とう突とつに生えたのだ。

　変化はそれだけではなかった。

「耳と……あと目も……尻尾しつぽ……？」

　瞳ひとみが妖しい赤に輝く。

　さらにふさふさとした狐の尻尾がくるんと弧を描いた。

　もう、間違いがない。

「はじめましてと言うべきかしらぁ？」

　リンの体に、一部半獣人のような特徴が現れたのだ。

　予告されていても目で捕らえられないほど、その変身は一瞬の出来事だった。

「あ、もちろんこれは本物よぉ？」

　リンは自分の頭を指差しながら、獣耳をぴこぴこ動かし、尻尾をふりふりと揺らす。

「これが……身体強化術……か」

「正解～、よくできましたぁ～」

　ぱちぱちとリンは手を叩いた。

　先ほどからの妙に甘ったるい口調が気になる。

「とりあえず、よろしくねぇ」

　リンが手を差し伸べてくる。

　反射的に手を伸ばすと──その腕をぐいと引き寄せられた。少女のものとは思えない強い力にバランスを崩し、俺はリンに抱き留められると、そのまま。




　口づけされた。




　くちびるとくちびるが触れ合っている。

　それだけではない止まらない。絡みついてくる。侵入してくる。

「ぷはっ!?　はぁ!?　……どわはっ!?」

　解放された瞬間、腹部に強烈な一撃をもらった。

　吐きそうになって、口を押さえながらその場にうずくまる。

　殴られたと気づいたのはそのあとだ。

「……は……が……な、なんだよ!?」

　キスされたのか、殴られたのか、どちらかは幻まぼろしだったのではないか。

　行動と行動がかけ離れすぎていてわけがわからない。

「センセーのおかげで久しぶりに出てこられたからぁ、それは感謝してるしぃ。けどこの間ボコボコにされちゃったのは痛かったしぃ。親しん愛あいも憎しみも両方あるからぁ、両方やってみたぁ、みたいな？」

　ぺろりと舌なめずりをしながらリンは言う。












「いや意味が、わかんねえぞ……」

「ああ、そうねぇ……センセーにはそもそも今のアタシを理解してもらうところから始めないとねぇ」

　今のアタシ──とは？

　身体強化術発動中のリンは、身体能力が強化されるとは聞いている。

　だがそれだけではなく喋しやべり方も性格も変わってないか？　もはやなにかが根本的に違うように感じられて……。

「別の人格……二重人格……か？」

　言ってみると、リンはにこりと微笑んだ。

「アタシはそれも違うと思ってるわぁ。でもそうねぇ、そういう理解でもいいんじゃないかしらぁ？」

　力を使うと別人格になる。そんな特性があるなら、リンが力を使いたがらない理由になるのかもしれなかった。

「ちなみにセンセーのその予想は間違ってると思うわぁ」

　指し摘てきされて、どきりとする。

「待てよ……人の心を読めるっていうのか……？」

「読めはしないわよぉ。ただだいたいの考えなら臭いでわかるっていうかぁ」

「……臭い？」

「ところでぇ、いつまで寝ているのかしらぁ？」

　ひざまずいていた俺を、リンが引き起こす。

　腕が抜けるかと思うくらい一気に引き上げられ、俺はふわりと立ち上がる。

　一瞬、完全に俺の体が宙に浮いていた。

「ねえ、殺していい？」

「え──」

　背筋を怖おぞ気けが這はい上がる。

　これは、強者に睨まれた弱者の、本能的な恐怖だ。

「ウソウソ、冗談よぉ、冗談。本気にしないでねぇ？」

「は、ははは……」

　リンは満面の笑みで、対する俺は口の右端を引きつらせることしかできない。

「と、ところで今リンの身体能力は強化されてるんだよな？」

　とって喰われることはないはずだと自分に言い聞かせ、俺は話を進める。

「う～ん、と」

　リンがぽーんと一蹴りで後ろに飛ぶ。羽が生えているかのように身軽だ。

　今度は垂直に飛び上がりその場でぐるぐるとバク転を決めてみせた。二回転はしていたようだが、すごすぎて俺の目じゃ追い切れなかった。

「アタシになる前だとここまではできないでしょうねぇ」

「すごいな……」

「これで妖よう狐こ族は長く栄えているからねぇ。あ、ここでセンセーに問題。妖狐族は代々どんな仕事をやってきたでしょ～か？」

「どんな仕事……？」

　身体能力全般が高いのだから、狩りを生業なりわいにするにも、魔物を倒す傭よう兵へいになるにも、その他消防・救助、様々な場面で活躍できるだろう。

「残念～、時間切れで～す」

　せっかちなのか、リンは俺の回答を待ってはくれなかった。

「答えは『暗殺』でした」

「あ……」

　口をぱくぱくさせるばかりで、声が出てこなかった。

「今はそんなにないけどねぇ。でもおかげで妖狐族は政治の中ちゆう枢すうにも顔が利きくみたいでぇ、アタシたちは割と裕ゆう福ふくに暮らしているのかな？」

　血なまぐさい話は今の時代にも、あるものなのか。

　リンが自分の右手を見ながら、獣みたいにひっかく真似をした。

　その爪は普段と違い鋭く尖っていた。

　おそらく、いやきっと、ニンゲンの肌くらいなら簡単に『さっくり』いってしまう。

　どっ、と冷や汗が出た。

「その恩おん恵けいにあずかっていることは、本人もわかってるはずなんだけどねぇ」

『今の』リンは『普段の』リンを別人のように語る。そういう関係らしい。

「まだ理解が追いついてないんだが……考え方が違うんだな。普段のリンは、身体強化術以外の道で、生きたいみたいだけど」

「それが正しいと思う？」

「……正しいとは、言いづらいな」

　リンには悪いが、正直な気持ちだ。

「でしょお？　わかってるじゃな～い」

「でも今のお前が節度ある行動をとれば、リンの考えも変わるんじゃないか？」

　身体強化術を使うことへの恐れを考えるに、リンが恐れているのはこの奔ほん放ぽうすぎるリンが色々とやらかすことではないだろうか。

　今だってキスされ殴られ……もうめちゃくちゃだ。

「ええ～、アタシだってアタシのやりたいようにやりたいしぃ」

「限度があるだろ……」

「でもぉ、あの子だってずっとアタシを表に出さないでいるワケだしぃ」

「互いに譲ゆずり合う気持ちが必要なんじゃないか……？」

「性しように合わないなぁ……。本当は勝負すべきだと思うんだけどぉ」

「なるほど……もっと意見をぶつけ合って、落としどころを見つけたいんだな？」

　必死に彼女の考えを汲くみとろうとする。

「センセーって、意外と平和的な方向に持っていきたがるねぇ。どっちにしろぉ、今のままじゃ根本的な解決はできないよねぇ」

「お前が言う根本って……なんだ？　根本への理解が必要だと言うなら、話は聞くし」

　赤い瞳に、俺はどう映っているんだろうか。

「まぁ、そこまで言うならちょっとしたチャンスを作ってあげてもいいわよぉ。ただしぃ、センセーもそれ相応のものを賭けて勝負してね？」

「勝負って──」

　突如リンが俺の前に降り立った。

　息がかかるほどの至近距離にリンの赤い目があった。まるで血の色だ。

　ほんの瞬きの間に、音もなく飛んできて懐ふところに入り込んだらしい。

　ぴと。

　冷たい指が、俺の首筋に触れる。

　ただそれだけの行為なのに、鳥肌が立った。

「アタシに殺し合いで勝ったら、教えてあげるね？」

「は──」




　殺気が飛んだ。




　飛んだ、という表現がきっと正しい。

　俺は吹き飛ばされてその場に尻しり餅もちをついていた。

　殺気だけではない。物理的な衝しよう撃げきもあった。びびって転んだおかげで……俺は命拾いをしたらしいが。

　はらはらと、切られた俺の髪の毛が遅れて舞い落ちてくる。

「あら、避けるとは流石さすがユージセンセー」

　先ほどまで俺の前にいたはずのリンが、背後で歌うように言った。

「な、な、なにするんだよお前っ!?」

　俺はどたばたと無様に音を立てながら起き上がった。

「首を掻っ切ろうとしてみたんだけど？」

「殺す気かよ!?」

「だからぁ、殺し合いって言ってるじゃなぁい？」

　クスクスと、妖狐族の少女が残ざん酷こくに嗤わらっている。

「なにがしたいんだよ……。だいたいニンゲンは戦闘能力で優れているわけじゃないんだ……。勝負に……なるかよ」

「そうなのかしらぁ？　だったらあなたの必殺技を使うべきじゃないかしら？」

「必殺技……ってなんだよ？　んなもんねーよ」

「あるでしょぉ？　あなたはこの世の誰だろうが殺せるって臭いを出してる」

　左手首に手をやりたくなったが、我慢した。

「不思議なのよねぇ、ひ弱なセンセーがどうしてアタシだろうが殺せると思っているのか……。……毒でも持ってる？　それか武器？　もしかして準備に時間がかかる？」

　リンは首を傾げている。外見だけで言えば、半獣人のとてもかわいらしい少女だ。

　でも今ここで笑う彼女は、悪魔で、死神に見えた。

　本物すぎるぞ、こいつは。

　屋外へと飛び出し、俺はただただその場から離れるように走った。

　山を駆け下り、住宅街へ。さらにその先を目指す。

　人の目があれば殺されはしない、はずだ。

　息が上がって、もう限界だと感じても、走る。

　街中の人は奇異の目で俺を見ていた。

　再び衝撃に襲われた。

「ぐえっ!?」

　横よこ薙なぎに払われたかと思うと、俺は背中から壁に押しつけられていた。

　鋭く刃物のように尖った爪が、俺の眼前に突きつけられる。

「ねぇー、死んじゃうよ？　必殺技を使わないとさぁ」

　この世の誰だろうが殺せるもの──確かにそれを俺は持っている。

　だけど言えない。

　言わなきゃ……ここで死にそうだけど。

「魔法なのかなぁ？　でもニンゲンて魔法使えないよねぇ。……うーん、だけどそっかぁ、ニンゲンって、東の主ぬしだった黒竜を倒してるんだよねぇ？」

　あのレベルは普通の攻撃じゃ倒せないはずだから……とリンは推理を進める。

「たとえば……今は伝説となった兵器を持ってるとかぁ？」

　核心へと迫られる。俺の命共々、最大のピンチを迎えているのかもしれない。

「兵器だとするとぉ、今は大量の人を攻撃できる武器を持ってるだけでも処しよ罰ばつの対象だから気をつけてねぇ？　妖狐族も流石にそれは持ってないから──」

　急にリンの甘ったるい言葉が途切れた。

　すん、すん、と鼻を鳴らしている。

　リンの視線が動くのに釣られ、俺も横を向く。

「……っ!?」

　息を呑のんだ気配を感じ視線を前に戻すと、リンが顔を伏せ、俺から数歩離れた。

「ヒントは渡したわよぉ……う」

　苦しそうに声を出した、次の瞬間、綺き麗れいな金髪の上にあったはずの獣耳が、なくなっていた。

「え……おい、どうした……？」

　俺はリンが視線を背そむけた方向を見る。

　通りを、年老いた女性が一人で歩いている。その後ろからは、中等生くらいと思われる男子が三人で歩いていた。

　その中で一番手前側にいた男子がこちらに視線を寄よ越こす。

　あれ、という顔をする。

　凜り々りしいたてがみと牙きばのある男子だ。獅し子し族……だろうか。

「おう。珍しいな、なんでこんなとこにいるんだ？」

　どうやらリンの知り合いらしかった。

　びくっと反応してから、リンはおずおずと顔を上げる。

「……おっす」

　うつむき加減で小さく返事をする。

　それ以上はなにも言わず、身を固くしている。

「なにしてんだ？」

　壁際で俺と向かい合っている場面は奇異に映るだろう。

「……？　……じゃまた明日学校でなー」

　男子は歩きながらだったので、質問に対する答えを待つこともなかった。

　なにごともなく男子たちは通りすぎていった。

　状況がよく飲み込めない。とにかくリンの赤い瞳は元の色に戻り、尻尾も消えていた。

　奇妙な一瞬が過ぎ去り、俺の頭も正常に回り始める。

「戻った……のか？　身体強化術が解とけた……のか？」

「え……うん……そうだね」

　もう甘ったるい口調じゃない。いつものリンに、心底ほっとする。

「とりあえず……よかった。死ななくて……」

　俺は壁にもたれかかってずりずりと滑り落ちる。中腰のところでぎりぎり踏ん張った。

「危ないとは聞いてたけど想像以上すぎるぞ……。なあ？」

「ああ……うん。……でしょ？」

　リンはそわそわと体を揺らしながら周囲を見渡している。

「使いこなせないってそういうことなんだな……。嫌がるのもわかるよ」

「よかった……。……わかって、くれた？」

「身体強化術を使っている間は……もう一人の人格が現れて、自由が利かないのか？」

「……そうだね。支配権はあいつにあって、あいつの思いどおりに動いちゃう」

「なるほど……」

　変身して自分の体の自由がなくなるのが嫌だというのは、理由としては真っ当だ。

　ただ、今のままじゃ根本的な解決にならないと言った──あの時のリン。

　俺には、噓うそを言っているようには見えなかった。

　リンは中等学校に通うようになってから、別の道を目指すと言い出したらしい。

　なにかきっかけがあったのか？　年頃になったからか？

　いや、違う。もやもやとした頭の中で、様々なピースが暴れている。なにか引っかかりがあった。そうそれは、模擬試験の前、俺の策に乗っかってくれと頼んでいる時。

　──だってみんなの前で身体強化術を使えとか言ってくるかもしれないんでしょ？

「……その姿を学校の奴らに見られたくないとか、そんな話か？」

「え……」

　ぎくりと、明らかにリンの顔が引きつった。

「そういう話なのか？」

　先ほど男子とすれ違った時のリンの態度と、周囲を気にする姿から考えるに……。

「どうしてだ？　恥ずかしいのか？　俺には見せてくれたじゃないか」

「そ、それは……センセーは別っていうか……」

「……そう言われるのは嬉しいけど、別に他も同じだろ？」

「かもしれないけど……」

　リンは煮え切らずもじもじとしている。

　こういう答えだったか。子供らしいと言えば子供らしい……でも、違う。

　まだ、違う。なにかが、腑ふに落ちない。

　恥ずかしいなんて、理由か？　落ちこぼれでいることの方が、恥ずかしくないか？

　そして、変身後のリンが先ほど「渡した」というヒントとはなにか。

　リンが元のリンに戻ったのは時間がきたからか、別のきっかけがあったからか。

　先ほどの男子と出会ったのは偶然か、必然か。

　変身後のリンが圧倒的実力差のある俺を、みすみす街中まで逃がして追い回していたのはなぜか。

　リンという女の子にとってなにより大切なのは──。




「あいつのことが好きなのか？」




　閃ひらめいて、口に出した。

　確信と言えるほどのものがあったわけでもない。

　だけどそのセリフの効果は、劇げき的てきだった。

「はぁ!?　にゃ、な、にゃに言ってんの!?」

　嚙み嚙みだった。

「きょ、教師のくせにそんなとこ踏み込んでくるの!?　あり得ないんだけど!?」

　リンの顔が真っ赤になった。

　今までの反応とはまったく違う。

「デリカシーなさすぎ！　サイテー！　バカ！　アホ！　マヌケ！」

　これほど幼よう稚ちな罵ば倒とうをされるとは……。

「まさかお前……、あいつに変な姿を見られたくないから……、身体強化術を使うのやめたんじゃないだろうな？」

「あ……えっと……そ、そ、それは……あの……え……ていうか……でも……」

　……本気か……？　これだけ周囲が心配しているのに……そんな理由なのか……？　そんな理由で自分の人生を棒に振る気か……？　無能と言われてもいいのか？

「そ……それだけじゃないのっ！」

　なにも言ってないのに、リンはいいわけがましく話し始めた。

「……あたしは、親からその子と付き合うことを禁止されていて……。あたしの一族は……同じ種族内での結婚しか、認めていないから」

　リンは目を逸らしたまま言った。

「純血主義……ってやつか」

「そう……」

　多種族が住まう世の中である。当然交配も進む。

　しかし中には、単一種族にこだわり繁はん栄えいし続けている種もあった。

　一般的に、血が混じらない方が種族固有の力は強くなると言われていた。

「付き合うこと自体、一族全体で禁止されていて。だからなんていうか、今付き合うことはできなくて……でもそれっておかしいと思うし、悔しいから」

　最後は消え入りそうな声だった。

「だから別の力で……身体強化術以外で実力を証明してやろうって、思って」

「なるほど……」

「そう、なんだ。あたしが一族の力以外で実力を示したら、もう文句を言われる筋合いはないから。そうしたら……」

　リンは話しながらちらちらと俺の様子を窺うかがってくる。

「でも……あたしも途中から、よくわかんなくなって。これがあたしの戦いだ……って思ってるんだけど……全然うまくいかなくて。でも諦めるのも……」

　色んなものが絡まって、ほどけなくなってしまっているんだろう。それは、わかる。

　でも──。

「それってさ、なんつーか……逃げてるだけじゃないか？」

　なんだかんだと理屈をつけ、俺は世の中と戦っているとうそぶきながら、一番大事な『自分』を守っていた。

「リンが本当にすべきなのは、圧倒的な実力で妖狐族のくだらないルールをぶっ飛ばすことじゃねーのかよ」

「あ──」

　リンは感情が抜け落ちたみたいに、ぽかんと口を開けていた。

「一族に文句を言わせないために身体強化術以外で実力を示すって、なんだよ。そんな基準で考えてる時点で、リンは一族にも、自分の力にも結局縛られたままじゃないか」

　いつまでも周りや周りが残したものに頼ってばかりじゃいられないのだ。

「ねじ伏せろよ」

　俺は自分の左手首の腕時計に触れる。

「その『力』はリンのもんだろ。だったら乗りこなせ。利用してやれ。その『力』で自由な人生を勝ちとってやれ」

　力とは、本来自由になるためのものだ。

　その力に行動を制限されるのは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

「それこそが、リンがすべき戦いだろ」

　しばらく凍りついたみたいに、リンは動かなくなっていた。

　やがてうつむき、頭をぐしゃぐしゃと掻きむしり出す。

「……あたし、逃げて……ばっかりだった？　まだ……本気出してないだけだから……本気出したら大丈夫だからって……思って、成績悪くてもいいや……って。でもその力も結局……妖狐族のもので……」

　大丈夫だろうか。

「心配してくれる人もいたのに余裕振って……結局今まで……誰にも言えなくて、頭の中もぐちゃぐちゃになって……。しかもそんなこと言いながら告白もまともにしてなくて……。もしかして……あたしって……超格好悪い？」

　慰めるべきなんだろうか。でもそれも、違う気がした。

「超格好悪いかもな」

　ぴたりと動きが止まる。まずかったか……と思ったが。

「…………ふふっ」

　小さく笑いが、漏れた。

「慰めて、くれないんだ？」

　半分泣いて半分笑っているような、複雑な、でもとても清すが々すがしい顔をしていた。

「でも格好悪いとしてもさ」

　その表情が不思議と美しく思えて、俺も最後まで格好つけて言ってやった。

「一番大事なのは……リンがこれからどうするかだよ」

　その言葉は、そのまま自分の胸にもしっかりと突き刺さった。

　──お前はこれから、どうするつもりなんだ？





　　　　　＊






「──はいっ……と、まぁこんなところかしらぁ」

　獣耳と尻尾を生やした赤い目のリンが、さらりと髪をかきあげる。

「ぬおおお！　すごいぞリン！」

「空中でくるくるって回ってましたっ！　まるで空を飛んでいるような……！」

　サーシャとエミィに向けて、リンが曲芸じみた動きを披ひ露ろうしている。

　リンは教室内で身体強化術を臆おくせず使うようになっていた。ただ……。

「暴れるなら外にいけよ！」

　まだ学校では挑戦していないらしいが、時間の問題だろう。

　リンの場合この力さえあれば、ある程度の評価は間違いない。

『ちゃんと戦うって言うならアタシも協力してあげなくはないけどぉ』とは〝もう一人の〟リンの弁べんだ。二人は折り合いをつけながら歩み始めている。

　ばたばたと生徒たちはグラウンドに駆けていく。

「あ、そーだ」

　最後に出ていこうとしたリンが立ち止まって、俺の方を振り返る。

「どうした？」

　リンが前向きになる手助けができたのは、俺も胸を張りたい。

「あたし告白したから」

「ああ、そう……ええええええ!?　なにを!?」

　叫んでしまった。

「で、フラれたから」

「な、なにぃぃぃぃいいいいいい!?」

　また叫んでしまった。

「なんでそんな驚いてんの？　あたしに逃げるなって言っておいて」

「いや……でも……マジで……？」

「よくも乙女おとめの淡い恋を台無しにしてくれたよね……！」

「……すいませんでした」

「まあ、お互い様じゃん？」

　にしし、といたずらっぽくリンは笑う。

「……そうだったな」と俺も苦笑する。

「じゃあね」

　リンはひらひらと手を振って扉から消えていった。

「あ、やっぱりもう一つ」

「おぉうい!?」

　にゅっ、と頭だけを覗のぞかせてリンは言う。

「あの……キスのことは……忘れること……っ！　あれは……なしだからねっ！」

　真っ赤な顔で言い残して、リンは今度こそ外へ出ていった。





　　　　　＊






「はぁ……」

「なに溜息を吐いてんだよ」

　今日の授業が終わり、最後まで教室に残っていたサーシャと一緒に帰き路ろに就つく。

　夕焼けがまぶしい。エミィとリンの二人は、先に帰っていた。

「どうしたんだ？　最近元気ないな」

「せんせいは約束を守った……。二人のことを、変えた」

「別に俺はなにもしてなくて、本人たちの頑張りだけどな」

　明るい兆きざしが見えた二人に対して、サーシャに成績向上の見込みは立っていない。

「だからわたしも頑張りたいのだ。頑張りたいのだが……」

「元から武器があった二人とは条件が違うんだ。比べて焦あせる必要もない」

「でもっ！」

　少し先を歩いていたサーシャが立ち止まり、俺を振り返った。

　宝石のような瞳が、潤うるんでいつもより美しく映る。

「ここで結果を出さなければ……せんせいが……いなくなってしまうから……」

　サーシャは自分自身ではなく俺のことを、心配してくれていた。

「お前はいつもそうだな。もっと自分のことを考えても、大丈夫だからな？」

「自分のこと……」

　つぶやいて、サーシャは項うな垂だれる。

「わたしはまだ自分がどうしたいか……わからないのだ」

　自分がどう生きたいのか。その答えはなかなか見つかるものではない。

　俺もまだなにも、答えは出せていない。

「わたしは本当に……ダメなのだ……。こんなのだから……わたしたち聖せい霊れい族は滅びるのかもしれないな……」

　夕焼けを背にした少女が、暗い影を作っている。

　街へと続いていく道に今は誰の姿も見えない。

　不意に、サーシャがこの道を辿たどってどこかへいってしまう光景が脳のう裏りをよぎった。

　それぐらい儚はかなくて、消えそうで、そんな少女を、俺はなんとかこの場所につなぎ止めてあげたいと思った。

「一つ、ニンゲンが滅びた理由を教えてやろう」

　迷いはあった。でも俺がサーシャにしてあげられることは、なんでもしたかった。

「たった一発で都市を破壊してしまえる、兵器を持っていたからだと思ってる」

　あえて畏かしこまりもしない、普通のトーンで言った。

　サーシャの目が黒く、でも確かに輝きを増した。

　俺が言いたかっただけ、というのもあるかもしれない。

　でもなによりも、俺はこの瞳に魅み入いられてしまったのだと思う。

　この秘密を、明かしても構わないと思うくらいに──。

「そして俺はその兵器を……今も持っていて、作動させることができる」

　俺は左手首を掲げて見せた。

『どうして生きるのか』という問いに挑む者同士の、俺とサーシャの間柄で、この隠し事はフェアじゃないと思った。

　それに俺も、そろそろこいつとの関係にケリをつける時にきていた。

　左手首の黒い腕時計もどき──この都市を破壊する兵器の起動装置。

　これが俺たちニンゲンの切り札であるのは間違いない。

　だが同時に、大きな枷かせでもあった。

　サーシャが言葉を失い、動かなくなってしまっていた。

　冷や汗が、出る。

　……もしかして、兵器を持っているなんて告げるのは、早まってしまったのでは……。

「だからなのかっ！」

　サーシャが興奮して飛び上がるように喜ぶ。

「だからいつでもせんせいは終われそうな雰囲気を持っているのか！」

　こんな風に喜ばれるとは、ちょっとじゃないくらいに、予想外だった。

「終われそうな……雰囲気？」

「そうだ。最後は、いつでも楽に終われると思っているような……」

　そんな退たい廃はい的てきな雰囲気を出していただろうか。

「……だが……他の者には言わない方がいいと思うぞ……？」

　流石に少し引いて、怖がっているのがわかった。

「い、いやこれは作動させる装置で、触れると兵器が動き出すっていう……。だから触れなければ大丈夫だ……間違っても触るなよ」

「わ、わかったのだ。ちなみに使うと……どうなってしまうんだ……？」

「……この都市すべてが消し飛んでしまう……」

　サーシャの顔が、完全に引きつる。

「で、でも安心しろよ、使う気はないから。……だったら廃はい棄きしろって話か」

「どうしてせんせいは兵器を持ち続けていたのだ……？」

「……本当に、なんでだろうな……」

　わからなかった。

　シドと通信できるシステムもダウンし、今はただ世界に絶望を呼ぶスイッチだ。

「捨てるにしても……その答えは見つけた方がよくはないだろうか？」

　サーシャには時々、本当に子供かよと思いたくなる時がある。

「やっぱり自分なりに、ケリをつける必要はあるよな……」

　この先に、答えが待っている気がした。

「じゃあ……サーシャは再試験を頑張ろうな」

「うう……。試験……か」

　一気に嫌いな宿題を言い渡された子供のような表情になる。

「なあサーシャ……本当に点数をとりたいと思うか？　サーシャは別に、今すぐ点をとろうと焦らなくてもいいだろ？」

「とりたいっ！」

　たじろぎそうになるくらい、強い意志を見せられた。

「だったら……実はここ最近ずっと考えていた秘策があるんだ」

「秘策？」

　どこまでうまくいくかはわからない。でも試して勝負する価値は、ある。

「魔法のない世界にいた俺だから、思いつける方法だ」





　　　　　＋＋＋






「……アンタ最近うまくいってるでしょ？」

　メイコは普段より小さめのジョッキをあおっている。今日は果か実じつ酒しゆを飲んでいた。

「悪いかよ」

　俺が変わろうとし始めてから生徒と歩む日々は、少しずつだが前進を感じられる毎日になっていた。

「うわー、否定しないんだー。……なんかヤダ」

「『やだ』って……」

「ユージが口だけで『俺はこの世界で変わる！』とか言ってる間は、バカにしとけばよかったのに」

「お前……俺のこと本気でバカにしてたのか？」

「本当に進まれちゃったら……笑えなくなるっていうかさ」

　そう言ったメイコの表情はなんだか、儚かった。

「でも、いいんじゃない？　前向きに生きていこうとしてさ。この世界で希望を抱いているなんてホントすごいと思うよ。いやーすごいなー。ホントすごい」

「バカにされている気しかしないんだが……」

「生徒に煽あおられてアタシに告白してくるくらいにはバカだもんね？」

「そ、その節は大変失礼しましたっ……！」

　メイコはケラケラ笑いながらナッツをつかんで、口に放り込む。

　人生最大の大勝負まで、残すところ数日。

　俺はこの共きよう和わ国こくで前に、進んでいる。

　その過程で──俺には気づいたことがあった。

　雪人族のエミィは『水を生み出す→凍らせる』という段階を踏めば、雪魔法を使えるとわかった。それは一種のコツと言えるだろう。

　これまでも『ただの水』を凍らせようと試みたことはあったがそれでは効果がなく、『自ら生成した水』ではじめてうまくいったようだ。

　しかし、疑問に思うのだ。

　こんな単純なことに過去の教師たちはまったく思い至らなかったのか？

　地系統、水系統、風系統、火系統、光系統、闇系統、無系統。

　魔法は系統による差異が大きいらしく、属性外のことは教えるのが難しいらしい。

　だから風系統のファガールやレイラたちがうまく教えられないのはまだわかる。

　だが水系統の教師からも、エミィは教わった経験があるらしい。なのになぜ一番に気づけたのが俺なのだ？

　この都市では、水系統の種族では水すい神しん族と水すい人じん族が非常に幅を利かせているとレイラから聞いたが、関係はあるのだろうか……。

「──けど、不安になることもあるんだよ」

「ああ……」

　途中を聞き逃してしまって、俺は生返事をする。

「別に負け惜しみじゃないからね？　やさしいメイコさんからの忠ちゆう告こくだからね？」

「わかったって」

　あのね、とメイコはとてもやさしい口調で言った。




　──絶望ってのはね、希望を見るから訪れるんだよ。










　再試験の日がやってきた。

　ベッドから這はい出て、顔だけを洗って外に出る。

　街はまだ静かだ。

　ちょうど朝日が全身を覗のぞかせようとしていた。

　七百年前から変わらぬその光を浴びながら深呼吸するだけで、少し心が落ち着く。

　空には雲一つなく、いい天気になりそうだ。

　今日、俺の生徒三人が結果を出せなければ、俺は仕事をクビになる。

　実力主義がはびこるこの共きよう和わ国こくで、無力なニンゲンがクビになって都市を追われることは、ほとんど死を意味する。

　だから、冗談ではなく。

　今日が最後の日かもしれない。

　そう思うと、すべての景色が美しく映った。
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　再試験でも学校が会場となる。

　見物人は正式な試験の時よりも少なくなると聞いたが……。

「なんか……多くないか？」

　会場には思ったより人がいて、前の試験の時と変わらぬ熱ねつ気きがあった。

「せんせ、どうしました？」

「ああ……いや」

　エミィに袖そでを引かれ、俺はあらためて生徒たちに向き直る。

「じゃあ、あとは自分を信じてやるだけだからな、みんな！」

「わかりました！」

　エミィは気合い十分の返事をしてくれた。

「ホント、結局他人任せだよね？」

　リンは溜ため息いきを吐ついている。

「リン。お前……緊張してるのか？」

「してないわよバカ！　ウソ、してるに決まってるでしょ！」

「切り替えの早いツンデレだな」

「ツン……なんて？」

「あー、いや気にするな。昔の世界でしか通用しない話だから」

　試験開始時刻が近づいている。みんなで一緒に話せる、最後のチャンスかもしれない。

「……」

　集中しているのか、緊張しているのか、サーシャはじっと口を結んでいた。

「二週間、俺が独どく断だんで決めた再試験にもかかわらず、みんなよく頑張って準備してくれた。それだけで高得点を上げたいところだが……この世界じゃそうもいかない。みんなには結果を出してもらわなきゃならない」

　ここは実力主義の世界だ。

「でも俺は、今のみんなならきっとそれができると思っている」

　三人の目を見てそんなセリフを言える関係が、今ではできている。

「それはみんなが一番よくわかっているだろ？」

　三人が三人とも、高得点をとるための準備はできていた。

「あとはこれまでみんなを『落ちこぼれ』だと侮あなどってきた奴らの、鼻を明かしてやるだけだ」

　ここから俺たちの逆ぎやく襲しゆうが始まる。

　三人は少し緊張した表情になっている。

「とか、色々言ったわけだが、別にみんながここで失敗しても大丈夫だ。今回は俺が無理矢理ねじ込んだ再試験なわけで……失敗しても全部俺の責任だろうからな」

「でもさ」

　リンが俺の話を遮さえぎって言う。

「センセーは、今回あたしたちが結果を出せないと、クビなんでしょ？」

「……それはみんなが気にしなくていい。俺の話だし」

「気にするって。……だって、寝覚め悪いでしょ？」

「……そうだな」

「ですがわたくしたちが頑張れば、せんせはせんせでいてくれるのでしょうか？」

　エミィが俺の目を覗き込みながら尋たずねてきた。

「うん」

　とてもまっすぐに聞かれたから、気の利きいた返しなどできず、ただうなずいた。

「なら、頑張ります」

　エミィは手をこすり合わせながらしっかりと言った。

　なら──。その響きに込められた想いが、素直に嬉うれしかった。

「あたしも頑張るけどねー。前も言ったけど再試験で変わらずＧランクなんてダサいし」

「ここ最近はずっとそうだったんじゃないのか？」

「結果を出すって宣言してからの再試験はワケが違うの」

「せんせい」

　他の二人がほどよい緊張感なのに対し、サーシャの表情は少し険けわしい。

「信じて、いいのだな？　もしうまくいかなかった時は……」

　サーシャの試験には、本番にも俺が大きく関わることになっている。

「心配するな。準備はばっちりやったんだ……今の今までかかってな。だから……」

　本当の覚悟を持って、俺は口にする。

「今度こそ、信じてくれ」

　本来俺が一番緊張し不安になるべきなのだろうが、不思議と俺は落ち着いていられた。

　だってみんなの今の実力なら、きっと──。
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　季節外れの雪が舞った。

「おおっ、凍ってる!?」

「雪……だな」

　大きな雪の結晶が空中にふわふわと浮いている。

「地面に落ちても溶けないな……」

「積もるんじゃないか？」

　ざわざわと、見物人からの声が大きくなっている。

　そしてその注目が集まる試験場の中心で、半径五メートルほどの雪が舞う空間を創り上げているのは、他でもない──エミィだった。

　エミィは両手を広げながらくるりくるりと回っている。

　それはまるで、雪を操る妖よう精せいがその場で舞い踊っているようだ。












「待てよ……あいつ雪魔法を使えなかったんじゃないのか……!?」

「だ、だよな……この前までは全然魔法が使えてなくて……！」

　俺の前で驚いている少年たちは、どうやらエミィを知っているらしかった。

「魔法をこの前まで使えなかった……？」

「それで今のレベルなら、将来性はあるんじゃないですか？」

　エミィがやっていることは、水を散さん布ぷする魔法を放ち、そのあと凍らせて雪にする魔法を使うという単純なものだ。

　しかし学生、特に初等学校のエミィにとっては、とにかく可能性を示すことが重要だ。図はからずも少年たちが周囲へのアピールも手助けしてくれた。実際に採点をする試験官は簡単に惑わされないだろうが、心しん証しようはよくなるはずだ。

　実際はデメリットでしかない一度水の散布を挟まなければ雪魔法を使えない点も、見栄え重視の方法を採ることで目立たなくすることができていた。

　周囲の反応を見るに、作戦は成功と言っていいだろう。

「おお！」

　さらに歓かん声せいが上がった。

　雪が舞う範囲が先ほどより広がっている。

　エミィが魔法の出力を上げたようだ。

　雪の破片が吹き上がっている。

　その時、一瞬俺とエミィの視線が交こう錯さくした。距離はあったが、ばっちり目は合った。

　雪の花びらの中に咲く少女は、どこか誇らしげに微笑んでいた。




　俺はその三つ横の試験場に移動した。

　人数も多くないから、試験はどんどんおこなわれている。

　ちょうど隣では猪い人じん族の男子が突進して切り株を叩き割っていた。

　しかしそのシーンを見物している人は……残念ながらあまり多くなかった。

「あいつ尋常じゃねえぞ!?」

　俺の目の前の会場が、異様な盛り上がりを見せていたからである。

「だからぁ～、一人一人じゃなくて五人同時にかかってきてくれるぅ？」

　獣けもの耳みみと尻尾しつぽを生やした妖よう艶えんな少女が、大の男五人を挑発している。

　黒っぽい服を着ている五人の男たちが顔を見合わせ、うなずき合った。

　同時に駆け出す。

　妖よう狐こ族の少女を囲むように広がった。

「うん、そうそう。それでアタシも軽く本気出せるっていうかぁ～」

　甘ったるい喋しやべり方をする少女──リンが、姿を消した。

　俺は目を見開く。

　透明になるなんてことは、できないはずだが？

　男が一人真上に飛び上がった──途中で、真上に弾き飛ばされたんだとわかる。

　リンが地を這うように姿勢を低くして、男たちの懐ふところに潜り込んでいた。

　一人を下から蹴り上げたらしいリンは、再び身を沈めて右足を伸ばしたままぐるりと回転する。

　足を刈られて一人の男が倒れる。これで二人目。

　別の男の蹴りが飛んだ。

　当たった……と思ったらリンがぐにゃりと体を捻ひねってかわしていた。

　そのバネを利用して起き上がると同時にボディに一撃を入れる。三人目。

　四人目と五人目は挟はさみ撃ちをしかけていた。

　左右から蹴りが迫る。

　が、その間にいたはずの肝かん心じんのリンの姿が消えていた。

　今度は──上だった。

　リンは大人の身長を優に超えるジャンプを見せ、落ちてくると同時に回転しながら二人に蹴りを食らわせてしまった。

　息をするヒマもなかった。

　あっという間に五人の男が、試験場に横たわっていた。

「おおおおおおおおおお！」

　見物人が一気に沸ふつ騰とうしていた。

「演舞……じゃねえんだよな!?　加減はしてるとはいえマジのバトルだよな!?」

「そう言ってただろ!?　……いやこれは実力あるわ」

　その盛り上がりに近くの試験場を見ていた者たちも移動を始めていた。

　戦闘能力を示すための試験だから、傭よう兵へいにはどの程度の強さを発はつ揮きしてほしいかだけ伝え、戦ってもらっている。ただ……。

「相手さ、イラッときて本気になってなかったか？」

「それでもものともせずにぶっ飛ばすって……ありえねえ」

「ねぇ？　もう終わりかしらぁ？　真剣に協力し合って、もっと本気で戦った方がよくなぁい？　アタシとあなたたちじゃ、格が違うんだから」

　挑発がすぎるというか……傲ごう岸がん不ふ遜そんすぎるというか。

　しかしこれが〝もう一人の〟リンの性格なんだからしかたがない。

「リンって……あんなんだっけ？」

「いやいや違うでしょ。喋り方ヘンだし。あの耳も尻尾も……普段はないでしょ」

「だよねだよね。色っぽいというか大人っぽいというか痴ち女じよっぽいというか……」

　リンの知り合いはその変化に半ば混乱気味に驚いていた。

　こうやって奇異の目に晒さらされることは、わかっていただろう。

　それもおそらく、身しん体たい強きよう化か術じゆつを使いたがらない要因の一つだった。

　だけど今その心配は要らない。

　リンは覚悟を決めて、戦うことを選んでくれていた。

「ねぇ、ユージセンセーも一緒に戦ってみる～？」

　唐とう突とつに俺の方にぶんぶんと手を振ってきた。なぜなんだ。

「先生って……あれがニンゲンってことか？」

「へえ……見た目は普通だな」

「これだけ実力ある子だったら指導も楽だろ。ニンゲンが頑張らなくても」

「いやいや、それが元の成績はＧランクだったってうわさで……」

　俺がニンゲンだと周囲にバレてしまった。

　そんな俺を見て、リンはにやにやと愉ゆ快かいそうに笑っている。

　あいつめ……と恨みつつ、このイタズラのアイデアはなんとなく普段のリンから出た気もする。

　そうこうしているうちに、地面に転がされた男たちがゆらりと立ち上がった。

　お互いに視線で「もう少し本気を出すか？」と会話をしている。

「どうぞいらっしゃ～い」

　リンの挑発に、男たちもこれまでとは構えを変えた。

　もう実力検定試験の内容としては十二分だった。

　なにより尻尾と体をゆらゆらと左右に揺らすリンは、今まで見た中で一番、いきいきしていた。
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　エミィとリンの二人がＧランクではないことは、誰の目にも明らかだった。

　しかしまだ終わりではない。

　三人のうち二人がうまくいっただけでは真の成功とは言えない。

　全員と向き合って責任を果たしてこそ、教師だ。

「五十番。初等学校五年。聖せい霊れい族ぞくのサーシャ。人の体を浮かせて、皆を驚かせます」

　サーシャが内容を端的に述べると、二十人程度いた見物人がざわついた。

　たぶん聞き慣れない表現だったからだろう。

「どうぞ」

　女性の試験官に促うながされ、サーシャは精神を統一させるように目を瞑つむる。

　見物人は息を呑のんで見守っている。

「すみません」

　サーシャは手を挙げた。

「はい？」と女性試験官が応じる。

「やっぱり自分の体を浮かせることはできないのだ」

「……はい？」

　呆気にとられるのは試験官と見物人だ。

「言ったとおり、記述したことは……わたしにはやっぱりできないのだ。本番になればできるかもしれないと、思ったのだが」

「……はぁ」

　試験官は困惑した表情だ。

　なんだこれは、と見物人もざわついている。もう終わりなのかと、場を離れていく者もいた。

「それではこの結果で、成績をつけます──」

「だがわたしは他の人なら、今も宙ちゆうに浮かせることができる」

「他の人……？」

「ああ、そうだ。たとえば誰でもいいのなら……あそこにいる人にしよう」

　サーシャは指差す。

「あれは？」

「わたしのニンゲンのせんせいだ。せんせいならケガをしないコツをわかっている」

　そう、その指が向く先にいるのは、他ならぬ俺だった。

　少し離れた位置の木陰から試験場を見ていた俺に、視線が集まる。

「あれがニンゲン……」

「他の生徒の試験で成せい果かを出しているらしいぞ」

　サーシャの試験を見守る中には俺目当ての人もいたらしい。あまり注目されたくはなかったのだが……。

「つまりあなたは、あそこにいる方を浮かせると？　記述内容と違うことをする？　そんなことは認められていません」

「いいじゃねえかやらせろよー！　どうせ模も擬ぎ試し験けんだろ！」

　野や次じが飛んだ。

「……次の受験者まで時間はありますから、やる分には構いませんよ。点数をつけるかは別ですが」

「ありがとうございます！」

　サーシャは目を瞑り、俺に向かって手をかざす。

　凜りんとした佇たたずまいだけで、見る者の目を奪う。

　輝く黒髪か、透き通った肌か、美しく整った顔立ちか、それとも彼女の背負う境きよう遇ぐうか、なにがそうさせるのかはわからないが、サーシャには神秘的な空気感がある。

　そして俺の足が、ゆっくりと地面から、離れた。

　そのまま吊り上げられるように、上へ上へと体が浮き上がっていく。

「おお……！」

「魔法か……？　だがこんな魔法ははじめてだ……」

「なに系統の魔法なんだ？　魔力の波動を感じないが……」

「魔法とは言ってないし、種族の特殊能力に近いんじゃないか？」

　人を浮遊させる種の魔法は一般的ではない。

　だが今現実に、俺はもう大人二人分くらいの高さに浮き上がっている──これはサーシャの魔法なのか？

　答えは、否だ。

　結局試験日までに、サーシャが魔法を使えるようにはならなかった。

　だから俺は代だい替たい案あんを用意した。

　それはサーシャが俺の前で木の上から飛び降りるフリをした際に使用した、あの透明みたいに澄んだ銀色のロープを使った策だ。

　俺は今そのロープで吊り下げられているのだ。

　このロープの素材は本当に優秀で、柔らかく弾力性もあるのに、驚くほど頑がん丈じようだった。ロープは俺の体と、服の下に忍ばせた木の棒にもくくりつけてあった。

　あとは支点を作り反対側に俺の体重以上の重さをかければ、俺の体を引き上げられる。

　支点は俺の真上の太い木の枝。滑りをよくした上で、ロープを引っかけている。

　そして肝心のロープの先は土ど嚢のうで重さを調整した複数の木箱にくくりつけた。

　それを会場の真裏の坂になっている部分に設置し、俺の操作でストッパーとなる木片を外せるよう、こちらもロープをくくりつけて俺の右腕に巻き付け、準備完了。ここまでを事前にこなしていた。

　今、サーシャの動作に合わせてストッパーを外したことで、木箱が坂を滑り落ち俺の体は宙に持ち上げられている。しばらくすれば木箱は滑り落ちるのを止めるはずなので、俺が吊り上がるのもそこまでだ。

　つまりこれは魔法でも特殊能力でもなんでもない。

　ただの──滑かつ車しやの原理を使った手品のようなものだ。

「……高いな。どのくらいの重さまでできるんだろうな」

「精度によったら運うん搬ぱんに活躍しそうな」

「こりゃ試験官が点数をどうするか見物だなー」

　見物人たちがしかけに気づく気配はない。

　幾人か目をこらしている者には、怪しまれているかもしれないが……。

　この世界では、種族ごとに使える魔法がまったく異なる。そのため魔法は種族ごとの個性と捉えられ、魔法の原理は深くは追及されない。

　魔法を使える者はその魔法を利用するし、使えない者は別の道をいこうとする。割り切りと役割分担で、共和国は成り立っているのだ。

　だから魔法も使えないのに魔法を使えるフリをする、そんな発想は誰もしなかった。実際の魔法には敵わないし、もっと別の稼かせぎ方を本来するべきなのだ。

　だからそこが盲もう点てんとなる。

　他にも策は練り込んであった。

　はじめから『誰か』を浮かせる、と記述するとその誰かを試験運営側に用意されてしまう。だからその場で唐突に申し出た。

　また記述には「魔法を使う」という表現は一切使っていない。たとえトリックがバレても、そのトリックを思いついて実践したことが実力である、という言い方ができた。

　……とまあ色々仕込んではいるのだが、邪じや道どうなのはわかっていた。

　試験官も言ったように、記述とは違う内容なので点数がつくかどうかは怪しい。

　でも邪道がダメだと、挑戦して失敗することがダメだと誰が決めたのだ？

　どんな手を使おうが結果を出せる者に、仕事ができないという評価をこの世界は下さないだろう。

　そうしている間に五メートルほどの高さまで上がって、俺の体は止まった。

　足がぶらぶらと宙に浮いている。今さらながら高さを意識して鳥とり肌はだが立った。

　でも妙な高こう揚よう感かんと達成感もあった。

　流石さすがに目立っているようで、他の試験場の見学者も俺を見上げている。

　百人弱の視線が集まっているだろうか。

　自分たちの試験が終わったエミィとリンも会場に駆けつけていた。

　ネタを知っている二人はハラハラした様子だった。こういうのは意外と見ている方が心しん臓ぞうに悪いんだよな、と他人事のように思う。

「どうだ！」

　サーシャが試験官に向けてアピールをする。

「ええ……まあ、浮いてますね……」

　渋面を作る試験官は判断に迷っているように感じられた。

「もしかしたら今なら、わたしも浮くことができるかもしれない」

　サーシャはそう言って、ゆっくりと深呼吸をしながらその場で祈りはじめる。

　衆目はサーシャに集まる。今だ。

　俺の体を支える、木箱の重しにつながるしかけを一つ外す──っ。

　がくん、と一気に一メートルほど下がった。

　俺を見ていた者たちがざわめく。

　危ねえ……。人の目がある本番は勝手が違う。妙な動きをしていると悟られてはいけないし……。サーシャが注目を逸そらそうとしてくれているが。

　もう一つ、今度は左腕のしかけを外そう。

　素早く、でも慎しん重ちように……プツッ。




　嫌な、聞いてはいけない音が、した。




　次の瞬間俺の体は落下した。ぐいんと左腕だけが持ち上げられる。ちぎれる──かと思う。俺は左腕を掲げて吊り下げ状態になった。ぶらぶらと、足が揺れる。マズい。このままじゃ落ちる。

　メリメリと音がする。

　ぷちぷちとなにかの切れる音がする。

「おいあれ落ちそう……じゃないか……？」

「魔法が切れかかってる!?」

　周囲が騒がしくなっている。

　状況を確認したいが余裕がない。サーシャはどうしている？　演技を続けているか？

　ぎりぎりとロープに締めつけられて左手の感覚がなくなってくる。俺の全体重がこの一カ所にかかっていたらヤバい。左手首を見る。大丈夫、左手首の黒い腕時計もどきに絡まっているようで、血が止まるほど締まってはいない。

　ガチッ。

　耳慣れない音がした。

「どわあああっ!?」

　着地できるかと思ったが、どしん、と大きな音を立てて俺はお尻から落ちてしまった。

「いっっってぇぇぇ……！」

　尻を浮かせて触る。そこまでの高さではなかった。血は出ていない。そのまま太もも、腰と確認する。痛いことは痛いが……大きなケガはしていなそうだ。

　俺は片かた膝ひざをついて体を起こす。

「せんせいっっ！」

　俺めがけて飛んでくる影があった。

　サーシャだった。

「せんせい大丈夫か!?」

「ああ……なんとかな。つーか、おい。試験中に枠外に出たらダメじゃないのか？」

「そんなことを言っている場合ではない！」

　こんな風に怒るサーシャは珍しい。かなり動どう揺ようしているようだ。

「心配しなくても大丈夫だって。こうやって立てるし……」

「……本当か？　本当ならば……よかった」

　ほぅ、とサーシャは溜息を漏らしている。

　でもその時俺は──生きた心地がしないほど肝きもが冷えた。

　左手首に巻いた、肌身離さず身につけていた、黒い腕時計型の、もう使えなくなったシドとの通信機でもある、この世界を終わらせる装置が、消えていた。

　全身の血の気が引く。

　パニックになった。

　なぜだ？　いつだ？　今さっきか。この腕時計もどきにロープが絡まっていた。ガチッと妙な音がした。あれは腕時計もどきが……壊れた音か。旧人類が最後に残した遺い作さくはさびもなく頑丈なものだったが、番つがい目に負担がかかればそりゃ限界はあるか。

　足下を見る。

　後ろを振り返る。前に向き直る。

　左右。前後。左右。前後。

　ない。ない。ない。どこにも、ない。

「サーシャさん戻ってきてください！」

「採点はどうなるんだ？」

「はじめから点がつくかは怪しかったし……」

「すごかったけどめちゃくちゃだな！」

　外野がうるさい。それどころじゃないんだ。

　ない。ない。どこだ。早く。誰かに拾われてはいけない。大変なことになる。

　もし誰かが誤ってスイッチを押してしまったら。都市を破壊するミサイルを発射させてしまったら──。

「どうしたのだせんせい？　……あっ！」

　サーシャが俺の左手首を見て、口をあんぐりと開ける。

「せんせいもしかして、黒い腕輪を……落として……」

　その危険性を察してか、サーシャは震え始める。

「捜してくれっ！　早く！」

「わ、わかったのだ……！」

　サーシャもきょろきょろと足下から周囲を捜し出した。

　くそ。どこだ。見つかってくれ。早く。

「サーシャ、見つけたら俺に教えてくれっ！　触らずに！」

　誤作動させないよう、念には念を入れる。

「わかっている……気をつける……」

　衝しよう撃げきで飛んだとしても限度がある。絶対に近くにあるはずだ。

「これじゃとても採点できませんよ。なにか……捜しているのですか？」

　ちらりと視線を上げると、試験官の女性が近づいてきていた。

　心配してくれているらしいが今は邪魔だ。

「だ、大丈夫なのだ」

　サーシャが対応してくれている。俺はその間に捜そう索さく範囲を広げる。

「この黒いものは──」

　心臓が、跳ね上がる。

　瞬時に振り返る。

　すべての動きが緩かん慢まんに感じられる。もっと速く動けないのか。なぜこんなとろとろしているのか。声の主は──女性試験官だったんだぞ？

　最悪なことに彼女はすでに屈んで、なにか拾おうとしている。

　ダメだ。ダメだダメだ。止めなければ。息を吸う──。




「その兵器に触れてはいけないのだっっ！」




　俺が声を発する前に、サーシャが叫んでいた。

　会場全体が静せい寂じやくに包まれた。

　先ほどまであれほどざわついていたのに、今は会話が止まっている。

　呼吸をするのもはばかられるこの空間で、俺は周囲の顔色を窺うかがう。

　まだ、みんな事態をわかっていない。

　この世界に存在してはいけない兵器がここにあるという話を、真実だと捉えていない。急げ。俺は歩き出す。

「……武器ではなく大量に人を殺すというあの……兵器？」

　女性試験官はしゃがんだまま言う。とても勇ゆう敢かんだった。蛮ばん勇ゆうと言えるかもしれない。

「そんなものがここに？　万が一本当だったら、安全のため回収する義務があります」

「やめるのだっ!?」「やめろっ！」

　再び手を伸ばした試験官にサーシャと俺は叫ぶ。

「いったい、なんなんです？　やめろというなら、理由を説明しなさい」

「触ると危険なんだっ！」

「忠告はありがたいですが、私たち蛇じや人じん族は危険物や毒物を見分けられるんです。少なくともこれ自体は、違います」

　お前らの常識では測れないんだ。ならば無理矢理にでも。噓うそでもなんでも。

「お前死ぬ──」

「都市が消し飛ぶのだっ！」

　その言葉に、今度こそ試験官は動きを止めた。

　サーシャは肩を上下させ荒い呼吸をしていた。

　──その行為を誰が責められる？

　俺はサーシャに、黒い腕時計もどきには触るな、触ると兵器が作動すると伝えていた。

　となれば、なにをおいても黒い腕時計に触らせないことが最優先だ。

　だからこれは俺のミスだ。中途半端な説明しかしなかった俺の。ここでフォローし切れなかった俺の。

「都市が消し飛び……死ぬ……？」

　黒い腕時計は地面に転がって沈黙している。

「な、なんてことはもちろんないんですけどね……！」

　俺は固まったままの試験官の下までいくと、喋りながら腕時計を回収した。

「ひっ」と試験官は俺を避けて後ろへ下がった。

　……大丈夫。誤ご魔ま化かせる。まだいける。俺は試験官から離れていく。

「言い伝えのあるものでして……。だけど、実際は大丈夫だと思います。これ自体はただの鍵かぎのような存在なので……つまり蛇人族のあなたの言うとおりで」

　なにが大丈夫なのか、まったく自分でもなにを言っているのかわからない。

　いやでも、みんな理解できず本気にはしていないはずだ──。

　その時俺の目に留まったのは、こちらに近づきかけていた二組の双そう眸ぼうだ。

　エミィが恐怖に震えた目をして俺を見ている。

　リンも警戒心のこもった目で俺を見ている。

　たぶん俺を心配して、二人はこちらに向かってきてくれていた。

　でも今二人の足は、彫ちよう像ぞうのようにピクリとも動かない。

　裏切り。不信。背はい信しん。噓。また？

「……東の主ぬしだった黒竜を倒した……」

　誰かのつぶやきが聞こえた。

　今の共和国民では倒せないその生物を、俺は過去の遺い産さんを使い撃破した。

　それによってニンゲンには秘めたる力があるだろうと、仕事を得ることができた。

　でも今は逆に──仇あだとなっている。

「あれで……都市が消し飛ぶって？」

「いやありえないだろ……」

「でも本気に見えたぞ……？」

「ニンゲンはなにかを使って黒竜を……倒したんだ」

「じゃあ本当に……」

「だとすると……マズいよな……」

　ざわつく。

　その中で一つ、重みのある声がずしりと響いた。

「あれ一つで戦争が起こっても……おかしくないぞ」

　戦争という名の禁きん忌きが、絶対的に空気感を変えた。

　もう誰も、俺を同じ『人』として見ていなかった。

　そもそも共和国の人類にとって、俺たちは理解不能な『ニンゲン』だった。

　蘇よみがえったニンゲンが危険な生物ではないかという疑念は、多くの者が持っていた。

　その疑いがどんどん膨ふくらんでいくのを、肌で感じる。




　──兵器を取り上げるべきだ！




　誰が言ったのかはわからない。

　でもその言葉と同時に何人かが身構えたのがわかった。

　傭兵などのプロか、勇敢な者か。

　俺への包囲網を作るように、じりじりと動き出している。

　この場で話し合いは、無理か。捕まるとどうなる？　牢ろう屋やいきか？　でもこの装置だけは渡せない。他のニンゲンへの疑いも持たせたくない。でももう、遅いのか。

　そしてこれが兵器だと知っていたサーシャは周囲にどう解かい釈しやくされるのか。無関係を装いたい。

　俺も逃げ出したかった。でも責任を持て。

「これはニンゲンの中でも俺だけしか使えないものなんだ！　お前らには噓を教えたがな……！」

　白しら々じらしくも言う。

「せん……せい？」

　サーシャは俺を見つめたまま固まる。そうだ、それでいい。

　決断しろ。投降すべきか、逃げるべきか。正解はどちらだ。

　身構えた男たちが半円を作って迫る。ただその足取りは遅ち々ちとしていた。俺と得体の知れない装置を恐れているのは明らかだった。

「動くなっっ！」

　俺は手に持った腕時計を突き出す。

「近づいたらこの場の全員死ぬぞっ!?　動くなっ！　……効果が出るのは一瞬だぞ」

　言うと全員がぴたりと止まった。ニンゲンに対する潜在的な恐怖は、やはり有効らしい。

「手を頭の上で組んで俺に背を向けろ」

　あとはこの場を離れて態勢を立て直す。俺は後ずさりし、振り返って走り出した。

　まず試験場を離れる。出入り口には向かわない。敷地を囲う柵さくを越えていくつもりだ。

「せんせいっ！」

　なぜか、走る俺を、すぐ側で追いかける存在があった。

　しかも俺を引き留めるわけでもなく、同じ速度で併走している。

「なにしてんだよっ……サーシャ!?」

　今さら止まれず俺は会場外に向かって走り続ける。

「わたしもいくのだっ」

「お前はついてくるなよっ！」

「ついていくのだっ！」

「どうなるかもわからないんだぞ……!?」

「いい」

　覚悟を持った即答に、俺はもう反論できなかった。

　俺はサーシャの腕をつかんだ。




　街を縫ぬうように走り、何本もの通りを横切った。

　走りながら何度も後ろを振り返る。

　追っ手の影は一度も確認できなかった。

　もういいだろうと、速度をゆるめて歩きに切り替える。

「サーシャ……大丈夫か？」

　隣を歩く、自分より体の小さな存在に尋ねる。

「せんせいの方こそ……大丈夫なのか？　体力ないのに……」

「お前に心配されるほどじゃねえよ」

　俺たち二人は周囲からどう見えるだろう。ぱっと見で極きよく端たんな種族差はないはずだから、親子……は無理があるとして兄妹か？　とにかく周りから浮いていなければいいが。

「……せんせい、ごめんなさい……」

　泣きそうな声で、サーシャは言ってきた。

「なに謝ってるんだよ」

　まだ息は弾んでいるし、心臓の音もうるさいが、話す余裕は出てきていた。

「だってわたしが失言したから……せんせいは逃げなければならないのだろう？」

「いや……」

「本当のことを言わなくても、うまく噓をつければよかったのに……」

「サーシャも必死に言ってくれたおかげで、これが他の人の手に触れることはなかったんだ」

「……ごめんなさい」

「なんでまた謝るんだよ」

「せんせいはそれを……廃棄しようと考えていたのではないか？　それなのにわたしが、答えを見つけた方がとか……余計なことを言ったから……」

「……関係ないよ」

　すべて、俺の弱さが招いたことだ。

　いったいどこを正せば、愚か者は失敗せずに済んだのだろうか？

　どうして落としたあと対処ができなかったのか。

　どうして下りる時もっと慎しん重ちようにできなかったのか。

　どうして危険があったのにあんな案を採用したのか。

　どうして腕時計もどきをしたままだったのか。

　しかしどう考えても、最後は一つの問いに帰き結けつする。

　どうして俺は、この兵器を持ち続けようと思ったのか。

「エミィとリンは……大丈夫だろうか」

　サーシャのつぶやきによって、現実に引き戻される。

「……心配だな」

　俺とサーシャが、禁忌とされる兵器の所持に関わっていた。となれば、残り二人の生徒の立場が悪くなるのは想像に難くない。

　裏切られたと訴える二人の瞳ひとみが頭をよぎる。

「ただでさえ動どう揺ようしたところに、覚えのない嫌けん疑ぎもかけられたら……」

　彼女たちの苦境を思うと胸が痛む。痛むなんて言う権利、俺が一番持ち合わせていないのだが。

「つーか俺はお前のことも死ぬほど心配なんだよ……！」

「……わたしは、大丈夫なのだ」

「大丈夫じゃねーよ。俺がもし犯罪者として追われる身になったら……もうなってるかもしれないんだが、お前も共犯だぞ」

「それはあの場にいた時点で……同じだったと思うのだ」

「誤魔化せたかもしれないだろ。脅おどされたとでもなんでも言えただろ」

「わたしはまだ……先生から答えを聞いていないのだ。色んなことの……」

　サーシャは生きる意味をずっと探している。

　どうせ死ぬのに、なぜ頑張って生きるのか、その理由を探している。

「俺にこだわらなくても……いいだろ」

「わたしにはせんせいしかいない。わかり合えるのは、……きっとせんせいしか」

「……じゃあ答えを教えるまでは、俺は死ねないな」

「せんせいがもし死ぬようなことがあったら、わたしは……許せないのだ。たぶんわたしのことも……この世界も」

　病的で、あと少しで一線を越えてしまいそうにすら思えた。

「心配するな。……サーシャも、エミィとリンのことも、絶対に俺が守ってやる」

　無力な俺でも、なにを犠牲にしてもそれだけは達成しなければならなかった。絶対に。

　そのために今自分はどうすべきか。

　どうする。どうすればいい。どうすべきだ。

　落ち着け。焦あせらず考えろ。

　重要なのは、生徒たち三人に嫌疑をかけられないこと。

　またメイコら他のニンゲンにも被害が及ばないようにすること。

　とすると、俺が単独犯として（事実そうなのだが）捕まってしまうのが手っ取り早い。

　兵器を持っていた俺は、いったいどんな罪になるのだろう。

　職を失うか、共和国を追われるか、それよりもっと重い罪か。

　この世界における『兵器』の重みを、俺はまだきちんと認識できていない。

　──絶望ってのはね、希望を見るから訪れるんだよ。

　メイコのセリフが蘇る。

「……せんせい？」

　気づくとサーシャが心配そうに俺を見上げていた。

　……まだだ。まだこれを絶望にはしない。俺がしっかりしなければ。

「まずは落ち着ける場所で態勢を整えたい」

「教室は……」

「もし俺が追われているとするなら、教室や俺の家は危険だ」

「ならば街外れの、都市のもっとも外側のスラム街はどうだろうか。治安はよくないが、周囲の人も互いに関心がないから、目立たないと思うのだ」

「……やけに詳しいな」

「いったことがあるからな」

　そこでなにをしていたのだろう、というのはまた別の話で。

「よし……、そのスラム街にいこう」

　サーシャに先導されながら俺は歩いていった。

　都市の中心街から離れるにつれ、建物も雑ざつ多たな感じになり、道ゆく人もガラが悪くなっていた。

　今進んでいる道も、じめじめとした雰囲気だ。

　都市は城壁や柵で、外との境界が作られている。

　魔物の侵入もゼロではない境界近くに住む者は、事情を抱えた者が多かった。

　だがその分、俺がお尋ね者にされたとしても、見つかりにくくはある。

「そろそろ本格的にスラム街って感じだな……」

　建物が折り重なるように立ち並ぶエリアまできた。その間に見える細い道は、まだ日が高いにもかかわらず薄暗かった。

　建物に生活感はあるが、人影が少ないのも気になる。

「本格的に暗くなる前には、安全なところを見つけたいな……。なんだけど、やっぱりサーシャは引き返そうとは思わないか？」

「なぜだ？」

「……俺とずっと一緒にいることは相当危険だ。脅されていたが逃げてきたと言う方が、まだ安全だと思うんだ」

　どうしてもこのまま連れていくことには、引け目を感じていた。

「せんせいが守って、くれるのだろう？」

「……わかったよ」

　うむ、とサーシャは納得したようにうなずく。

　腹を括くくるしかない。

「じゃあ、いくか──」




「そこまでだ、ニンゲン」




　心臓が止まるかと、思った。

　頭の中で警戒音が鳴り響いている。

　本能で感じた危機感だ。

　俺は恐る恐る、振り返る。




　黒い鎧よろいの警備兵がいた。




　黒い警備兵は二本角が生えた馬に乗り、自分の身長の倍はあろうかというランスを片手で掲げている。

　さらに後ろにも銀色の鎧の警備兵が四名。こちらは普通の馬に乗っている。

　警備兵だとはその鎧の造りからすぐにわかった。

　その迫力にただただ気け圧おされた。

「なん……でしょうか……？」

　周囲には人っ子一人見当たらなくなっていた。まるで息を潜めるように辺りは静かだ。

「一つ、質問してよいだろうか」

　黒い鎧の向こうからくぐもった声が発せられた。

「お前は今、都市を破壊できる兵器を持っているか？」

　どくん。

　考えろ。どういう状況だ。なにが伝わり、なんの目的で彼らはここにいる。

「……まあいい、捕らえて尋問すればわかることだ」

　とうとう警備兵に追われる立場になったのか。

　どうすべきか。少しでも時間を。

「捕らえる？　どうして、俺が？」

　わかっていないフリをして尋ねる。

「都市を破壊できる兵器を貴様が持っていると連絡があった。だから捕らえる」

「……都市なんて破壊できないですよと言ったら、どうなりますかね？」

「普通はできるはずがないと考えるべきだろう。しかし貴様は、ニンゲンだ」

　言い逃れは通用しないらしい。

　俺に残された選択肢は二つに一つだ。

　大人しく捕まるか、逃げるか。

　戦う選択肢はありえなかった。相手が一人でも勝てるはずがないのに、五人も相手にできるはずがなかった。

「なにかよからぬことを考えているのか？」

　黒い警備兵が手た綱づなを握り直す。

　いきなり捕らえようとしないのは、たぶん俺を警戒しているのだろう。

「よからぬことなんて別に」

「残念だが」

　黒い警備兵の馬が一歩、歩みを進める。

「ニンゲンも協力者の子供も、最悪死んでしまってもしかたがないと言われている」

　──え？

「おいちょっと待ってくれ!?」

　馬がこちらに突進してきた。

　圧倒的な破壊の行進。距離があるのに風圧を感じる。

　でかい。速い。ぶつかれば、死ぬ。こちらは生身のニンゲンなのだ。

「は、走れっ！」

「う、うんっ！」

　俺とサーシャ、二人とも一歩目が動いたのは、僥ぎよう倖こうだった。

　その一歩が動かなければ、──踏み殺されていた。

　サーシャの手を引いて全力で走った。

　目の前には建物と建物の間の路地。非常に狭く見えた。

　一か八か、そこに駆け込む。

　馬のいななきが背後で聞こえた。

　よし。よし。よし。

　どうやら馬には入ってこられない道幅のようだ。

「他の者は回り込め！　都市を破壊できる危険人物だ！　決して油断するな！」

　逃げるしかない。今は。

　幸さいわいにもスラム地帯の小道は入り組んだ構造になっていた。

　右へ。左へ。右へ。

　なるべく細い道へ、しかし行き止まりにはまらないようにと祈りながら、走っていく。

　サーシャも転びそうになりながら、手を引く俺に必死に食らいついていた。

　視界が急に開けて、明るくなった。

　幅広の道に出てしまった。

　ここだと間違いなく馬も走ってこられる。

　道の先から馬の駆ける音がした。

「戻るぞサーシャっ！」

　細い路地に引き返す。

　が。

　……カチャリ、カチャリ……。

　暗い路地の先で、鎧の揺れる音がする。

　間違いなく近づいてきている。

「こっちだ！」

　消去法で馬が駆けてくるのとは反対方向に走るしかなかった。

　しかし馬の速度を考えれば、逃げるなんて不可能だ。

　事実、ちらりと振り返った俺には──迫る騎き馬ばが、見えた。

　銀色の警備兵だ。

　巨体が土を蹴ける音がする。

　土のえぐれる音がする。

　どんどんその音は大きくなっていた。

　巨体の生なま暖あたたかい吐息が頭上に、降った。

　振り返る。

　銀色の警備兵がスピアを掲げている。




　ギラリと、銀色の刃やいばが、舞った。




　──同時に警備兵も豪ごう快かいに吹き飛んだ。

「え？」

　呆あつ気けにとられた俺は立ち止まった。

　吹き飛んだ警備兵が前に転がっている。

　ほんの一瞬の出来事だった。

　でも俺はその一瞬を、確かに目撃していた。

　建物の屋おく上じようから何者かが飛び出してきて、警備兵を思いきり吹き飛ばした。

　騎乗する人を失った馬はその場でたたらを踏んでいる。

　そしてそこに立っていたのは、




「大丈夫だったかしらぁ？」




　金髪ショートカットの頭からぴょこりと生えた獣耳。尻尾をくるんと回す、スタイル抜ばつ群ぐんの赤目の少女。

「リンっ！」

　サーシャが驚き弾んだ声を上げる。

　逆に俺は驚きすぎて息をすることさえ忘れた。

　だが驚いているヒマもなく。

　別の銀色の警備兵が、スピアを手にこちらに向かってきていた。たぶん、路地を追ってきた奴だ──。




　ぴしゃり、と上から水が降ってきた。




　俺と警備兵のちょうど間の辺りに、上から水が……撒まかれた？

　警備兵が水の上に足を踏み入れた。次の瞬間。

　ぱりぱりと音を立てて水が凍りついていく。

「なっ!?」

　足をとられて、警備兵はその場に転倒した。

「う……うまくいったのです!?」

　見上げた建物の二階から少女が顔を覗かせ、両手をこすり合わせていた。

　銀髪の下で、いつもは雪のように白い肌に赤みが差している。

「エミィっ！」

　サーシャが、雪魔法を使いこなし警備兵の足止めをした彼女の名前を叫んだ。

　俺はただただ驚きと困惑と衝撃で頭が真っ白だった。

「どうして二人が……ここに？」

「とりあえず話はあとにしてぇ、今は逃げ出すことが先決じゃないかしらぁ？」

〝もう一人の〟リンの言うとおりだった。





　　　　　＊






　俺たちは人目を忍びながら、再び都市の中心へと戻ってきていた。

　リンとエミィの助けもあったとはいえ、警備兵を振り切れたのは奇跡だったと思う。

　俺たちが去ったあとの会場は大騒ぎになったらしい。

　躊ちゆう躇ちよしつつも俺を追おうとする者。しかるべき者に伝えようとする者。逃げ出す者。混乱を収めようとする者。とにかく混沌と化したようだ。

「そして誰かが警備兵にも連絡を入れて、晴れて俺はお尋ね者、か」

「街の人のうわさですが、懸けん賞しよう金きんもかかった……とか。傭兵の人たちも動き出したと、聞きました……」

　エミィの言葉に生なま唾つばを飲み込む。

「……俺が賞金首になるとは夢にも思わなかったよ」

　人生は想定外の連続だった。

「そんな中で本職の警備兵はまだしも、二人がよく俺を見つけられたよな」

「それはアタシが追いかけたからよぉ」

　リンが少し得意げに言った。

「どうやってだよ」

「臭いねぇ。アタシとっても鼻がいいからぁ」

「むちゃくちゃだなお前……」

　身体強化術を使用中のリンは色々と規格外だった。

「アタシの家からは離れた位置なんだけどぉ、今は誰も使ってなくて物もの置おき代わりになってる家があるからぁ、とりあえずそこに身を潜めるぅ？」




　夕暮れが近づいてきていた。

　俺にとっては『やっと』夕暮れだった。今日は一日があまりにも長すぎる。

　人目につかぬよう、なんとか俺はリンのもう一つの家に転がり込んでいた。

　今は使っていない物置だ、という割には平ひら屋やの一いつ戸こ建だての中は綺き麗れいだった。空き家だが定期的に人の手は入っているのだろう。

　小高い丘の上に立っていて、塀に囲まれた敷しき地ちも広く近隣の家とは距離があった。多少の音を立てたところで、すぐ誰かに気づかれることはないだろう。

　中の光が漏れないよう窓を目張りし、暗くなった室内でランプをつけ、やっと一息つくことができた。

「まあ、今日明日でここに誰かがくることはないと思うよ」

　身体強化術が解とけたリンはそう言った。

「あ……ご飯どうしましょう？　きっとせんせもサーシャちゃんもお腹が減っていると思うので」

「保存食があった気がするから持ってくるねー」

「とてもありがたいのだ。……確かにお腹が減った」

　今ここには、エミィと、リンと、サーシャがいた。

　三人が揃そろっていて、俺もいて、いつもの教室の光景が蘇るようだ。

　命を狙われて俺にも余裕がなくて、守られてここまでやってきた。でも。

「お前ら……なんなんだよ？」

　聞かずにはいられなかった。

「なんなんだよ、って？　こっちのセリフなんですけど？」

　リンの視線が冷たいものになっていた。

「ねえ、なんなの、それ？　今もまだつけてるみたいだけど？」

　左手首には、黒い腕時計が今も巻きついている。

　と、そこで、リンが微かすかに震えていることに気づく。

　普通に話しながらも、怯おびえの色が表情から見てとれた。

「……黙っていて、悪かった。これは……この都市を破壊できる装置だ」

「……どうして、そんなものを持っている……のですか？」

　びくびくと怯えながら、それでもエミィは聞いてきてくれた。

「どうして……か」

　とてもじゃないが説明しきれないくらいの感情もある。でも単純に言ってしまえば。

「……ニンゲンの遺産を、俺は捨てられずに持ち続けていた」

　たった、それだけのこと。

「使うつもり、あったの？」とリンが聞いてくる。

「……結局は使えなかっただろうな。だから、本当はこんなもの必要なかった……」

「だったらなんで、捨てなかったの？」

「それは……わたしが」

「サーシャ」

　サーシャの名前を呼んで話を遮さえぎる。

「持ってるのが……俺には当たり前になっていたんだ。こんなの絶対に……当たり前にしちゃいけないのに」

　ただ危険な代しろ物ものを家に放置するわけにもいかず、ずっと身につけていた。

「はっきり言ってわけわかんないよね」

　リンは吐き捨てるような口調だった。

「都市を滅ぼせるくらいの兵器を作る気持ちも、作ったあと使えるようにずっとおいておく気持ちも、あたしたちにはまるでわかんない」

　辛しん辣らつで、でもすべてが正しかった。

「戦争って歴史の教科書でしか知らないやつが、昔は普通にあったんだよね？　そもそもそのせいでニンゲンって滅びたんでしょ。なのにまだ兵器を持つって、バカじゃない？　理解不能だよ」

　俺たちは七百年の時代を隔へだてて出会った。

　価値観もなにもかも異なっている。

「世界に破滅をもたらす、はっきり言って害がい悪あくだよね」

「ああ……本当にそうだよ」

　だからこそ、じゃあ、なんで──。

「でも……せんせが逃げる時、サーシャちゃんも一緒にいなくなりました……」

　その時エミィが、両腕をこすり合わせながらつぶやいた。

「だからわたくしも……わからなくなってしまったのです。せんせが悪い人だったのか、なにか理由があって、へ、兵器を持っていたのか……。わからなかったのです」

　詰まりながらも自分の意見を伝えてくれた。

「あたしもよくわかんなくてさ。……だったら、確かめるしかないよね。それにサーシャが無理矢理連れ去られてないかも、心配で」

　少し不ふ機き嫌げんそうに、リンはそう零こぼした。

「で、まあ追いかけようと思って。時間も経ってたし、跡を追うなら……身体強化術を使うしかなかったから」

「変身したリンさんはすごかったのです！」

　エミィは目を輝かせていた。

「そうしたら、警備兵に追われてるところを見つけて……あとは勢いだよね」

「せんせたちが襲われて……大変なことだと思ったので、頑張って助けようと」

　さらりと言ってみせる二人だが、それはとてつもないことだ。

「二人ともすごかったのだ……！　まさか警備兵をやっつけてしまうなんて……！」

　サーシャがぱちぱちと拍手をする。

「いやいや、不意打ちしただけだから。あのまま戦ったらボコボコにされてたよ」

　子供たちは、はじめて会った時よりも本当に立派になっていた。

　だから、こそだ。

「みんなはこんなにすごいのに……なんで……なんで……」

　すべてを棒に振るかもしれない。

　それだけじゃなく、もっと悲ひ惨さんな目にあうかもしれない。

　受け入れておいて、そんなことを言うなど甚はなはだおかしい。わかっている。でも我慢できなかった。

「俺を助けるような真似を……するんだ……」

　その言葉は、零れ落ちてしまっていた。

「センセーがそれ、言う？」

　リンの声色は、明らかに怒りに震えていた。

　でもそれから呆れたみたいに、話し始める。

「……考えたんだよ、あたしも」

　リンは静かに言う。

「正直また裏切られたって思った。だって、いつでもあたしたちは殺されるかもしれなかったなんて。周りは捕まえろとか、ニンゲンは危険だとか、そりゃ言うよ」

　一度ならず二度も、俺は生徒を裏切ってしまった。

「なにを信じていいか、なにが真実か、ウソか、わからなくなったんだ」

　心を惑わし、迷わす羽目になった。

「あたしもわけわかんないまま……、考えたよっ」

　リンは歯を食い縛って、拳こぶしを強く握る。

「考えたん、だけど……さぁ……！」

　強く、強く、拳を握って、声を絞り出す。




「あの一緒に過ごした時間は……ウソにはならなかった……っ！」




　一緒に過ごした時間──。

「何度考え直しても……噓には、ならなかったのです……」

　リンのセリフに、エミィが続いた。

「せんせのおかげで……わたくしに新しい可能性が開けました。わたくしの夢を叶えられるかもしれないと、本気で思えるようになりました」

　両手をこすり合わせながら、エミィはゆっくりとつぶやく。

「そんなの別に……俺じゃなくて、エミィ自身の力だ。きっといつかは自分で気づけていた……」

「そうかもしれません。でもせんせがきっかけで、わたくしははじめて変われました」

　エミィは自分の心の中を確かめるように、うなずく。

「今までわたくしは色んな先生方に、教えて頂きました。もちろん熱心にも教えて頂きました。でも……こんな風にわたくしと同じ目線で向き合って、本気で踏み込もうとしてくれたのは、せんせがはじめてでした」

　あのエミィが、俺にこんなに饒じよう舌ぜつに話してくれている。

「そんなせんせみたいな人がいるのに、びっくりしました。……今なら、あの模擬試験の時にせんせがやろうとした作戦の意味も、わかるのです。……無理矢理にでも、わたくしたちにきっかけをあたえようとして」

「いやあれは……。みんなの心に土足で踏み入るような行為で……」

「そんな形でも……わたくしたちの『本当の問題』に立ち向かおうとしてくれたことが、嬉しかったのです。本当に……嬉しかったのです」

　不格好だし、その過程でひどい間違いも犯した。でも、彼女たちの成績を上げるために真剣だったのは本当だった。

　そんな俺の気持ちは、彼女たちの胸に届いていたのか？

「……あたしも試験の成績上がりそうで。まあ、それはほとんどあたしの実力なんだけどさ？」

　リンも言う。

「……だとしても、普通の人なら『自分の問題だろ』って突き放すような問題を……バカにしないで付き合ってくれて、それで、まあ、ホント偶然ぽかったけど、センセーのおかげで人生ちょっと変わったっていうか。その恩は返さないと……心残りになるし」

　胸が痛くなる。心が潰れてしまいそうになる。

「一生懸命にわたしたちと向き合ってくれたせんせいは、今までに出会ったことがないくらい、やさしいせんせいだと思ったぞ？」

　ずっと隣に居続けてくれたサーシャまで、言ってくる。

「だからわたしはせんせいを信じようと思ったのだ。せんせいがニンゲンだからだけじゃないぞ。……わかってなかったのか？」

　心外だと言わんばかりの顔をされた。

　無力なニンゲンはこの世界でなにができるのか。

　俺に生きる意味はあるのか。

　尊そん厳げんを持って生きることはできるのか。

　ずっと俺は考えていた。

　自分は何者かに、なれたんだろうか？

「……俺はみんなの先生に、なれてたんだろうか？」

　自然とそのセリフは、口をついて出てきていた。

「せんせは先生なのです」

「センセーは先生だよ」

「せんせいは先生だぞ」












　認められていた。

　ニンゲンが滅んで七百年後の世界で、勝手もなにもわからなくて、味方もほとんどいなくて、実力主義ばかりが強調される無む慈じ悲ひな世の中で、生きる目的も見出せないまま進まなくてはならなくて、それでも──。




　俺は何者かに、なれたんだ。




　そしてそれは、一人では決してなしえないものだった。

　人は誰かと誰かの関係の中で、はじめて誰かになれるのだ。

「せんせのおかげで……魔法がうまく使えるようになりました。一族を救う希望が、見えました」

「一応あたしも、センセーの助けがあって、本ほん領りよう発はつ揮きできるようになったかな」

　エミィとリンが言ってくる。

　さらにサーシャが俺と目を合わせて、にこりと微笑む。

「せんせいがいてくれたから、わたしは希望を持てたのだ」

　自分はなにかを、生み出していた。

　急に視界がぼやけた。

　目め頭がしらを押さえてうつむく。

　ダメだ。生徒の前でなんて醜しゆう態たいをさらしているんだ。ちゃんとしなければ。

　そう思えば思うほど、涙があふれてしかたなかった。

　俺は、この三人にとっての、教師なんだ。

「俺からもみんなに……伝えたいことがある」

　ゆっくり息を吸って、吐き出す。

「これを俺の最後の授業だと思って、聞いてほしい」

「いいけどさ……」

　リンは体を小こ刻きざみに揺らしながら、顔をしかめた。

「なんか最後っぽくするの、やめてよ」

「せんせには……まだ教えてもらいたいことがあるのです……」

　エミィにも涙目で言われてしまう。

「せんせい……。わたしはまだ……一番教えてもらいたいことを、教えてもらっていないから……」

　サーシャも縋すがり付くように言った。

「でも、最後かもしれないって覚悟はいるだろ？」

　俺が言うと三人とも泣きそうな顔をした。

「……俺は生きる意味を探していた」

　ずっと、もしかすると七百年前の時代からも、ずっと。

「俺が死んだってなにも起こらない、生きていたって変わらない。世に影響をあたえる大した人物じゃない。……それが嫌でむなしくて、なんとかしたいと思って、でも半ば諦めていた」

　どうにもならないことだと、心の底では受け入れていた。

「だけど本当は、生きる意味なんて考えるまでもなくあるんだって、この教師って仕事を通じて、みんなと接していて、学ばせてもらったんだ」

　サーシャの美しい黒い宝石のような瞳に、別の色の光が差した。

　それは希望の光の色に、似ていると思った。

「劇げき的てきな力がなくたって、並外れた天才じゃなくたって、今目の前を一生懸命に生きているならば──自分は誰かに影響をあたえられる」

　それだけは間違いのない事実だ。

「少なくともみんなの人生は、ほんのちょっとかもしれないけど、変えられたんじゃないかって思ってる。逆に俺もみんなに変えられた」

　俺たちの過ごした一カ月半は、この先もずっとなかったことにはならない。

「リンは……元々才能があったんだろうけど、今日もこれだけ活躍できたなら、絶対将来も心配がない。家もなにも関係なくお前の思う道を、いけばいい。……二人でな」

　最後付け足した言葉に、リンは涙目になりながらぱちりとウィンクしてみせた。その所しよ作さがなんだか色っぽくて、〝もう一人の〟リンを思わせた。

「エミィもこの短期間で、よく都会での雪魔法の使い方に習しゆう熟じゆくしたよな。完全に実践で使いこなしていたじゃないか。すごいよ。エミィの実力ならきっと、一族を導くことだってできるさ」

　エミィが「はい……」とうなずく時、一粒涙がこぼれ落ちていた。

「わかるか、サーシャ。こういうことなんだ」

　そして俺は、今この世界で一番自分を必要としてくれている彼女に、向き直る。

「こういう……こと？」

「俺たちニンゲンという種族は、終わる。俺も含めて……終わる。別にこの世界のなにを変えることもなく終わっていくかもしれない……けど」

　ほとんど俺の力じゃない。本人たちがすごいだけだ。でも三人は、確かに俺を教師として認めてくれた。

　だから誇ったっていいだろう。

「世界を変えるかもしれない三人を、変えたんだ。その事実は、残る」

　本当に三人が世界を変えるのかは、未来になってみなければわからないけど。

「俺はこの世界に、確かになにかを残せるんだ。そして俺が残したものは、続いていく。お前らが生きていく限り、そして、お前らがそれをまた次の誰かに、残していく限り」

　バトンはずっと続いていく。七百年の時を超えても、まだ。




「それが生きる意味には、ならないか？」




　たとえニンゲンという種が終わって、人類の形が変わっても、その人類が続いていくのならば俺たちニンゲンが生きた意味は、あったと思う。

「わたしは……共和国で認められる実力をなに一つ出せていない……」

　サーシャは放心したようにつぶやいた。

「ああ、かもな。でも俺はサーシャに変えられたと思っている」

「わたしは……わたしは……」

　一度空っぽになった心に、涙が溜まっていくのがわかる。

「生きていって……よいのだろうか……？」

　ついに決けつ壊かいし、涙があふれる。

「いい」

　力強く俺は断言した。

　人生のなんたるかなんてまるでわかっていない俺でも、言って構わない。

「生きていけ。生きて誰かと関わっている限り、意味なんて作れているんだ。それは尊い。それは価値がある。それはこの世界に、必要だ」

　そう思うから、俺はもう、尊厳を持って幸せに生きることができているんだ。

「せんせいっ……！」

　サーシャが俺の胸へ飛び込んできた。

　温かな涙があふれている。

「せん……せ……。……せんせっ！」

　釣られてしまったのか、同じように泣き出したエミィも飛び込んでくる。

「だからさぁ……。なんで最後みたいに……すんのさ……」

　年長者として、最後までお姉さんとして振る舞ってくれたリン。

「リン」

　呼びかけると、最後は彼女も俺の下へ飛び込んできてくれた。

「せんせい……うう」「せんせ……ずっとせんせで……いて」「くっ……」

　四人で抱き合って、泣いた。

　出会ったばかりの頃を思い出す。

　あの場所から辿り着けた場所がここでよかったと、俺は心の底から思った。





　　　　　＊






　太陽の光が、目張りした窓からうっすらと差し込んでいた。

　いつの間に眠ってしまったのだろうか。

　昨日は遅くまでみんなと話をした。それもほとんどが、将来の話だった。

　これからどうしたいのか。どうやっていくつもりなのか。一番の夢はなんなのか。

　すべてが明るくなる、未来の話だった。

「あ……センセーも起きた？」

　体を起こしたリンが目をこすっている。ちょうど目覚めていたらしい。

「ああ……」

　寝ぼけた頭が、徐じよ々じよに現実へと引き戻される。

　サーシャとエミィは毛布にくるまって寝息を立てていた。

「全員寝ちゃったのはマズかったかもね。もっと追われてるって自覚持った方が──」

　リンは窓の隙すき間まから外の様子を窺うかがう。

「このままずっと逃げるのか、考えないとな。……どうした？」

　リンが外を覗いたまま、動かなくなっている。気になって俺もリンの隣に並ぶ。

　ギラギラと輝く光が、通りを覆おおい尽くしている。

　なんの光だ？　太陽、じゃない。

　太陽の光を反射した、天へと伸びる、剣だ。

　一本、二本、三本……十本、二十本……もっとだ。数えきれるはずがない。

　警備兵の騎馬隊が、通りにひしめき合っていた。

　リンが窓から離れ、別の方角の窓へ移動する。俺も同じように。

　東も。南も。西も。北も。

　すべての方角が同様に騎馬隊で埋め尽くされていた。百なんて数じゃきかない。

　さらにその背後には野や次じ馬うまと思おぼしき人だかりもあった。

　家とその敷地が完全に取り囲まれている。見渡す限り、逃れる道は一つもない。

「なんで……気づけなかったの……？　魔法……？　今もこんなに人がいるのに声が聞こえないし……。五感を妨ぼう害がいする魔法がっ……!?」

　リンは恐れと怒りの入り混じった声を震えながら押し出した。

「センセーっ！　逃げよう！　……サーシャもエミィも起きて！　早くっ！」

　リンが二人を揺り起こしている。

　しかしここまでくると、もう覚悟が決まっていた。

　奴らは俺はまだしも子供たちすらも、死んでも構わないと命令されている。

　状況はどう考えても絶望的だ。

　でも不思議と、俺は絶望を感じなかった。

　震えるリンの肩に、俺は手をおく。

「リン。もういい」

　ふっ、とリンから力が抜けるのがわかった。

「あれ……せんせ？」「……どうしたのだ、リンもせんせいも……？」

　俺はまとめて三人を抱きしめた。

　俺の逃避行に意味はあったのか？

　きっとあったと、俺は答えたい。昨日の夜にはそれだけの価値があった。

「じゃあ、いってくるよ」

　その言葉だけで、サーシャはすぐに悟ったらしい。

「せんせいっ……！　やめて……いかないで……！」

　俺にしがみついてくる。

「必ず帰ってくるから。約束する。全員が無事に生き残るために、今はいかせてくれ」

「せ……せんせ……」

　エミィも泣き始めてしまう。

　自分がいなくなることをこんなにも悲しみ惜おしんでくれる人がいる。

　だから俺には、それに報むくいるだけの、すべきことがあった。




　──騎馬の行進が始まった。

　先頭は二本角の馬に乗った、黒い鎧の警備兵だ。昨日俺を追ってきた奴に違いない。

　敷地内に侵入し、ゆっくりと小高い丘を登ってくる。

　俺は正面の扉を開き、表へと躍おどり出た。

　すぐに扉を閉じる。名残なごり惜おしい声は、もう聞こえないフリをした。

　建物の正面には、おびただしい数の警備兵がいた。まるで人の海だ。

　俺の姿を見て、すぐに警備兵が剣を構えた。さらに背後で弓矢が引き絞られる。魔道士も杖を突き出した。

　俺は黒い腕時計もどきを右手で、掲げる。

「動くなっ！　止まれっ！　動けばどうなるかわかってるな!?」

　俺は行進してくる警備兵とその後ろの群ぐん衆しゆうに向かって叫ぶ。

「これを作動させれば都市は跡あと形かたもなく消え失せる！」

　小高い丘の上だから、声はよく響いた。

「どれだけ素早く動いても、俺が押す前には辿たどり着けないだろ!?」

　二本角の馬がいななき、立ち止まる。

　黒い鎧の警備兵が手を挙げ、後ろの警備兵は進むのを止めた。

「俺を攻撃したら反動で押してしまうぞ！」

　弓兵や魔道士に向けて付け足しておく。

　攻撃されれば終わりな状況は変わらないが、一時的な膠こう着ちやく状態は作ることができた。

「なんのつもりだ、貴様っ!?」

　先頭の黒い警備兵が叫んでくる。

「俺を捕まえたいのはわかるっ！　無駄な抵抗をする気はない！」

「じゃあその攻撃的な姿勢はなんだっ!?」

「子供たちの安全を保証してもらいたいっ！」

　俺の言葉に、黒い鎧の向こうで反応があった気がした。

「子供たちの安全、か」

「そうだ！　その条件を守ってくれるなら俺は大人しく従う！」

　警備兵以外の多数の野次馬がいることは都合がよかった。証人として役割を果たしてくれるはずだ。いくら犯罪者相手でも、抵抗の意志のない共和国民をその場で殺してしまうのは問題だろう。

「……貴様の持つその黒い物体が、忌まわしき兵器であることは間違いないか？」

「兵器を作動させるものだが……これがなければ、俺は兵器を使えない」

　黒い警備兵は黙もつ考こうする。

　俺と兵器を押さえられれば奴らの第一目的は達成される。だから交渉の余地は、ある。

「……貴様がその黒い兵器を引き渡し、無抵抗で拘束されるなら、よいだろう」

　最低限の勝利条件はクリアした。

「ただし、貴様が裁判でどのような処分になるかまでは責任を持てん。子供たちも、同様だ」

　この場で無む罪ざい放ほう免めんとまでいかないのはしかたない。

「よーし、わかった！　言ったからな！　子供たちの安全は絶対保証しろよ！」

　俺は群衆に聞こえるように大声で言った。

「それでは、投降してもらおうか」

　ここは大人しく従うしかないだろう。

　最終的に待っているのは──死だとしても。

　ただ俺は死ぬ前にどうしてもこの世界に言いたいことがあった。

　図らずも多数の観かん衆しゆうが集まっている。最後のチャンスでもあった。

「一つだけ言わせてくれ！」

　俺は思いきり叫んだ。

　警備兵が前のめりになったが、黒い鎧の警備兵が手でそれを制した。

「俺がこの世界で教師になってから、気づいたことがある！　七百年前のニンゲンが今の世界を見て思ったことだ！」

　七百年の時を経て再び地上に舞い戻ったニンゲンとして、言いたい。

「この世界は……凝り固まっている！」

　間違いなく、きっと。

「実力主義と言いながら、結局その実力とやらは今すでにある基準に従っているだけだ！　そうだろ？　じゃないと採点できない。でも今ある基準とは、昔に決められたものだ！　つまり昔強かった奴、力を持っていた奴の基準が引き継がれているっ！」

　それが合ごう理り的てきな手段であることはよくわかる。

「でもそれだと、過去の基準でしか物事を測れない！　今少数派の奴は、新しい力を生み出そうとしている奴はどうなる？　本物の実力があるなら示してみろってお前らは言うんだろうが、間違った基準じゃすべてを測りきれないでいる！　気づいているか!?」

　実力主義を採用して合理的であるように見えて、その実それによって生み出される歪みに翻ほん弄ろうされている。

「お前らは見逃している！　もっとすごいものが生まれる可能性を潰している！」

　俺はそれに、働いていく中で気づかされたのだ。

「俺は特別教室で教師として働いていた。任されたのは落ちこぼれと言われ続けていた生徒たちだった。でもその三人には……とんでもない可能性が眠っていたんだ！」

　サーシャと、エミィと、リンと。

「お前らの実力主義が本物じゃないと、この三人が証明していくだろう！」

　俺は目の前の大人たちに彼女たちの価値を訴えた。

　これで少しでも、後の裁判で生徒たちの立場がよくなればいい。

「どうして今のお前らじゃ三人の実力を見出せなかったか、わかるか？　それはお前らが、新しい可能性に脅かされることにビビってるからだ！　今ある強さや特権を手放したくない奴なんて、いないもんな！　だけどな」

　今確かに、勇気を持って一歩踏み出すのなら、言う権利くらいはあるだろう。

「可能性を殺した世界は、いずれ滅びるからな」

　七百年前に滅んだニンゲンだからこそ説得力があるだろう。

「この世界に足りないのは、勇気だ」

　高こう揚よう感かんと高鳴る動どう悸きが俺の体で暴れている。

「お前たちはこれを恐れているんだろうっ!?」

　さらに右手を高く上げて、俺は叫んだ。

　群衆がざわつく。

「そりゃまあ、当然だよな。だって都市を破壊する……兵器なんだから」

　都市を脅かすものを持っているのだから、罪に問われてもしかたがない。

「戦争と兵器。今は禁止されているものが、昔は普通にあったんだ！　でも不思議だよな！　それはそうとして、どうして今もまだこれを持ち続けているのか、なんのために必要だったんだって……」

　ざわつきは徐々に小さくなっていく。

「必要なんてなかったさ！　でも捨てられなかった！　それは……」

　それは、俺がつかめそうだったこの世界での成功を、なぜつかめなかったのか、その理由でもある。

　右手を開いた。

　黒い腕時計が落下する。

　その動作に黒い鎧の警備兵が身構えたのがわかった。

　でもそれよりも早く、俺は右足を上げて──。




　黒い腕時計を踏みつぶした。




　本当に呆気なく、ぱきりという音を立てて、それは破壊された。

　精密機械だ。圧力をかけたからといって、誤作動することもないだろう。今のニンゲンの力じゃ、修理も不可能だ。

「──これを捨てる『勇気』が、俺に足りなかったからだ」

　すべては勇気の問題だった。俺はそう思った。

「勇気を持って、世界を変えろよ」

　これでもう伝えるべきことは、伝えた。

「……兵器を……破壊したのか……？」

　黒い警備兵が言う。

「ああ、そうだ」

　俺は自ら警備兵のもとへ、ゆっくりと歩き始めた。両手を上げて無抵抗を示す。

　黒い警備兵が右手を、下ろした。

　警備兵たちの行進が再開される。

　彼らの行進は、恐ろしく無む慈じ悲ひに思えた。

　二本角の巨大な馬の目の前まできた。

　喰くわれるんじゃないかと思うほど迫力があった。

　しかもその上に跨る黒い警備兵は、自分の身長の倍はあるランスを肩に担いでいる。

「捕らえろ」

　黒い警備兵の指示を受けて、馬から下りた警備兵二人が俺を左右から捕らえた。

「ぐっ!?」

　倒され、地面に押しつけられ、俺は後ろ手に縛られる。

　動こうとするがぴくりともしない。鉄の鎧が食い込んで骨が折れそうになる。

「センセーっ！」「せんせっ！」「……せんせいっ！」

　──三人の声が聞こえた。

　室内にいろと言ったのに、飛び出してきてしまったのか。

　ばらばらと何人もの警備兵が馬を下りたのがわかった。

「無抵抗じゃん！　ってちょっと!?」「ら、乱暴はよくないので……わわ!?」「せ……せんせいっっっ！」

　子供たちも同様に拘束される。

「おい子供たちには手を出すなよっっ！」

　黒い鎧の警備兵が腕を振るう。

　ランスの切っ先が、地面に頰ほおをつけた俺の前で地面を穿うがった。

　息を呑む。

　死が、目前にあった。

「残念ながら貴様のことは処分しても構わない、……いやむしろ、処分せよと上から命令されている」

　──なんだって──？

「おい話が違うっ──」

「先に話を変えたのはお前だ。兵器を引き渡すという条件だったはずなのに、貴様は破壊した。その時点で契約は、成り立たなくなっている」

　──噓だ。

　終わるのか。

　死ぬのか。

　ここで？

　覚悟はしていた、つもりだ。

　だけど、だけど、だけどだけどだけど。

　実際に死を目の前にして、恐怖しないなんてことが、あるか？

　俺は声も出せなかった。

「ちょっとなんなのぉ……!?」

「や……やめてくださいっ！」

「ぎゃっ!?」「わっ!?」

　リンの甘ったるい口調。そして冷気。リンとエミィが、力を使ったのか。

「死なせるわけにはいかないでしょ……うっ!?」

「ひゃっ!?　い……いたっ！」

　しかし二人はすぐに押さえ込まれてしまった。流石にこの数の本気の警備兵が相手では、勝負にもならない。

「貴様の生徒たちは……なかなかに凶暴だな。……勇敢と、言ってもいいが」

　地面を穿ったランスが持ち上がる。

　キラリと太陽を反射して、光った。

　それは、今度こそ、俺目がけて──。

「どうしてなのだっっっっっっっっ!?」

　悲痛で、悲鳴のような叫びが、こだました。

　ランスはまだ動き出さず、俺を目標に定めたまま、止まっている。

「どうしてわたしには……なんの力もないのだっ!?　どうしてなにもできないのだ!?　こんなところで……こんなことになっても……どうして!?　どうして!?」

　一線を越えたように喚わめき、泣き叫ぶ。

　それははじめて聞く、彼女の、自身の力がないことへの嘆きだった。

「なにも……なに一つできないのだ!?　せんせいを守る、力がっ……ないのだっ!?」

　サーシャは自分のためではなく俺のために、本気で嘆いてくれた。

　死を目前としているのに、俺にはおだやかな気持ちが生まれていた。

　嬉しかったのだ。

　こんな風に誰かのために本気になれる人には、きっと誰かが本気になってくれる。

　そうやって、この世界は回っていく。

　世界は変わっていく。

　今じゃないかもしれないけど、これから先のどこかで。

　涙が、俺の瞳からもあふれていた。

「力があれば……力が……魔法を使える力が……せんせいを守る……力がっっっ！」












　血を吐き出すんじゃないと思うほど叫んだ、──その時だった。




　白い光が目の前で爆発した。




　まるで太陽のような強烈な光に目をつぶる。

「うわっ!?」「なっ!?」と叫び声が上がった。俺を押さえる警備兵も光の目つぶしを喰らったらしい。

　続いて爆発的な風が巻き起こった。

「うわああああああ!?」

　俺は手を縛られたままごろごろと数メートルその場を転がった。俺を押さえる警備兵も吹き飛んでいた。

　仰向けになった俺の真上で、それは空高く舞っていた。




　巨大な、銀色のドラゴンだった。




「…………なん……だ……？」

　目を疑った。どこから現れた？　でも確かに、そいつはそこにいた。

　ゆっくりと旋せん回かいしながらドラゴンは下降してくる。俺は体を起こす。

　最後何度か羽ばたき、ドラゴンは俺のすぐ側に二本の足で着地した。

　俺の十倍いや二十倍……とにかく巨大だ。俺がレーザーで倒した黒竜にも比ひ肩けんする。

　なによりその姿は美しく、神こう々ごうしかった。

『ガアアアアアアア！』

　ドラゴンが咆ほう哮こうする。

　途端に馬のいななきが一帯に響いた。と、同時に一斉に馬が駆け出した。ドラゴンから逃げるように離れていく。警備兵の中には振り落とされている者もいた。

　光る銀色の糸がひらりはらりと、降ってくる。

　とても幻げん想そう的てきな光景だった。

　俺は膝の上に落ちた銀色の糸……おそらくドラゴンの羽毛を観察する。

　きらきらと光を反射する銀色の糸は、ほとんど透明に見える。

　この糸に──俺は見覚えがあった。

　サーシャの所持物に多く使われていたあの素材と、同じに見えるのだ。

　俺は首を動かした。エミィとリン、他の警備兵も地面に転がっていて、あの黒い鎧の警備兵も地面に片膝を突いている。

　そんな中、サーシャはまるでドラゴンを従えているみたいに立っていた。

　白い光に包まれている。

　不思議な磁じ場ばが働いているみたいに、サーシャの長髪はふわふわと浮かび上がって靡なびいていた。

　そして彼女の前には不思議な円形の……魔法陣が……浮かび上がっている？

「召しよう喚かん……魔法……？」

　黒い警備兵がつぶやく。

「ありえん……ありえんぞ……!?　それこそ……伝説の中でしかありえない……！」

　それがどれだけのものなのか、俺にはわからない。

　ただ召喚魔法が存在しているなど、俺は一度も耳にしたことがなかった。

　それこそがサーシャの魔法？　だから今まで膨ぼう大だいな魔力を有しながらも魔法が使えなかった？　つまり聖霊族は、サーシャは、召喚魔法という今や他の種族には誰も使えない魔法を使う種族だった？

　奇跡的すぎる。あまりにもできすぎている。

　でも、サーシャという少女が力に目覚めるのは、この瞬間をおいて他になかったのかもしれない。

　そう、信じてみたい。

　だってここは、七百年の時を経て俺というニンゲンが蘇った、奇跡の世界なのだから。

　俺が変わって、世界は──変わった？

「これがわたしの……力？　力を貸して……くれるのか？」

　サーシャ本人も、なにが起こっているのかわかっていないようだった。

　だがそれが生んだ効果は、劇的だった。

　周囲にいる警備兵は逃げ出すかひれ伏すかしている。

　黒い警備兵ですら、命にも等しいだろうランスを取り落としていた。

　この世界で本物のドラゴンに勝てる存在は、皆無だ。

「せんせい」

　白い光に包まれたサーシャが、俺を呼んだ。

「お、おう」

　俺は後ろ手に縛られ尻しり餅もちをついたまま、応じる。

「どうするのが……正しいのだろうか？」

　サーシャは俺に質問してくる。

「たぶんわたしとこの子は、ここにいる全員が相手でも、勝てる」

　立場は、今や完全に入れ替わっていた。

「しかし今ここでこの子を暴れさせたら……一般の人にも被害が出てしまう」

　そのサーシャの言葉に、警備兵たちは完全に震え上がった。

「ああ……」「許してくれ……」「命だけは……」

　俺たちは圧倒的な力を得たのかもしれない……だが。

「サーシャ……やめておこう」

「やめるとは……どういうことだ？」

「そのドラゴンには……帰ってもらおう。とにかく……攻撃はなしだ」

「でもそれじゃあせんせいはっ!?」

「まあ……こっちと争えばどうなるかはわかっていそうだし、殺されないんじゃないか？　戦う気、ないよな？」

　俺は黒い鎧の警備兵に向かって聞いてみる。

「……ぐ……だがしかし……」

　ぎりぎりと歯は嚙がみしている。黒い警備兵にも、譲ゆずれないものがあるらしい。




「その仲ちゆう裁さい、我にやらせてはもらえないだろうか」




　聞き馴染みのある声だった。

「兵器が破壊されたのは事実だ。これで、ニンゲンが持つ危険はなくなったはずだ」

「……誰だ、貴様はっ!?」

　黒い警備兵が問う。

「そうではないか、ニンゲンよ？」

　竜りゆう人じん族のファガールが、俺に問いかけた。

「ファガール先生……なんで……」

　平然とした顔で、このとんでもない場所に割り込んできているのだ？

「フン。色々と聞きたいのは我の方だ。……銀色のドラゴンなど、伝説でしか聞いたことがないぞ……」

　ファガールは苦々しい顔をしていた。

「共和国の勇ゆう敢かんなる警備兵殿。我では力不足で、この場にふさわしくないと思われるのも当然かと思う」

　ファガールは黒い警備兵へと向き直った。

「だが我はこやつの上じよう司しで、ここにいる三人の生徒の教師でもある。つまりは彼らに対して責を持つ者でもある。処分を考える上で我が間に入ることは適てき切せつかと思われる」

「ぬう……」

「警備兵殿も命令を受けてこの場にいるのは承知している。しかし我ら共和国の発展のため、本当に必要なことはなにかをご判断頂きたい」

「それに」

　さらにまた別の、今度は澄すみ切った声が聞こえてきた。

「今、私たち森人エルフ族にとっても未知なる、伝説級の召喚魔法という可能性すらこの場に眠っているとわかったのです。あなた様が命令を受けた時と、状況は異なっています」

　森人族のレイラだった。

　彼女の登場を、俺は口をあんぐり開けて眺めている。

「そのニンゲンが関わり生み出すかもしれない無限の可能性を、ここで絶ってしまうことを、この国の協会は……是ぜとするでしょうか？」

「……貴殿らの訴えが共和国のためであることは理解した」

　黒い警備兵は、取り落としていたランスを拾い上げた。

　そして黒い警備兵はランスを、地面に突き立てる。

「今ここで……私に処しよ遇ぐうを判断することは……できない」

　つまり、それは──。

「……協会に、すべては委ゆだねられるだろう」

　──今この場で殺されることはない？

「よ……よかった……助かった……！　……死ぬのかと思った……！　おいサーシャ、聞いたとおりだ。今そいつに暴れてもらう必要はないぞ」

「わ、わかったのだ……けど」

　サーシャはひどくおどおどしていた。

「けど？」

「…………どうやったら帰ってくれるのかわからないのだ」

「おい」

『カッッッッ！』

　ドラゴンの口から白い光線が放たれた。

　光線は雲を突き破って、天高く飛んでいく。

「……これ以上のことは、我は知らんぞ。こんな伝説じみたものを、ここで現実のものとして見せられただけでも頭が痛いのだ」

　言い残してさっさとファガールは去っていこうとする。

「ちょ、ちょっとファガール先生！」

「……なんだ？」

「いや……その……ありがとうございます」

　なんと言うのが正しいのかわからなくて、とりあえずそう口にした。

　ファガールはニヤリと口の端を歪ゆがめて見せる。

「実力主義の世界で、実力のある男には働いてもらわなければ困るだろ？」










「よし、そこで止まれ」

　扉の前に立たされる。

　俺の脇わきには監視の、物々しい鎧よろいを着た警備兵が二名控えている。

　これで居心地の悪さを感じない方がおかしい。

「いいぞ。入れ」

　命令され、しかし俺は一歩目が踏み出せなかった。

　中でいったいなにが待ち受けているのか、隠しようもなく不安だった。

「早くしろ」

　警備兵に再び言われる。

　ずっと立ち止まっているわけにもいかない。

　腹を括くくった。

　俺は扉を開く──。




「せんせい！」「せんせっ！」「センセー」




　そこにいたのは、三人の生徒たち。

　聖せい霊れい族ぞくのサーシャ。

　雪ゆき人ひと族のエミィ。

　妖よう狐こ族のリン。

　三人の生徒が、特別教室で俺を待ってくれていた。

「「「お帰りなさい！」」」

　まっすぐなきらきらとした笑顔に、思わず涙ぐみそうになる。

　でも、違う。せっかく迎えた久々の再会なのだ。悲しむ必要が、どこにある？

「ただいま」

　俺はこの教室に教師として、戻ってきた。

　禁止されていると知りながらも兵器を持っていた件は、重大な罪だとして、俺は一時的に拘こう束そくされ裁判を受けることとなった。

　俺が出廷したものもそうだが、出廷していない裏での話し合いでも、議論は相当に紛ふん糾きゆうしたらしい。

　許されざる罪だ。都市を破壊できる可能性で死罪に値する。しかし兵器は破壊された。そもそもそんな兵器が存在できるのか。七百年前と今では文化が違う。などなど。

　最後はファガールら教師陣、巻き込まれてキレ気味だったメイコの陳ちん述じゆつもあり、俺の罪は不問とされ共きよう和わ国こくで教師として復帰することが許された。

　ただし、しばらくの間は監視付きではあるが。

「ついでにおつとめご苦労様、って言った方がいいの？」とリン。

「無罪だからな、間違えるなよ」

「うわさに聞く牢ろう屋やの飯は不味かったのか？」とサーシャ。

「変なとこに興味持つな!?　不味かったよ！」

「せんせのために、甘いチョコクッキーを作ったのですが……」

「エミィ……！　俺の癒いやしはお前だけだっ……!?」

　俺が教室を離れていた期間は、数カ月にも及んだ。

　だけど帰ってきた俺を、生徒たちはいつもどおりに迎え入れてくれた。

「……そういや俺のいない間に模も擬ぎじゃない本番の、実力検定試験があったんだよな。どうだった？」

　詳細について俺は聞けていなかった。

　ただきっと、今の三人ならば相応のすごい成績を収めていてくれるだろう。

「じ、実はですね……」

　エミィはなぜか、腕をこすり合わせてもじもじしている。

「わ、わたくしは……高成績を狙おうと思いまして、大技の雪魔法を発動させようとしたのですが、準備のための水魔法を大量に使ったところで……体力が尽きて雪魔法を発動させることができませんでしたっ！」

「……まあ、本番での失敗はあるよな。しかたないよ。だから気にするなエミィ。……その代わりリンは、うまくいったよな？」

　しかしリンは俺と目を合わそうとしない……。それだけではなく無駄に体を落ち着きなく揺らしている。

「……あたしって完全無欠な実力があるんだけど」

「だから期待してるんだよ」

「でも、ほらあたし、センセーとかある程度の人の前なら、身しん体たい強きよう化か術じゆつを使えるんだけど、……こう、同学年の知り合いが多い本番だと、気になりすぎて、うまく力を発揮できないっていうか……失敗しちゃったんだよね」

「……ち、ちなみに、サーシャはどうだった？」

　嫌な流れをまず断ち切ろうと話を振る。

「わたしはまだ自分の召しよう喚かん魔法の使い方が、全然わかっていないのだ！」

「元気いっぱいに言うなよ！　つまり……本番ではなにもできなかったと？」

「そうなのだ。たぶんまたピンチになったら、眠れる力が解放されて召喚魔法が発動するかもしれない……とファガール先生に言われたぞ」

「ああ……そうかよ。じゃあお前らもしかしてランクは……最低のＧランク……か？」

　こくん。こくん。こくん。

「おいっ!?　一人ぐらい成績上げといてくれないのかよっ！　俺の評価上はなんの成果も出せてないことになるから……また頑張らないとダメじゃねーかよ！」

「頑張るのだぞ」

「お前が頑張れサーシャ！」

　しかしそうつっこんだところで、吹き出してしまった。

　それは生徒たちも同様で、四人一緒になって笑った。

　その笑い声を聞いていると、ランク付けなんて細かいことはどうでもよくなってくる。

　まだいいんだ。三人はこれから無限に伸びていく可能性を秘めた、子供たちなのだ。

　それに俺にだって、まだ可能性はあるんだ。

　人類が滅んで七百年が経って、亜あ人じんが誕生し新しい人類となった世界になって、なんの実力もないまま実力主義の社会に晒さらされて、唯一誰をも上回れる兵器を失って、それでも俺は、この世界で生きていくから。

　あの小高い丘の上で、命を賭として叫んでみても、結局この世界はまださほど変わっていないかもしれないけれど。

　それでも、前を向いて進んでいこう。

　もちろん今後どうなるかはわからないし、危ういことも残っている。俺以外にも四人、世界に絶望を呼ぶスイッチを持っているニンゲンがいるのだ。彼らが世界を終わらせようとするかもしれない。

　でも、たとえ誰かがその道を選んでも、俺はこの世界で最後まで生き残る道を選ぼう。

　本当は次の世代まで続けばいいと思うけど、そうはならないだろうから、最後のニンゲンとしてこの世界を見届けたい。

　そしてできる限りニンゲンが生きた証あかしを残したいと思う。

　その証が生き続けていく限り、きっと俺たちニンゲンが生きた意味は、残り続けていくと思うから。




　俺は生きていく。




　人類が最後の日になる、その日まで。








今日が最後の人類だとしても　了











あとがき






　本書を手にとって頂き、誠にありがとうございます。

　はじめまして、もしくはお久しぶりです。庵あん田だ定さだ夏なつです。

　ということで、皆様のお力をお借りして、この度たび三シリーズ目の作品を刊行することができました！　本当にありがとうございます（また宣伝で恐きよう縮しゆくですが、完結済みの『ココロコネクト』シリーズ、『アオイハルノスベテ』シリーズもぜひぜひよろしくお願いします）。

　前シリーズで「新作準備中です！」という予告を見て期待してくださっていた皆様……大変長らくお待たせしてしまい申し訳ありません！　……本当にすみません！

「もっと早く出したい……！」という気持ちを燃料にこれからも書き続けて参りますので、お付き合い頂ければ幸いです。

　さて、今回はこれまで私があまり扱ったことのないジャンルにチャレンジさせて頂きました。執しつ筆ぴつの最中には自分の中でも色々な発見があり、大変なこともありましたがすごく楽しかったです。

　できればこれからも色んなジャンルに挑戦して「新しい面白さ」を生み出していきたいと思っております。これからももし皆様が「お？」と思う機会があれば、また覗のぞいてみて頂けると嬉しいです。

　振り返れば私のデビュー作の刊行が二〇一〇年ですので、作家生活をはじめてから長い時間が経ちました。私も場合によっては中堅と言われてもおかしくないところにきているのでしょうが……気持ちはいい意味でまだまだ新人です！（いいのか？）

　これからも初心を忘れず、もっと面白い作品、もっといい作品を目指して一冊一冊全力で取り組んでいきますので、引き続きよろしくお願いします！

　では、ここからは謝しや辞じを。

　細ほそ居い美み恵え子こ様。担当様から細居さんのイラストを紹介頂いた瞬間「これだ！」と思いました。本当に期待どおり、いや期待をはるかに上回る素晴らしいイラストに感動しっぱなしです！　キャラに命を吹き込んで頂き、本当にありがとうございます！

　担当様。毎度毎度で本当に恐縮ですが今回もご迷惑をおかけしました。もっと優等生になれるよう精進して参りますので、引き続きよろしくお願いいたします。

　その他関係者の皆様、まとめてしまい大変恐縮ですが、今回もご助力頂きありがとうございました。この場を借りてお礼申し上げます。

　そしてなによりも応援してくださっている読者の皆様へ、最大限の感謝を。

　この物語で少しでも皆様に恩返しできていれば、これ以上の喜びはありません。





二〇一六年十月　庵田定夏
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